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第三章　マーチヘアの狂々劇場







　目の前に、人が死んでいる。

　赤い水みず溜たまりの中、一人の女と一人の子供の亡骸なきがらがあった。そして二つの亡骸の傍らに蹲うずくまる、額から多量の血を流した男。

　男はこちらを凄すさまじい形相で睨にらみつけ、足を震わせながら立ち上がろうとし──気力が尽きたか、血の池へと倒れ伏した。

　血の池に倒れる女、子供、男────全員、着物を着ていた。

　…………これは……夢？

　倒れる寸前まで自分を見据えていた憎悪の眼まな差ざしに戦せん慄りつしながら、冬ふゆ木き陽よう子こは思った。

　場所はどこかの家の中である。木の壁、床、支柱、囲い炉ろ裏り、乱雑に転がる草鞋わらじ……。

　雰囲気は、陽子が生まれ育った古い屋敷に少しだけ似ていた。

　……が、違う。陽子の家には囲炉裏などなかったし、部屋はもっと広く内装も洗練されていた。しかもこの部屋には、電気が通っている様子すらない。床も柱も天井も、付着した血の赤がなくてもあちこち黒ずんでおり、部屋全体が古ぼけた雰囲気がある。

　昔──それも鎌倉とか平安といった大昔の、農民の家のようだった。

　……以前どこかで見た時代劇番組か映画のワンシーンだろうか。だが、それにしてはやけに生々しい。

　陽よう子この意思とは無関係に、視点が動いた。

　血ち溜だまりに倒れる三人から逃げるように、彼らとは反対の方向へ視点が移る。

　立て付けの悪い木の扉を開け、家の外へ出る。広がっていたのは、やはり自分の育った村に多少似ているが、それよりも遙はるか昔の日本の田園風景──あぜ道の向こうや、幾つかの田んぼを跨またいだ先に、小さな家が点在している。

　空は茜あかね色いろに染まり、うっすらと三日月が浮かんでいる。

　気を落ち着けるように自分が──陽子と視界を共有している『誰だれか』が深呼吸するのが分かった。




「──ねえ」




　いきなり横から声を掛けられ、自分であって自分でない『誰か』は慌てた様子でそちらを振り向いた。

　立っていたのは年の頃ころ十代半ばほど、銀髪碧へき眼がんの一人の美少女である。灰色の袴はかまに薄い単衣ひとえのみを纏まとい、下着をつけていない乳房や白い肌が透けて見えている。手には鞘さやに入った日本刀を握っている。

「……奇妙ななりした餓鬼だな。遊女か？」

　自分の口から……いや、『誰か』の口から、そんな言葉が漏れた。ちょっとガラの悪そうな、渋い男の声だった。

「遊女？　菖蒲あやめは違うよ？」

　どこかとぼけた感じのする無表情で、銀髪の少女は首を傾かしげた。

「……どうでもいい。俺おれ様は今気が立ってる。死にたくねえなら失うせろ」

　苛いら立だった口ぶりで『誰か』は言った。だが少女は、強がるでもなく挑発するでもなく、ただ思ったことをそのまま口にしたように淡々と、

「死なないよ？　菖蒲は強いから」

「……そうかよ」

『誰か』は言いながら、腰にさしていた刀身一メートル五十センチほどの大太刀を乱暴に鞘から引き抜いた。その刃は脂でてらてらと鈍く光っている。……恐らくは、家の中の三人を斬きった血の脂だろう。

「ん。じゃ、菖蒲も」

　菖蒲と名乗る少女も無造作に刀を抜く。銀の刃が日の光を受けオレンジに輝く。

「……本気でやる気なのか？」と僅わずかに驚きの色を滲にじませて、『誰か』が言う。どうやら刀を抜いたのは脅しのつもりであったらしい。

　何気なく『こくん』と頷うなずき、菖蒲あやめが刀を片手だけで持ち、踏み込んでくる。疾はやい。日本刀の剣術ではなく、フェンシングのような突きだ。一気に距離を詰められ、上段からほぼ直線に突き出された刀の切っ先が眼前に迫る。

「うおっ!?」

　紙一重で『誰だれか』は菖蒲の攻撃を飛び退のいてかわした。菖蒲はさらに踏み込み、連続して突きを放つ。だが『誰か』も負けてはいなかった。

「せいやっ！」

　一瞬の隙すきをついて菖蒲から距離をとり、菖蒲の刀のリーチの外から大太刀を薙なぎ払う。

「ん……」

　菖蒲が後方へ跳ぶ。しかし『誰か』は力強く踏み込み、信じられないほどの高速で大太刀を振りかぶる。その太刀筋に迷いはなく、本気の殺意があった。

　菖蒲は相変わらずの無表情のまま、紙一重でその斬ざん撃げきを回避。だがさらに立て続けに『誰か』は追い打ちをかける。

「せやっ！　せやっ！」

　風が唸うなりを上げ、菖蒲の長い銀髪が数本、斬きれて風に舞う。

「……ん」

　少し不機嫌そうに菖蒲が目を細め、さらに後方へ大きく跳躍。何を思ったか、空中で刀を振った。もちろん届かない──と思いきや。菖蒲の刀が突如として蛇のように伸びてきて、その切っ先が高速でこちらに迫る！

「なっ!?」

　驚きつつ、『誰か』は左手を大太刀の柄つかから離し、その手のひらを迫る刀へと向けた。

「守れ！」

　刹せつ那な、左手から緑色の光の盾が出現し、『誰か』の前方に展開する。その一瞬後、刀の切っ先が盾に当たり、弾はじかれた。しゅるしゅると音を立てて、蛇のように伸びた刀身がまたもとの長さへと戻ってゆく。菖蒲は再び片手で刀を構える。

　どうにか魔術の盾によって防御に成功したものの、刀が伸びると分かった以上迂う闊かつに攻めるわけにはいかなくなり、『誰か』も一いつ旦たん菖蒲から距離をとる。

　二人は暫しばし互いに構えたまま、動かない。と、不意に菖蒲が口を開く。

「あなた、陰おん陽みよう師じ？」

「……今はただの外そと法ほう師しだ。陰陽寮は占いごっこに飽きてやめちまったからな。……それはともかく、てめえの刀も面白いな。どういう仕掛けだ？」

「頑張ってつくった。お気に入り」

　オモチャを自慢する子供のように、菖蒲は稚気のある笑みを浮かべた。

「ふう……」

　と『誰だれか』の口から脱力したように大きなため息が漏れる。そして大太刀を鞘さやに納めてしまった。それを見て、「ん。おしまい」と菖蒲あやめも伸びる刀を納めた。

「……なあ……てめえは一体何なんだ？」

『誰か』が問うと、菖蒲はきょとんとした顔で、

「菖蒲は《原型アーキタイプ》蛇遣い。便宜的な識別名は№ⅩⅢイリス・クレセント。この国の言葉だと三み日か月づき菖蒲。こっちの方が好きだから菖蒲は菖蒲って呼ばれるのがいい」

「…………。……で、結局てめえは何？」

「すごいひと」

　冗談を言っているようにも思えない淡白な口ぶりである。『誰か』は不意に「ぷっ」と噴き出した。

「ははは、たしかにてめえはすげえわ。こんな変な奴は久しぶりに見た」

　菖蒲は首を傾かしげ、やはり淡々と聞き返してくる。

「そういうあなたは？」

『誰か』は少し躊躇ためらったあと、

「……江え須す田だ。江須田葉よう観かんだ」

「えすだ。えすだ。……なんか微妙」

「……いや、人の名前にケチつけるんじゃねえよ」

「エシュターって呼んでいい？」

「いや、よくねえよ」

「エシュター」

　にぱーっと、菖蒲は実に愛らしく笑う。殺し合いをした相手とは思えないほどだ。

「ちっ……勝手にしろ。じゃあな」

『誰か』──江須田葉観──エシュターは、菖蒲に背を向けて歩き出した。だが、

「ねえエシュター。この家の人はなんで死んでるの？」

「……！」

　振り返ると、菖蒲が家の中を覗のぞき込んでいた。

「……俺おれ様が殺したからだ」

「なんで殺したの？」

　エシュターの方を向き直り、非難するでもなく、単純に不思議そうに菖蒲は訊たずねてきた。

「……蓮はす池いけ睡すい蓮れん──この家の主人は俺様と同じ外そと法ほう師しでな。面白い術の奥義を編み出したと聞いてわざわざ訪れたんだが、訊ねても口を割らなかった」

「だから殺したの？」

「ああ。妻と子供もろともな。俺様は極悪人なのさ」

「ふーん」

「いや、ふーんて……少しは怖がれよ……」

「だって噓うそでしょ？」

　あっさりと言われ、エシュターは口を噤つぐんだ。

「……やっぱりてめえはおかしな奴だな……」

　エシュターは呟つぶやき、菖蒲あやめに背を向けた。

「待って」と菖蒲はまたも呼び止める。

「んだよ」と、振り返らずにエシュター。

「菖蒲と一緒に行こう？」

「どこへだよ」

「色んなところ。エシュターと一緒だと楽しそう」

「ふっ……」とエシュターは自じ嘲ちようとも苦笑ともつかぬ息を漏らした。「……そんなことを言われたのは初めてだ。言っておくが、俺おれ様が極悪人ってのは正真正銘の事実だ。ここの親子こそ確かにワケアリだったが、人だって何人も殺してる」

「ん。知ってる。エシュター、菖蒲を本気で殺そうとしたし」

「……自分の力を磨くためには人を裏切ることも平気でしてきた。食い詰めてたときには山賊の真ま似ね事をして村を襲ったこともある。おかげで今ではお尋ね者だ」

「うん、大丈夫。だから行こ？」

　あっさり言う菖蒲に、エシュターは呆あきれて振り返る。

「……あのなあ。だからお尋ね者だっての、聞いてねえのか？」

「大丈夫。なんならこの国から出てもいいし」

「……どうしてそこまでして俺様を誘う？　怪しすぎるんだが」

「え？　なんとなく」

「…………」

「気にしないで。菖蒲は昔からこんな感じ。夕ゆう子こを造ったときもそうだったし、静しずかを拾ったときもそうだったから」

「……なんだかよく分からんが、とりあえずてめえがよく分からん奴だってことだけはよく分かった」

「エシュターは頭がいいね」

「……やっぱりよく分かんねえ奴……」

　エシュターは頭痛を感じたようにこめかみをおさえ、

「……で、てめえと一緒に行くことで、俺様にとってどんな利益があるんだ？」

「うーん」と菖蒲は少し考え、「……じゃ、魔術を幾つか教えてあげる」

「……てめえが？」

「ん」

　菖蒲あやめがこくんと頷うなずく。

「…………」

「エシュター、菖蒲の言葉を信じてない？」

「おう」

「んー。……じゃあエシュターは、ちょっと前に京みやこにいた、安あ倍べの晴せい明めいって知ってる？」

「……ああ。一応な」どこか含みのある声で言って、エシュターが頷く。

「あの人の得意技、【四神降臨ダイヤモンドフオース】っていうのを作ったの、菖蒲のお兄ちゃん。すごい？」

　さらりととんでもないことを言う菖蒲に、

「……それが本当だとしても、すげえのはてめえの兄であっててめえじゃねえ」

「でもでも。菖蒲もけっこうすごいよ？」

「じゃあ何か術でも見せてみろ」

「……《原型アーキタイプ》は造るのが専門だから、ここで見せるのは無理」

「なら信じねえ」

　エシュターが言うと、菖蒲はほっぺたを膨らませた。

「むー。エシュターは意地悪かも」

「おう、その通りだ。だから──」

「ん。だから一緒に行こ？」

「…………なにが『だから』なんだか……」

　エシュターはまじまじと菖蒲を見つめ……やがて諦あきらめたように嘆息した。

「……ちっ……しゃあねえなあ……」

「えへー」と菖蒲は満面の笑みを浮かべ、「じゃ、行こ？」

「……おう」

　──と、そのときだった。

「……き……さ、ま……」

　地獄の底から這はい上がってくるような、憎悪に満ち溢あふれた声が聞こえた。家の中から、血の池を這いずるように、男の顔が現れる。立ち上がることすら出来ない身でありながら、エシュターへの怨おん念ねんだけでここまで動いてきたらしい。

「……え、す、だ……ぁ……！　きさ…ま……だけは……、絶対に……！」

　元の顔すら判らないほど血ち塗まみれの顔面に、憎悪に満ちた悪鬼のような両眼だけが炯けい々けいと輝き、エシュターを睨にらみつける。

「──貴様だけは、絶対に──殺す!!」

　血ち反へ吐どを吐きながら最後の力を振り絞るように叫び、男は意識を失った。

「……行くぞ、菖蒲」

　エシュターが彼に背を向ける。

「いいの？」と小走りにエシュターを追いながら菖蒲あやめが問う。歩きながらエシュターは、

「……トドメをささなくていいのってか？　それとも助けなくていいのってか？」

「ん。菖蒲はどっちでもいい」

「……どっちにしろ、もう手遅れだろう。放ほうっておくしかねえよ」

　吐き捨てるように言って、エシュターは逃げるようにその場を離れる。

　だが、彼の憎悪の眼まな差ざしは、いつまでも網膜に焼き付いたように離れなかった。

　──冬ふゆ木き陽よう子この網膜に。




　　　†　†　†




　目が覚めたとき、身体は汗でぐっしょりだった。

「……あー……なんかヤな夢見ちゃった……」

　呻うめきながら額の汗を拭ぬぐい、陽子はベッドから身体を起こす。

「ヨウコ、大丈夫か？　何か顔色が悪いぞ？」

　珍しく陽子よりも早く起きて着替えも終わっているユウが、陽子の顔を覗のぞき込んで心配そうに言った。

「あー、大丈夫大丈夫。ちょっと寝苦しかっただけよ。暑かったしそのうえ誰だれかさんが全裸でベッドに潜り込んでくるし」

「昨夜はヨウコのベッドには入らなかったぞ」

　ユウの言葉に、陽子は意外な顔をする。ユウは毎晩、隣の部屋のベッドからわざわざ陽子のベッドまで侵入してくるのに。

　……ちなみに陽子の部屋と隣の部屋は、壁に開いた大穴で繫つながっている。開けたのは魔力を暴走させたユウで、度重なる騒動に怒った隣の部屋の女子がついに出て行ってしまい、せっかくなのでそこをユウの寝室として使っているというわけだ。無断で。

「早めにベッドに入ったけどドキドキしてすぐに目が覚めてしまったのだ……。せっかくだから外で練習していた」

「へえ……」と陽子は感心した。『練習』とはもちろん今日の演劇のことだ。傍若無人なユウが眠れなくなるほど緊張していることが新鮮な驚きだったし、外で一人で練習するほど真剣になっていたことも素直に喜ばしい。

「頑張ってるわねゆースケ」

　陽子は、子供が小学校に入学したことを喜ぶ母親みたいな目でユウを見て、その頭を優しく撫なでた。

「えへへ……」

　ユウがはにかむ。そして子犬のような目で陽よう子こを見つめて、

「……ヨウコ」

「んー」

「今日の劇、絶対に観みに来て？」

　……やっぱこいつ可愛かわいいなあ……犬みたいで……。お子ちゃまにこういう顔されると、ちょっと意地悪したくなるのよね……。

　頭を撫なでながら陽子は微苦笑を浮かべる。

「んー。どうしよっかなー。くおんちゃんの試合もあるしねえ。せっかくだからそっちの応援に行こうかなー」

　するとユウは、今にも泣きそうな顔をした。

「ええっ!?　ひ、酷ひどいぞヨウコ……絶対に観に来てくれるって言ったのに！　観に来てくれるって言ったのに……」

「はあー？　そんなこと言ったかなあ？」

　少し罪悪感を覚えながら、あえてとぼける。

「言った！　言ったぞヨウコ！　劇がうまくできたらえっちなこといっぱいしてくれるって言った！」

「言ってないわよ！　観に行くとは言ったけど！　……あ！」












　ハッとなる。陽よう子このツッコミを聞いたユウは、今までの表情が幻のように「してやったり」という顔をしていた。

　……してやられたわ……！

「ほらやっぱり観みに行くって言ったではないか」

「くっ……泣き真ま似ねとはね……小こ賢ざかしい真似してくれるじゃないの……」

　どうも最近、ユウは自身の演技力を利用した搦からめ手てを使ってくることが多い。演劇をやらせたのはもしかしたら失敗だったかも……と陽子は少し後悔する。

「ふふん、ヨウコが意地悪するから悪いのだ。そんなヨウコには──おしおきっ！」

　ユウがいきなり飛びかかってきて、陽子をベッドに押し倒した。

「ちょっ、ゆースケ！」

「んふっ、ヨウコの胸、ふかふか……」

　ユウが胸に顔を埋めて、もぞもぞと動く。

「こらゆースケ！　あんたどこ触って、ひっ、やっ、あんっ!?」

　感じてしまい、慌てて陽子はユウを引き剝はがそうとする。

　……だがそのとき、陽子はユウの肩が震えていることに気付いてしまった。彼女が初めての舞台に緊張しているというのは紛れもない事実なのだろう。

　……ったく、このガキは……。

　陽子はため息をつき、ユウの頭を撫なでながら言う。

「わかったわよ。絶対に観に行ってあげるから安心しなさいって」

「ほんと？」と顔を上げてユウ。

「ほんとほんと。だからあんたもせいぜい頑張りなさいよ？」

「うんっ！　頑張る！」

　満面の笑顔で頷うなずき、ユウは陽子から離れる。

「じゃ、ヨウコ、私は学校へ行くぞ！」

「もう？　まだ七時前よ？」

「朝イチで集まって最後のリハーサルをすることになってるのだ」

「ふーん。ご飯は？」

「あっちで演劇部のみんなと食べる！　じゃ、行ってくるぞヨウコ！」

　どたばたと、ユウが部屋を出て行く。

　……そーいえば、ユウが来てから、一緒に朝ご飯を食べなかった日はこれまでなかったような気がするわね。……ま、どーでもいいんだけど。

　一抹の寂しさを感じつつ、陽子はベッドから起きあがって、さっきの夢の内容を思い返した。

　大昔の日本のような景色。転がる死体。戦い。憎悪の眼まな差ざし。……あれは間違いなく、

『前世の記憶』とやらだろう。ユウの恋人であったという魔術師、エシュター・ハミルトン。それにユウの『父』、《原型アーキタイプ》蛇遣い。

　……ったく、朝っぱらから厄介な夢見ちゃったなぁ……。

　まあそれはともかく──と陽よう子こは神妙な顔で呟つぶやいた。

「……エシュターって……日本人だったんかい」




　　　†　†　†




　赤あか月つき祭さい二日目。ユウが学校に行ったあと陽子はのんびりと朝ご飯を食べ、午前八時半を回ったところでようやく部屋を出て、ゆるゆると学校へ向かった。ユウの演劇は午前十一時からだし、《水すい鏡きよう杯はい》の決勝トーナメントは十時からだが、久く遠どうくおんや御厨みくりや槐えんじゆの試合以外にはあまり興味がなかった。

　……そんじゃまあ、今日も霧きり村むらんとこでも行きますかねー。

　気楽にそう思いながら、陽子は校舎の三階、赤月祭スタッフオフィシャル喫茶店《ＡＬＩＣＥ》へと向かう。

　校内は廊下まで冷暖房完備だがそれでも祭りの熱気によってかなり暑い。昨日よりも心なしか多くなっているような気がする人ひと混ごみをかいくぐり、階段を上り、三階へ。

　その階段の途中から、何やら行列が出来ていた。

　……なんだろ。邪魔くさいなあ……。

　そう思いながら行列を横目に三階へ。《ＡＬＩＣＥ》の被服室＆調理室はあっちだなーと何気なく陽子がそちらに目をやると……。

「……げげっ!?」

　なんと、階段の行列は《ＡＬＩＣＥ》の入り口へと続いているではないか。

　ざっと百人近い客が、メイド喫茶の行列に並んでいる。男女比は半々くらいで、様子を見る限り純粋にお茶しに来た客、可愛かわいい女の子のメイドさん目当ての客、可愛い男の子のメイドさん目当ての客など様々らしい。

　メイド服姿のスタッフ達が、行列を整理すべく奔走している。

「はーい押さないでください押さないでくださーい。ちゃんと並んでくださいねー。お料理はなくなりませんからー」「噂うわさで聞いたんですが、伝説の『バカには見えないサラダ』とやらはちゃんと食べられるんですか!?　それはもうとてつもない絶品だということですが！」「伝説のサラダだって!?　それは一体……」「俺おれも聞いたぜ。覆面を被かぶって顔を隠した客にしか出さない幻のメニューだそうだ」「すげえ！　絶対に食わないと！」「え？　ええっ!?　それはえーと……はっ、まさかあの変態が妙な噂を流して……！」「こらーそこー、列からはみ出さないでください！」「メイドさんは逃げませんからー大丈夫ですからー」「こらそこっ！　勝手に写真撮らないでくれますっ!?」「き、キミいくつ？　お、お兄ちゃんと遊ばないハァハァ」「きゃはは、おにちゃんきもーい！　死ねばいいのにファック！」「ねーねー御厨みくりやクンはー？」「あいつなら今日は朝から試合ですよ」「えー。あ、でもキミも可愛かわいいねー。お姉さん達と遊ばない？」「え、いや俺おれは仕事が……」「もう、照れちゃって～♥　か～わい～♥」「し、失礼します」「おおっと!?　あそこに走るメイドさん発見！」「ち、チラリズム！　翻るスカートの絶技！」「カメラ！　カメラはどこだ！」「うわーやめろ写真を撮るなー！」「おお、怒った！　殿、ツンデレでござる！　ツンデレでござるぞ！」「うるさいうるさいうるさい！　俺をツンデレと呼ぶな────っ!!」

　……行列の整理をするスタッフの中には霧きり村むら聖せい司じもいた。

「くそっ、やっぱり外のスタッフは普通の服に着替えた方がいいな……あーもうそこ！　だから写真を撮るなっつってるだろーが！」

　そんなことを言いながら歩いてくる聖司に、陽よう子こは声をかけた。

「よっ、霧村」

「ん、あー、陽子か」

　素っ気ない返事に、陽子は少し不満に思う。

「むー。霧村がなんか冷たい」

「悪いな。忙しいんだよ。じゃあな」




「……キスしたのに」




　立ち去ろうとする聖司に陽子がボソリと言った。聖司の肩がびくっと震えて硬直する。陽子の方を振り返り、聖司は顔を真っ赤にして、

「……あ、あれは、その、あれだよ、あの……あれだってば」

　しどろもどろになる聖司に、陽子はくすくすとからかうように笑う。

「な、なんだよー。き、キスなんてアメリカでは挨あい拶さつなんだぜ!?」

「ほうほう。で、いつから霧村はアメリカ人になったのかしらん？」

「さ、さっき……」

「んじゃ、ここであたしにその挨拶とやらをしてくれないかなー？」

　唇を軽く尖とがらせて、陽子は聖司に迫る。聖司は顔をさらに赤くして、

「ま、待て、みんな見てるから！」

「ん？　挨拶してるところを人に見られて何が恥ずかしいのかしら？」

「あ、や、その、あう、ぐぬ……」

　世にも情けない顔になる聖司。

　……あー、やっぱ霧村は可愛いなあ。

「ちゅー」とやりながら陽よう子こは内心で密ひそかに微笑ほほえむ。表向きは平然としているが、陽子だって公衆の面前でキスをして平気というわけではない。頭の中では、このまましちゃったらどうしようとか思考が渦を巻いている。それを押し隠し「ちゅー」……。陽子の唇が、硬直している聖司の唇に触れる直前。

「──やっぱやーめた」

　陽子は聖せい司じから顔を離す。

「え？　あ、あ？　お？」

　キスの代わりに、陽子は混乱した様子の聖司の頭をわしゃわしゃと撫なでて言う。

「ま、昨日のことはそんなに気にしなくていいんじゃないの？　あたしだって、キスの一つくらいでカノジョ気取りする気はないし」

「え、あ、そ、そうなのか？」

　聖司が露骨にホッとした顔をする。

　……もしかして、「キスをしたからには俺おれは陽子と付き合うしかないのだろうかそうに違いないああでもなあ……」などといつもの調子でぐるぐると真剣に思い悩んでいたのだろうか。この少年なら大いにあり得る。

　……だとしたら、もうちょっとキスネタで引っ張ってもよかったかもね……。ちょっと失敗しちゃったかな？

　そんなことを陽子は考えながら、

「そーゆーこと。ま、どーせ霧きり村むらは将来あたしのモノになって、チュウだって何度も何度もすることになるんだし、そう急ぐこともないよね」

「か、勝手なことを……」

　ようやく多少は平常心を取り戻したらしく、聖司は呆あきれ顔で陽子を見る。

「あはは。んじゃ霧村、仕事頑張ってねー」

　軽い調子で言って、陽子は聖司に背を向けた。行列はいっこうに短くなる気配がないので、喫茶店に入るのは諦あきらめる。聖司のメイド姿を見るという第一の目的は果たせたので、特に未練はなかった。

「言われなくても頑張る」

　どこか釈然としない様子で、聖司が呟つぶやくのが聞こえた。
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　冬ふゆ木き陽子が霧村聖司と初めて出会ったのは、去年の十一月のことである。

　なんかうちの弟にちょっと似てるかも──。

　それが、夕ゆう月げつ学園一年Ｂ組に転入してきた霧村聖司に対する、陽子の第一印象だった。

　冬ふゆ木き柊しゆう。

　山陰の閉鎖的な村社会において絶対的な権力を誇る旧家──冬木家。その跡取りとなるべく生まれた嫡男にして、陽よう子この一つ違いの弟。

　一般の日本人からすれば信じられないほど時代錯誤な因習が平然とまかり通るあの反へ吐どが出るような世界で、陽子が唯一大切に思っていた存在。

　少し気が弱そうな印象の、少女めいた端正な顔立ちの少年だった。一緒に暮らしていた十二年間を振り返っても彼の笑顔の記憶は数えるほどしかなく、冬木家の当主としての厳しく、そして時代後れで歪ゆがんだ教育で、いつも辛つらそうな顔をしていた。

　あまりに辛そうだったので、十三歳のとき、陽子は彼を連れ出して村を出ようとした。これまでも何度かこっそり遊びに連れ出したことはあったのだが、今度のは正真正銘の出奔である。

　料理も裁縫もお茶もお花も胸むな糞くそ悪くなるくらい仕込まれたし、『外』の情報もこっそりと仕入れていた。自分の容姿が平均以上ということも知っていたし、あらゆる分野において、カビの生えた村に生まれた女にしては奇跡的なくらいの才覚を備えていると確信していた。

　だから中学一年生の少女が弟一人を守って生きていくことの困難も、自分ならば乗り越えられると信じていた。いざとなったら身体でも売ればいいとさえ思っていた。

　……しかし、陽子が綿密に立てた計画はあっさり失敗した。何のことはない──弟が家の者に密告したのだ。

　次期当主誘拐の罪により、陽子は薄い肌着一枚だけを纏まとった寒々しい格好で座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められた。これまでも何度か問題を起こしてここに閉じ込められたことはあったが、今回はもう出られないかもなあと陽子は思った。

　最低限の食事しか与えられず、誰だれとも話せず一生この暗い部屋で過ごす……それならいっそ死んでやろうかと本気で考えた。

　……幽閉されて一週間目の夜、弟がやってきた。




　何な故ぜ自分を裏切ったのかと詰なじる陽子に、弟は「好きだから」と答えた。




　好きだから、これ以上、自分のことで陽子に迷惑をかけたくはない……だから一緒には行けない。

　そう言って、弟はこっそり持ち出してきた座敷牢の鍵かぎを陽子に見せ、鍵を開けて中に入ってきた。立てる？　と手を差し伸べられる。どうやら逃げろということらしい。……自分一人だけで。

　陽子は、屈辱を感じた。

　勝手な判断で動いた弟が恨めしかった。自分の力を信じてくれなかったことが悲しかった。弟一人養うことくらい迷惑でも何でもないのに。……そんな守ってやるべき弟の手を借りなければこの牢ろうから逃げられない自分の無力さが憎かった。

　ふっと脱力感に襲われ……陽よう子こは弟に試すように言った。




「柊しゆう。──好きだったら、抱いて」




　困惑する弟の前で、陽子ははらりと、纏まとっていた薄布を脱ぎ捨てる。

「ね、姉様、僕は……」

　泣きそうな顔をする彼の眼前に一糸纏わぬ裸身を曝さらし、陽子は酷薄な笑みを浮かべる。まだ十二歳とはいえ仮にも冬ふゆ木き家の跡取りなんだからこういうことの知識くらいは教わっているでしょう？　一週間もお風ふ呂ろに入ってない身体なんて汚くて触れない？　それとも、好きって言ったのは真っ赤な噓うそ？　逃がしてくれるっていうのもどうせ私を陥れるための噓なんじゃないの？

　陽子が口を開くたびに酷ひどく悲しそうな顔をする弟は、ついに観念したように、ゆっくりと陽子の乳房へと手を伸ばした。触られても快感など微み塵じんも感じなかったけれど、それっぽい喘あえぎ声を上げてみた。そうこうしているうちに、弟もその気になってきたらしく、手の動きが乱暴になってきた。姉弟で結ばれるという背徳感と、何でも出来ると信じていた筈はずのこの自分が自暴自棄になった挙げ句弟に蹂じゆう躙りんされるという自虐的な昏くらい悦よろこびで、陽子の身体もだんだん疼うずいてきた。

　幼い身体が重なる。陽子だって知識で知っているだけだったから、本当にただ肌を合わせるだけの、セックスと呼ぶのは憚はばかられるような酷く拙つたない初体験となった。

　────。

　──。

　……行為が終わり、弟が鍵かぎを閉めて牢を出て行く。すぐにここから出してあげるから……と言い残して。

　一人で逃げることを、陽子は拒否した。一緒に逃げられないのならせめて、ここで彼を守ってやろうと誓ったのだ。

　……陽子が座ざ敷しき牢ろうから出られたのは、それからさらに一週間後のこと。弟が父親に粘り強く頼んだことを、鍵を開けた屋敷の者から聞いた。

　その者からさらに続けて、陽子が山奥の全寮制の女子中学校に転入させられることが決まり、既に転入手続きも完了していると聞かされた。屋敷を出てその学校へ行く日時は、今日、これからすぐ。

　それを聞いた瞬間に陽子の胸によぎったのは──やっとこの澱よどんだ世界から解放されるという歓喜。

　弟を守るという誓いが守れなくなることへの思いなど、頭の片隅にも浮かばなかった。

　だからこそ──別れ際、言葉一つ交わすことなく車に乗せられた自分を見つめる弟の切ない眼まな差ざしを、陽よう子こは今もはっきりと覚えている。

　女子中に転入して以来一度も帰省することなく、中学三年の春に月光症候群を発症して夜や光こう市しに連れてこられたため、弟とはそれから一度も会っていないことになる。

　その弟に、霧きり村むら聖せい司じは少し似ていたのだった。少なくとも、陽子はそう思った。

　他人に誰だれかの面影を重ねるなんて愚かしいとは思う。けれど少し話してみるくらいはいいだろう──。そう思い、陽子は聖司に近付いた。そしてあれこれと話をしたり世話を焼いているうちに、霧村聖司という人間のことがだんだん分かってきた。

　頭は悪くないくせに肝心なところが抜けている。

　自じ嘲ちよう的でネガティブな言動が多い。

　虚無的で、ただ日々を消費することだけを考えているかのような行動を好む。

　飄ひよう々ひようとした態度で饒じよう舌ぜつに、他人を不快にさせない程度に気配りしたコミュニケーションはとれる。しかし決して必要以上に誰かに近付こうとしない。また、他人から必要以上に近寄られることも嫌う。

　特別であることを嫌う。その考え自体が『自分は特別である』という過剰な自意識の顕あらわれだということくらい、彼の頭脳ならば簡単に理解できる筈はずなのに、それには目を瞑つぶっているという厄介な性格。

《奇蹟顕見能力タレント》が使えないということを表向き気にしていないように見せかけながら、実はこっそり図書館で魔術だとか超能力の本だとかを調べていたりする。

　多くの矛盾や歪ゆがみを抱えながら、表向きは無気力に投げやりに適当にやり過ごすように、その裏では戦うように足あ搔がきながら毎日を生きている少年。

　──霧村聖司は、そんなどこにでもいるごく普通の少年だった。

　この現代社会で、悩みを持っていない人間などいない。矛盾を抱えていない人間などいない。戦っていない人間などいない。足搔いていない人間などいない。

　特に、十代の子供なんてみんなそうだ。みんな何かに悩み、戦っている。いくら傍はた目めには脳天気に見えようと、頭パーに見えようと。

　もしも自分は悩んでないなどと嘯うそぶく者がいるなら、それは『悩んでない』のではなく『考えてない』だけだろうと陽子は思う。

　──女の子みたいに顔が整ってなければ、弟の面影がなければ、恐らく興味を抱くこともなかっただろう。霧村聖司の特別性などその程度でしかない。だが何の因果か運命か、自分は霧村聖司と関かかわった。

　世話が焼ける、ちょっと面白い普通の男の子──そんなことを思いながら日々、霧村聖司と一緒に過ごす。

　彼の方もまた、陽よう子こに多少気を許してくれた。

　なんとなく（本当になんとなくの気まぐれで、他意などなかった）血を吞のませてもらったことで、霧きり村むら聖せい司じとの仲はさらに深まった。

　……もしかしてあたしは霧村のことが好きなのかも……。

　そのことに思い至った次の日には告白していた。




　──そして今に至る。




　告白して三ヶ月、散々追いかけ回して昨夜やっとキスまでこぎつけた。男の子とキスをしたのは、実は二人目だ。一人目は弟。同性だったら先日のユウだけでなく、女子校時代にしょっちゅう女の子とちゅーちゅーやってたけど。

　聖司と一緒にいるのは楽しい。からかうのも楽しいし、すげなくされるのも楽しいし、ただそばにいるだけでも楽しい。困ったときの情けない顔が特に弟に似ていてとても可愛かわいい。たまに浮かべる皮肉っぽい笑みも誰だれかに似ているな……と思ったら、よく考えると自分が同じような性格悪そうな表情をたまに浮かべるのだった。

　……聖司のことを考えながら自慰に耽ふけったことだって何度もある。気持ちよかった。

　だから自分は多分、霧村聖司のことが好きなのだろう。

　そんなことをつらつらと思いながら、陽子はぶらぶらと学園内を歩く。

　校舎の外でも色んな屋台が出ていたので、とりあえずイカ焼きと焼きとうもろこしと大判焼きとりんご飴あめを買って食べた。暑い中色々食べて喉のどが渇いたので、そのあと小さな売店でビール（スタッフ非公認メニュー。麦茶の缶に入っている）を買ってぐびぐびと吞みながら歩く。

　酒と煙草たばこはいい。気持ちよくなるために大きなリスクを伴うのが特にいい。何かを得るためには何かを犠牲にしなければならないという解りやすさが実に好みだ。ムーンチャイルドも肺や肝臓が悪くなるのかどうかはよく知らないけれど。

「さーて、ほどよくお腹なかもふくれたし、どこで時間を潰つぶそうかなー」

　ユウの演劇まであと一時間半もある。親しい生徒はそれなりに多いが、ユウのように『絶対自分の企画に来てほしい！』と熱烈に誘われるほどの親友は実はいない。

「……つーかよく考えたらあたし、二年になってから霧村を追っかけ回す以外になんにもやってないわね……」

　屋台の中で忙しく動き回る生徒や、常に走っている印象がある腕章を付けた生徒（赤あか月つき祭さいスタッフだ）、そして馬ば鹿か話ばなしに盛り上がる男子の集団や仲睦むつまじげなカップルを、陽子は少し羨うらやましく思いながら歩いていく。

　……ま、適当に目についた企画でも行ってみるかなー。

　親友レベルに仲がいい生徒こそいないが、反面、どの企画でも知り合いさえいればそれなりには歓迎してもらえるだろうし。

　そんなことを思いながら適当に歩いていると──

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！！！！！！！』

　不意に近くにあった建物（学園にやたらとたくさんある体育館の一つだ）の中から、野太い歓声が聞こえてきた。入り口に目をやると、大きな立て看板にでかでかと『ミス夕ゆう月げつ学園コンテスト』とある。その下の方には、『二日目午前九時～　審査をするのは観客全員　飛び入り大歓迎（ただし女性に限る）』という案内が書いてあった。

「なんだミスコンかあ。さすがに盛り上がってるみたいねえ」

　陽よう子こは思わず苦笑を浮かべた。もうすぐ《水すい鏡きよう杯はい》の決勝トーナメントが始まるので多くの客はそちらに流れてしまい、イベント系の企画の多くは苦戦している様子だったが、やはり男達のスケベ心は強いらしい。

　……ま、女子校でも『イケメン教師ランキング』とかやってたけどね。

　女の子が男を評価する目は、多分男が女を評価する目よりもずっと厳しい。ランキング下位の教師へのコメントでは、本人が知ったら絶対に泣くだろうという辛しん辣らつなものもあった。あれに比べたら、純粋に顔とか胸とか仕草とか上っ面の基準だけで評価される男向けミスコンの方がまだ健全かもしれない。

　特に興味があるわけでもなかったが、陽子は何となくミスコン会場へ入った。出場者のレベル次第では飛び入りで参加して優勝をかっさらうのも悪くない。そうしたら聖せい司じの陽子を見る目も変わるかも……そんな打算もありつつ。
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　ミスコン会場内は凄すごい盛り上がりを見せていた。見たところ九割以上が男子生徒で、冷房が効いている筈はずの会場は彼らの熱気でむんむんしている。近くの男子生徒は皆一様にステージに熱い視線を送り「うおー」だの「萌もえー」だの「ぎょおお」だのよく分からない奇声を上げている。

　……うわ……なんか空気が澱よどんでるわね……。

　さすがの陽子もちょっと引いた。やっぱり他ほかの企画に行こうかなと咄とつ嗟さに思ってしまったが、とりあえずステージの方を見る。男達をこれほどまでに熱狂させているのは一体いかほどの美少女なのかと、同じ女として気にならなかったといえば噓うそになる。

　ステージの上には水着姿の一人の少女がいて、観客に向かって手を振ったり、ファッションショーのようにステージを端から端へ歩いたりしている。

　着ている赤い水着はやたらと面積が狭く、ちょっとずらしただけで大事な部分が見えてしまいそうなほど大胆な超ローライズビキニ……通称ローレグ。

　透き通るような銀色の髪＆真っ白な肌と赤い水着とのコントラストが眩まぶしい。

　──ユウかと思った。

　赤いローレグの銀髪美少女といえば、かつて市民プール《青せい龍りゆうランド》にて聖せい司じを誘惑したときのユウの格好である。

　……だが違った。ステージの上に立つ美少女の外見はユウより二つか三つほど上で、顔立ちも結構似ているもののユウとは別人だ。

　背はあまり高くなく、どちらかといえば細身。しかし胸はかなり大きく（間違いなく陽よう子こよりもある）、腰もしっかりくびれている。

　瞳ひとみはアクアマリンのようなブルー。どこからどう見ても可か憐れんとしか思えない北欧系の凄すさまじく整った顔立ち。

「うおこっち向いてくれ！」と観客に声をかけられるたびに、どこかぼんやりした無表情を少し赤らめながら振り向き、控えめに手を振る。そのたびに客席のボルテージは最高潮に達して会場が震えるほどの歓声が起きる。グラビアアイドルのようなセクシーさとどこかの国のお姫様のような可憐さを併せ持つ希け有うな美び貌ぼうに、観客の心は完全に鷲わし摑づかみされているようだ。

「……あ、あいつは……」

　見覚えのある顔だった。…………というか、今朝、夢で見た。

「……こんなとこでなにやってんのよ……蛇遣い……」

　どうリアクションしてよいか判らず、陽子は半眼になって呻うめき、ステージで熱い注目を集める美少女──《原型アーキタイプ》蛇遣い、三み日か月づき菖蒲あやめを見つめた。

『おおっと、オレとしたことがあまりの盛り上がりに圧倒されちまったぜ！　それじゃそろそろ、この銀髪の超カワイイお嬢さんに質問をしてみるぜ！』

　ステージの隅にいた、司会らしきマイクを持った少年が、菖蒲へと近付いていく。

『やーすごい盛り上がりだぜ。じゃあまずはキミの名前を聞かせてほしいんだぜ？』

　マイクを向けられ、菖蒲は無表情で、

「菖蒲。三日月菖蒲」

　端的に答えると、客席から「うおー！　あやめちゃ────ん！」だの「あ・や・め！　あ・や・め！」など濃ゆい声援が飛ぶ。

『彼女は菖蒲ちゃんていうらしいんだぜ。それにしても菖蒲ちゃんはナイスバディだぜ。歳としはいくつなのか教えてほしいんだぜ？』

「んと……覚えてないけど……たくさん」

　ジョークだと思われたのか、客席から「かわいー」などという声が起きる。

　そりゃ『たくさん』だろうと陽よう子こは呆あきれながら思う。以前シドから聞いた話によれば、

《原型アーキタイプ》とは人類が文明を築く前から存在し、《試作型プロトタイプ》や《奇蹟顕見能力タレント》、魔術などを生み出したのだという。……正直、今ステージに立っているアレがそんな神様みたいな化け物だとはどうしても思えないのだが……しかしエシュターとしての記憶が、間違いなくアレは《原型》蛇遣いだと告げている。

『す、スリーサイズとかを教えてほしいんだぜ？』

「ん。測ったことないからわからないの」

『そっか残念だぜ。でもナイスバディなことだけは確かなんだぜ。ところで菖蒲あやめちゃんは、どうしてこのコンテストに出場したのか聞かせてほしいんだぜ？』

「ん。友達が勝手に応募しちゃったから……」

　……アイドルオーディションかい。

「──なあ、もしかして参加希望か？」

　不意に横から声がかけられた。声をかけてきたのはクラスメートの男子で、腕には『ミスコン実行委員』とマジックで書かれた腕章を付けている。

「参加？　あたしはしないわよ」

　陽子が答えると、彼は「そうか……」と露骨に残念そうな顔をした。それからいきなり真剣な顔になって、

「なあ冬ふゆ木きさん、お願いだから飛び入りで参加してくれねーか!?」

「……何かあったの？」

「実はその……ほら」

　少年がステージの上にちらっと視線を送る。菖蒲が『好きな食べ物は何か教えてほしいんだぜ？』と聞かれて「ん……金こん平ぺい糖とう」などと答えている。一人の参加者に随分長く質問タイムを取るんだな……と陽子は何となく思った。時間は大丈夫なのだろうか。

　……あ、ひょっとして。

「あの銀髪のコが控え室に入ってきた途端、他ほかの参加者のコ達がみんな棄権しちゃったんだよお……」

　少年が泣きそうな顔で言う。

「あー、やっぱり……」

　菖蒲の美び貌ぼうの前には、ほとんどの女の子では勝負にならない。それどころか、菖蒲の引き立て役になってしまうのがオチだ。参加者の少女達は敏感にそれを察知して、戦術的撤退を選択したのだろう。

「司会の河かわ居いが時間稼ぎしてる間にどうにか他の女の子を捕まえないと、ミスコンにならねえんだ！　頼む冬木さん、出場してくれ！」

「うーん……」

　縋すがるような目で懇願され、陽よう子こは悩む。冷静に分析すると、正直、陽子も菖蒲あやめに勝てるとは思えない。自分の容姿に自信がないわけではなくむしろあるのだが、相手が悪すぎる。女は日本人以外認めないとか銀髪にトラウマがあるとかいう男が客の大半を占めてない限り勝負にならないだろう。

　ユウや真ま那な、それから女装した御厨みくりやや聖せい司じだったら、美しさのベクトルが全然違うのであるいはいい勝負ができたかもしれないのだが。

「頼む！　お礼は必ずするから！　霧きり村むらとのデートをセッティングしてもいい！」

　頭まで下げられてしまった。陽子はしばらく考え……

「……おっけ。分かったわよ。出てあげるわ」

　報酬に釣られたとか彼のあまりに卑屈な態度に同情してしまったということもあるのだが、何より、蛇遣いが何を考えているのかが気になる。

　……ま、何も考えてない可能性も大いにあるんでしょうけどね。

　ステージでは『好きな……えーと……す、好きな武器は何か教えてほしいんだぜ!?』と質問されて菖蒲が「ん……菖蒲は蛇じや腹ばら剣けんが好き」などと答えている。それでも会場は「おーっ、意外とマニアック！」「通好みだ！」「ていうかアレって実在するのか？」などと盛り上がっているから不思議だ。やはり勝てる気がしない。というかぶっちゃけ、コンテストとしては失敗でもイベントとしては大成功ではないだろうか。

　……でもま、出るからには全力でいくけどね。

「……あ、そういえばあたし水着とか用意してないよ？」

　少年に案内されスタッフ専用口に入ったところで陽子は言った。

「水着なら運営側で大量に用意してあるぜ！　エロいのばっかり！」

「……やっぱり出るのやめよっかな……」
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「んー……こんなトコかな」

　いくらセクシーな水着に着替えたところで、乳で劣る陽子がローレグの巨乳美少女に勝てる見込みはない。ということで陽子が選んだのは、一昔前のアイドル然としたピンク色のフリフリのワンピースだった。頭には大きなリボン、首にはチョーカー、足には白いニーソックス。運営側が用意した衣装で使えそうなのはこれくらいしかなかった。とはいえ、普段の陽子なら絶対に着ないような服装のため、かなり恥ずかしい。

　……なんかこう、媚こびてる感じが好きじゃないのよね……。

　そんなことを思いながら、舞台袖そでからステージの様子を窺うかがう。ステージ上ではついに質問では間がもたなくなったらしく、『それではミュージックスタートだぜ！』などと言いながら司会者が菖蒲あやめにマイクを手渡し、軽快な音楽が流れ始めた。どうやら歌を歌わせようというつもりらしい。

　曲は陽よう子こも知っている、三年ほど前に流は行やった女性アイドルのヒットソングだ。

　……そういえばあのアイドル、もう一年くらい新曲出してないみたいだけど、どうしちゃったんだろう。

　音楽や漫画などの娯楽作品は割と街に入ってくるのだが、ニュースはほとんど入ってこない。『外』の情報を手に入れるには、新しく街に来たムーンチャイルドから話を聞くくらいしかないのだ。

　マイクを握った菖蒲が、棒立ちで無表情のまますうっと息を吸い、歌い始める。

「Ａｈ～♪　キミの脊せき髄ずいが～♪　砕け散ったとき～♪」

　あくまでカラオケで人気者になれる程度のレベルだが、かなり上う手まい。涼やかな声質とマッチして、歌声が耳に心地良い。観客も最初からノリノリで腕を振って、まるで本物のアイドルのコンサート会場のように大盛り上がりだ。

　……シュールだわ……超大物吸血鬼がローレグでアイドルの歌なんて歌ってる……。

　陽子の頰ほおを冷や汗が伝った。

「キミの腕に～♪　モルヒネを～♪　Ａｈ～♪　甘いＫＩＳＳみたいに～♪」

　菖蒲も何を考えているかよく判らない無表情ながら、身体を揺すってリズムを取ったりして、結構楽しそうだ。

　……さて、それじゃ行きますか。

　一番のサビが終わって間奏に入ったところで、陽子はマイクを手にぎゅっと握りしめ、ステージへと走り出た。陽子が出た瞬間にスポットライトが当たり、眩まぶしさに目をしかめる。その次の瞬間、わーっと歓声が上がった。

　菖蒲には多少劣るとはいえ、清純派アイドル然とした新たな美少女の登場に、観客も喜んでくれているようだ。もしかすると「菖蒲ちゃんのコンサートの邪魔をするな！」とブーイングの嵐あらしになるのではと心配していたのだが、杞き憂ゆうに終わってよかった。

　陽子はステージ中央の菖蒲のすぐそばまで駆け寄り、挨あい拶さつする。

「エントリーナンバー二番、冬ふゆ木き陽子ですっ♪　今日は菖蒲ちゃんと一緒に頑張りたいと思いますっ♪」

　菖蒲はきょとんとした目で陽子を見た。が、そこで間奏が終わったので、再び歌い始める。陽子も菖蒲と一緒に歌う。

「Ａｈ～♪　ボクの神経が～♪　破裂するころ～♪」

　歌唱力は五ご分ぶ五ご分ぶといったところか。二人はノリノリでデュエットする。陽子がちらりと菖蒲にウインクを送ると、無表情だった菖蒲の頰に朱が差し、微かすかに唇を歪ゆがめてはにかんだ。

「愛するキミは～♪　骨になって～♪　いつまでも～♪」

　陽よう子こが即興の振り付けで軽いステップを踏むと、菖蒲あやめも対抗するように両腕を大きく広げてさらに声を張り上げる。

「「キミが脳髄だけになっても～♪　いつまでもみ～て～る～よ～♪」」

　歌が終わると、二人は同時に客席に向かって投げキスを送った。どおおおおおおおおっと、割れんばかりの拍手と歓声が会場を満たす。

　……やば。ちょっと気持ちいいかも……。

　そう思いながら陽子がちらりと隣の菖蒲の方を見ると、彼女も陽子と似たような、ちょっと恍こう惚こつとしたエロい顔をしていた。

「素晴らしい歌をありがとうだぜ！」

　歓声が収まるころを見計らって、司会の男が近付いてきた。

「それじゃ早速、新しく出てきたコにインタビューを敢行してみようと思うぜ！　菖蒲ちゃんは控え室に──」

「待って」

　当初の予定通りの手順で進めようとする司会の台詞せりふを、陽子は遮った。そしてマイクで客席に向かって話す。












「実はあたし以外の女の子がみんな調子が悪くて棄権しちゃったの。だから今回のミスコンはそこの三み日か月づき菖蒲あやめちゃんとあたし、冬ふゆ木き陽よう子この一騎打ちってわけ」

　観客がどよめく。少し戸惑っているようだ。「あのコも可愛かわいいけどどっちかっていったら菖蒲ちゃんだよな……」とかいう内容の呟つぶやきも聞こえる。悔しいが、それは事実なので仕方がない。

「あー、それでね、予定通りこのままどっちがいいかみんなに訊たずねてみるのも悪くないとは思うんだけど、それじゃあちょっと盛り上がりに欠けると思うの」

「あ、あの？」と司会の戸惑った声。

「……？」菖蒲は黙って首を傾かしげた。

「だから！」

　陽子は声を張り上げる。

「暫定的にルールを変更して、ここで菖蒲ちゃんとあたしが勝負をして、勝った方が優勝ってことでどうかしら！」

　おおーというどよめき。よく分からないがとりあえず歓声を上げとけ、みたいな客も多いだろう。しかし「ちょっとズルくね？」「まともにやったら勝てないからって……」という冷静な声も聞こえる。

　陽子はさらに、決定的となる言葉を続ける。




「勝負の内容は────野球拳でどうかしら!!」




　…………。

　ざわざわ……ざわ……ざわ……──数秒ほどのざわめきのあと──

　ごおおおおおおおおおおお────!!　っと、先ほどの歓声など比べものにもならない、ほとんど絶叫にも近いような歓声が沸き起こる。反対の者も少しはいるのかもしれないが、この大歓声の前では無意味だ。

　野や球きゆう拳けん──言うまでもなくそれは、じゃんけんをして負けた方が一枚ずつ身につけているものを脱いでいき、身ぐるみ剝はがれた方が負けという宴会の定番ゲームである。

「……ん」

　菖蒲が相変わらずのぼーっとした顔で、何か独り言を呟く。

「……え、『さすがよーこちゃん』って、どうして？　…………ん。知ってるよ？　負けた方が服を脱ぐんでしょう？　…………え。あ。そっか……ずるい……」

　独り言が終わったと思ったら、菖蒲はじーっとこちらを見てくる。

　……何だかよく分からないけど、さすがに気付くか。

　陽子と菖蒲が野球拳をする場合、陽子の方が圧倒的に有利なのだ。

　陽よう子こはリボン、サンダル、靴下、手袋、ブラウスなど、負けても脱げるものが多い。

　対して菖蒲あやめは、胸と腰、二枚の小さな布きれしか身につけておらず、一度でも負けたらおっぱいポロリだ。観客の大興奮も、それによるところが大きい。この銀髪の超絶美少女のハダカが見たくない男子高校生など、世の中にいるわけがない。

　……くくく、男って単純。

　陽子がひそかに邪悪な笑みを浮かべる。

「「「「やきゅうけんっ！　やきゅうけんっ！　やきゅうけんっ！　やきゅうけんっ！」」」」

　観客が目を血走らせて「野や球きゆう拳けん」と連呼する。

「……さ、どうする？　この勝負、受ける？　受けなかったらあたしの不戦勝だし、他ほかの勝負にしようって言ってもこのスケベな男どもは絶対に納得しないでしょうね。……さて、どうするの、蛇遣いさん？」

　陽子がニヤリと笑い、小声で挑発する。

「……ん。生まれ変わってもハミルはやっぱり意地悪なの」

　少し唇を尖とがらせて菖蒲は言った。そしてマイクを使って会場全体に聞こえる声で、

「……受ける。菖蒲は、陽子と野球拳をする！」

　その瞬間──これまでで最も大きい超・大歓声が沸き起こった。

「な、なんだかよくわからねえが……つーかこれミスコン？　って疑問がなくもねえんだが……でもオレだって美少女二人の野球拳が見たいんだぜ！」

　興奮気味に司会者が言って、そのまま大きく拳こぶしを振り上げ、

「それじゃあ早速いくぜ！　や～きゅぅ～すぅるなら～♪　こ～ゆ～うぐあいにしやしゃんせぇ～♪　さぁて会場の皆さんもご一緒に頼むぜ!!」

　陽子と菖蒲が手を握り、観客が声を張り上げる。

『アウト！　セーフ！　ヨヨイのヨイ!!』

　──陽子はパーだった。菖蒲はチョキだった。

「……ちっ、一撃ＫＯには至らなかったようね」

　舌打ちして、陽子はリボンを取る。「え～リボンかよ～」という不満の声が上がるが無視して、第二回戦。

『アウト！　セーフ！　ヨヨイのヨイ!!』

　陽子がグーで菖蒲がパーだった。

「……二連敗ね。まだまだ余裕はあるから平気だけど」

　そう言って、陽子は手袋を片方だけ脱ぐ。「ずるい……」と菖蒲が呟つぶやくのが聞こえたので、「ズルくない！」と断言する。

　そして三回戦。またしても陽子は負けた。

「……菖蒲は知ってる。陽子はじゃんけんが弱いって」

「……！」

　……確かにその通りだった。陽よう子こはじゃんけんが非常に弱く、特に霧きり村むら聖せい司じや氷ひ川かわ真ま那なにはほとんど勝ったことがないのだ。

「……ど、どうしてそれを……」

　四回目も五回目も負けた。サンダルを脱ぐ陽子が声に動揺を滲にじませる。

「……ば、馬ば鹿かな……偶然よね……？　次こそは……」

　……しかし六回目も負けた。ニーソックスの片方を脱いで陽子の足が露あらわになると、微妙にテンションの下がっていた観客が再び大歓声を上げた。どうやら脱ぐとき少しパンツが見えてしまったらしい。

「やばいわね……」と顔を引きつらせる陽子に、菖蒲あやめは無表情で言う。

「ん。菖蒲は勝つ」

『ヨヨイのヨイ!!』

　……七回目で、陽子はもう片方のニーソックスも脱いだ。

　……八回目で首のチョーカーを取った。

　……九回目でワンピースの上のブラウスを脱いだ。

　……十回目でワンピースを脱ぎ、キャミソール姿になる。

「……ま、マズい。マズすぎる……」

　この下はもうブラとショーツしかない。観客のボルテージも最高潮に達し、「ぬーげ！　ぬーげ！　ぬーげ！」と下品な歓声を送ってくる。もはやミスコンでも何でもない感じだが司会者もスタッフも生なま唾つばを吞のみ込んでいるので構わないだろう。

「さーて第十一回戦いくぜ！　や～きゅぅ～すぅるなら～♪　こ～ゆ～うぐあいにしやしゃんせぇ～♪　アウト！　セーフ！　ヨヨイの──」

　……ま、これくらい盛り上げれば成功でしょ。さて──それじゃあ勝ちますか。

　陽子が口元に笑みを浮かべた。菖蒲だけがそれに気付き、怪け訝げんな顔をする。

『ヨイ!!』

　陽子がチョキを出した。菖蒲は────パーだった。

「……え？」

　信じられないという顔をして、菖蒲がまじまじと自分と陽子の手を見比べる。

「……え、だって、次は、ぐーって……」

　ゴニョゴニョと独り言を呟つぶやく菖蒲に、陽子は邪悪な笑みを浮かべる。

「とゆーわけで、潔く脱いじゃいなさい！」

　呆ぼう然ぜんとしている菖蒲の隙すきをつき、目にも留まらぬ早業で、陽子は菖蒲の胸を申し訳程度に隠す布きれを引っぺがした。




　おっぱいがポロリした。




　観客の目が一点を凝視。数秒の沈黙ののち────もはや狂気じみていると言っても過言ではないほどの大音声が場内を満たした。窓ガラスがびりびり震えて割れそうだ。

「や……いやっ！」

　菖蒲あやめが顔を真っ赤にして、両腕で豊満なバストを覆い隠す。

「んじゃ、観客も満足したことだし、十回も連続で勝った菖蒲ちゃんに敬意を表して、優勝は譲ることにするわ。それじゃーねー」

　言うだけ言って、陽よう子こはステージから走り去る。

「え？　陽子、そんな、ズルい！　やだ、見ないで、見ないでぇ……」

　残されたのは、大観衆の視線を一身に浴びながらハダカの胸を押さえてへたり込む、世にも情けない《原型アーキタイプ》蛇遣いの姿だった────。




　　　†　†　†




「うう……菖蒲は酷ひどい目にあったの……」

　ミスコンが終わり裏口から出てきた三み日か月づき菖蒲を、陽子は軽い調子で出迎えた。

「やーごめんごめん。ちょっといじめすぎちゃった」

「むー。陽子のいじわる……」

　菖蒲は顔を膨らませた。普段は無表情なのに、こういうところはユウにそっくりだな、と陽子は思う。菖蒲の服装はもちろんローレグ……ではなく、灰色の袴はかまにスケスケの白い小こ袖そでという夢に出てきたエロい格好に加え、頭にはカチューシャをしていた。右手には日本刀を持ち、ついでに左手にはミスコン優勝記念トロフィー。

「……でも、勝てると思ったのに。なんで？」

「野や球きゆう拳けんのこと？」

　菖蒲が無表情で「こくん」と頷うなずく。そんな彼女に、陽子はあっさりと、

「だってあんた、氷ひ川かわからあたしのじゃんけんのパターン聞いてたんでしょ？」

　菖蒲が驚きに目を見開いた。

「……なんで？」

「あたし、ここ数年間ずっと、じゃんけんするときは『パー』『グー』『チョキ』の繰り返しで出すようにしてたのよね。パターンがあることを相手に印象づけておいて、絶対に負けちゃいけない勝負のときに勝てるように。でもじゃんけんする機会なんてそう多くないから、あたしの出し方にパターンがあることに気付いてるのは霧きり村むらと氷川くらい。『冬ふゆ木き陽子は最初は絶対パーを出す』って知ってる子は他ほかにもいるけどね。……んで、あんたは霧きり村むらと氷ひ川かわどっちの知り合いかなーって考えたら、普通に考えれば氷川よね。最初の三回でもしやと思ったんだけど……図星ね？」

　名探偵のように陽よう子こが指摘すると、菖蒲あやめは何やら「……ん。いいの？　あ、うん……わかった」と独り言を呟つぶやいたのち、こくん、と頷うなずいた。

「ん。陽子の言うとおり。陽子はすごいね。真ま那なも驚いてる」

「……真那も……？」

　訝いぶかりながらも、陽子はとりあえず最初の確認をする。

「んで、まずは……三み日か月づき菖蒲。あんたの正体はユウの『父』、《原型アーキタイプ》蛇遣いってことでＯＫなのよね？」

「ん」と菖蒲はすんなり頷いた。さらに、「……陽子はどこまで覚えてるの？　ハミルの記憶、完全に取り戻したの？」

　陽子は首を横に振る。

「完全に、ってわけじゃないわ。断片的な思い出がちょっとずつあるだけ。……それにユウには言ってないけど……『記憶』っていうよりは『記録』ねこれは。魔術の使い方とか戦い方のコツとかあんたやユウとの思い出とか、たしかに頭の中にはあるんだけど、なんていうか、観みた映画や読んだ本の記憶みたいな感じなのね。だから思い出してそれなりに感情を揺さぶられることはあっても、『自分の記憶だ』って錯覚するようなことはないわ。だからまあ、エシュターとあたしは完全にベツモノってこと」

「そうなの……」

　菖蒲は少し悲しそうな顔をした。

「……ねえ、もしかしてあんたもユウと同じでエシュターが復活するのを望んでたの？」

「……夕ゆう子こがこの街に来たとき、ちょっとだけ、もしかしたらって思った。でも、《転生》の術を使っても『生き返る』わけじゃないから期待はしてなかった」

　淡々とした声……しかしその中には寂しそうな色があるような気がした。

「……あんたさ、ひょっとしてエシュターのことが──」

「そんなことない」陽子の言葉を遮り、菖蒲はブンブン首を振る。「べつに、菖蒲は、好きじゃない。ハミルはただの友達。お友達なの」

　そんな菖蒲に、陽子はからかうように言う。

「……あー、これ言っちゃっていいのかな……。……記憶の中に、エシュターとあんたがハダカでゴニョゴニョしてるシーンがあるんだけど……」

　菖蒲が頰ほおを赤くしてうつむき、もじもじしだした。

「……あ、あれは、ハミルが『男と女が一緒の部屋に泊まったらこういうことをするものだ』って言うから、そうかも、って思って、なんとなく……。ほ、ほんとは菖蒲はしたくなかったけど、あっという間に裸にされて、すぐに指でいかされて、いっぱい気持ちよくなっちゃったから、仕方ないなあって思って……えっちしたの……。……ハミルがあんなに上手だから悪いの……菖蒲あやめはいやらしい娘こじゃないよ……？」

　赤裸々に語られて、さすがに陽よう子こも顔が熱くなった。この手の体験談は中学時代からクラスの女の子達の間で割とよく出る話題とはいえ、仮にも自分の前世のやらかしたこととなるとちょっと事情が違う。

「……えーと、記憶によればあんたとエシュターがおイタをやらかしたのは一回だけじゃないわね……。……これ、森の中……？　うわっ、今度は湖の中で？　……うわぁ……結構色々やってるねえ……エシュターのアレをその……む、胸で挟んだり……後ろから……あー、あんたのお尻しり可愛かわいいわね。……うわ、そんなエロい顔で『もっとせっくすする』なんてダイタン発言……可愛い顔してこの淫いん乱らん娘が……」

「うー。なんでそんな変なところだけしっかり覚えてるの？　菖蒲淫乱違う……」

　菖蒲が顔を真っ赤にして子犬のような目で見つめてくる。陽子は苦笑し、とりあえずこの話題はやめておくことにした。聞いてる方も恥ずかしいし。

「……ま、それはともかく」真顔に戻り、問う。「……結局、どうしてあんたがこんなとこにいるの？　行方不明だって聞いたんだけど」

「ん。だって……」

　菖蒲はこともなげに淡々と答える。




「────だってこの街は、菖蒲たちが作った街だもの」




　　　†　†　†




　一方その頃ころ──……。

　場所は夕ゆう月げつ学園の地下、第五闘技場。ここは予選会場となった他ほかの四つの闘技場とは違って体育館や武道場を一時的に模様替えしたのではない、最初から超常の力を持つ者同士が戦闘することを目的として造られた施設である。

　収容人数約七千人の円形劇場。地面は土。客席と試合場の間には特殊なガラスが張り巡らされており、使用禁止レベルの強力なタレントでもない限り破ることは不可能。客席には巨大スクリーンも準備されており、戦いの様子を様々な角度から映し出す。

《水すい鏡きよう杯はい》決勝トーナメントは一対一の決闘《デュエル》で行われる。ルールは《サバイブ》同様、プレートが割られたら負け。予選を勝ち残った十六人の選手が、優勝の栄冠目指してここで火花を散らす。

『第四試合、選手の入場です！』

　放送席のアナウンサーが告げると、ほぼ満員の客席から歓声が上がる。そして南北二つの入り口からゆっくり試合場に入場してくる、二人の選手の姿。

　北からは黒いローブを纏まとい、目深に被かぶったフードで顔を隠した怪しい少年。

　南からはやや長い前髪を自然な感じで流した、目元の涼しげな美少年。

　アナウンサーが二人の簡単なプロフィールやタレント、予選での戦いぶりを熱い口ぶりで語り、会場を煽あおる。そして──

『──ではこれより、黒くろ沢さわ闇やみ太た郎ろう選手ＶＳバーサス御厨みくりや槐えんじゆ選手の試合を開始します!!』

　歓声とともに試合開始の銅ど鑼らが鳴らされる。それと同時に、怪しい魔道師みたいな格好の少年──黒沢はがばっと両腕を大きく広げた。

「くくく、ではいきますよ！　──【闇の眷属サモンヴアンパイア】!!」

　彼の手と手の間から、一メートルほどの黒い球体が出現する。さらに次の瞬間、球体が風船のように破裂し、その欠片かけら一つ一つが、翼長三十センチほどのコウモリへと姿を変えた。ただのコウモリではなく、頭には鬼のような短い角が生えており、指には五本の鋭い鉤かぎ爪づめがある。

　キィキィと耳障りな鳴き声を上げながら上空を旋回する異形のコウモリの群れ。アナウンサーによれば、彼は予選でこのコウモリ達を使って、乱戦中の他ほかの選手のプレートを次々に破壊したらしい。たしかにこの大群からプレートを守るのは困難だろう。

　黒沢が得意げに哄こう笑しようを上げる。

「くくく、どうですか私の力は！　……おや、驚きのあまり声も出ませんか！　くくく、無理もありません！　『召喚』のタレントなど滅めつ多たに見られるものではありませんからねえ！　くくく、知っていますか？　決勝に残ったうち、『召喚』系の能力者はこの私ただ一人！　つまり君は、一回戦目からもっとも当たってはならない相手と当たってしまったというわけです！　己の運の悪さをせいぜい悔やむといいでしょうくくく！」




「──【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──モード《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》」




　──突如。黒沢の口上を黙って聞いていた御厨の右手から、無数の黄金色の弾丸が発射された。ゴルフボールほどの大きさのそれが空中を飛び回るコウモリへと高速で襲いかかる。コウモリ達は素早く回避行動をとる──が、彼らの動きにあわせ、光の弾の軌道が変化し、次々に直撃する。光の弾に当たると同時に、コウモリ達はぴたりと動きを止めて地面に墜おちていき、地面に着くやいなや光の粒となって消滅する。

「な……な、なぁぁぁっ!?」

　黒沢が、驚きよう愕がくのあまり裏返った悲鳴を上げる。御厨は淡々と、

「……うん、初めて使ったけど、上う手まくいってよかった」

　御厨の異能は、炎や氷、雷といった《奇き蹟せき》の持つ《属性》を消去する。『召喚』系の異能が持つ主な属性は無論──《生命》だ。

　生命を消されたコウモリ達は、ただ地に墜おちるのみである。

　……もっとも、同じ召喚獣でも芙ふ深み姉ちゃんの四神には全然効かないだろうけどね。出力が桁けた外はずれだし……。

　──コウモリの群れが全滅するのに一分とかからなかった。

「ひ、ひ……ひやぁぁぁぁ────っ!!」

「えい」

　破れかぶれになって拳こぶしをぶんぶん振り回しながら突撃してきた黒くろ沢さわのプレートを御厨みくりやが破壊するのには、五秒とかからなかった。

『勝者！　御厨選手!!』

　アナウンサーが宣言すると同時に、大きな歓声が沸き起こった。中には「きゃー、えんじゅく────んっ！　こっち向いて♥」みたいな黄色い声援まであり、恥ずかしくなった御厨は逃げるように試合場から出た。

「……うーん……なんなんだろう……昨日からやけに女の子に声をかけられるなあ……めんどくさい……」

　本気で首を傾かしげながら控え室へ戻る途中、こちらへ歩いてくる着物を着た小柄な少女と出会った。次の第五試合に出る、久く遠どうくおんである。

「……勝利したようですね、御厨様」

「うん……まあ」

　くおんの声はいつもの通り無感情だったが、予選でやっつけてしまったこともあり御厨としては微妙に気まずい。足早に立ち去ろうとすると、後ろから声をかけられた。

「……御厨様」

「な、なに？」

　慌てて振り返った御厨の目をしっかり見据えて、くおんは淡々と言う。

「……決勝戦でお会いしましょう」

　くおんと御厨が戦うには、お互い決勝まで勝ち進む必要がある。それまでに倒すべき相手はそれぞれ三人。いずれも強敵揃ぞろいと聞く。先ほどのコウモリ使いだって、たまたま御厨が有効な対処法を持っていただけで、決して油断できる相手ではなかった。

「……それでは」

　挑発するように刀の鍔をカチャッと鳴らし、くおんが歩いていく。得体の知れぬ迫力を感じて、御厨の頰ほおを冷や汗が伝った。

「……決勝戦かあ……当たりたくないなあ……。……久遠さん、この試合で負けてくれないかな……」




　──久く遠どうくおんが第五試合を五秒で制したのを御厨みくりやが知ったのは、それから間もなくのことだった。




　　　†　†　†




　三み日か月づき菖蒲あやめの話によれば、一人の《試作型プロトタイプ》──《コミュニティ》議長、大おお石いし神かむ威い──によって三十年前《魔界サーバ》とやらに封印された彼女は、十五年前、どうにか自力でその封印を破り、現世に出てきたという。

　しかし完全に復活というわけにはいかず、氷ひ川かわ真ま那なという当時十六歳の少女の身体に寄生する形での復活である。菖蒲がオモテに出てくるためには、真那が《変身》の魔術で一時的に姿を変え、身体のコントロールを譲り渡すしかない。

　また、菖蒲が《魔界》から現世に出てくるときこじあけた《穴ゲート》のせいで、吸血衝動とともに異能の力を得る奇病──つまり月光症候群が、思春期前後の子供たちの間で発症するようになってしまった。

　《奇蹟》の作成《プログラミング》をはじめ、《原型アーキタイプ》としてのほとんどの能力を失った菖蒲には《穴》を塞ふさぐこともムーンチャイルドを普通の人間に戻すことも出来ず、真那と菖蒲は二人で相談し、世界から隔離されたムーンチャイルドの街を作ることにした。

《原型》蛇遣いとしてのかつての人脈を利用して、多くの人間や《試作型》の援助のもと十五年前に作られたムーンチャイルドのための楽園──それが夜や光こう市しである。

　……ちなみにミスコンに出場した理由は、ステージの上で答えていた通り、真那が勝手にエントリーしたからだという。どうも真那と菖蒲の関係は、仲の良い友達のような感じらしい。どちらも気まぐれでマイペースだし、ウマがあうのかもしれない。

　少なくとも、真那の身体を菖蒲が乗っ取ってコントロールしているなどということはない。だったらこれまで通り付き合っていけばいいかな……と陽よう子こは思う。自分の正体を黙っていたことについてはちょっとばかり思うところはあるものの、自分が同じ立場でも誰だれかに話そうとは思わないだろうし。

　……それに、ゆースケを正式に街の住人にしてくれた恩もあるしね……。

　戸籍の改かい竄ざんなんてどうやったのかとこれまで疑問だったのだが、真那が街の大ボスだったのなら納得だ。

　夜光市の最高機密にあたる極めて重大な真実を聞かされながらも、陽子は割と平然としていた。その様子に菖蒲は、「ん。『さすがよーこちゃん』って真那も言ってる」と言った。

　……ただ、これ以外に気になる話はあったのだが。陽子にとっては夜光市の秘密などよりずっと大事な話が。

「……ま、どうにかなるかー」

　菖蒲あやめと別れたあと、そろそろユウの演劇が始まる時間になったので、陽よう子こは会場である体育館へと向かう。

　……その途中の廊下で、霧きり村むら聖せい司じの後ろ姿を発見した。メイド服ではなく、Ｔシャツに学校指定のジャージという投げやりな服装だ。彼も演劇の会場へ向かうところだろう。

「よ、霧村」

「おう」

　陽子が後ろから声をかけると、聖司が振り返った。返す声には元気がなく、顔にも疲労の色が濃い。

「……なんかお疲れみたいね。死にかけ？」

「……おう。割と瀕ひん死し」

　聖司がこくんと頷うなずく。声に怒りを滲にじませて、

「……ただでさえクソ忙しいっつーのに……なんか妙な噂うわさを流した大馬ば鹿かがいるらしくてな……。特製サラダを注文した客には霧村聖子という女性店員がもれなくチュウしてくれるとか、キャロットケーキの欠片かけらを床に落とせばこっそりパンチラ写真を撮らせてくれるとか、ポタージュスープには隠し味として霧村聖子ちゃん脱ぎ立てパンツを一緒に煮込んでるとか……あることないこともっともらしく……！　おかげでその噂を本気にした馬鹿野郎どもに絡まれたりとかで疲労度は当社比五倍だ」

「そりゃ……災難ね……」

　聖司は完全に据わった目をして言う。

「……ああ……最悪だ。……でも犯人が誰だれかの見当はついてるんだ……こんなアホなことをやってくれるのはあいつしかいない……あのウサギ野郎……絶対にコロス……コロス……コロシテヤル…………」

「霧村、目が危ないよ？」

「ん、あー……すまん」

　聖司は気を取り直すようにパシッと頰ほおを手で叩たたいた。

「そんな忙しいのに抜けてきて大丈夫だったの？」

「ん……あー、最初は観みに行くのやめようかと思ってたけど、他ほかのスタッフのみんなから、顔がヤバいからちょっと休んでこいって言われてさ……」

「ま、適切な判断ね」

　そんなことを話しながら、聖司と陽子は演劇『紅月の姫』の上演会場である体育館へとたどり着いた。体育館の入り口では演劇部員が呼び込みをしている。

「演劇いかがッスか～！　ぴちぴちの美少女がいっぱい出てくる演劇はいかがッスか～！　今ならなんと無料で入れるッスよ～！　演劇『紅月の姫』はあと十五分で上演開始ッス～！　夕ゆう月げつ学園演劇部の演劇が観れるのはここだけッスよ～！　あ、どうッスかそこのお兄さん、可愛かわいい娘こいっぱいいるッスよ～！」

　その部員と陽よう子この目が合った。すると彼女はこちらに駆け寄ってきて、

「やや、ゆーちんのお友達の方ッスね！　どぞどぞです！　あ、そーだ、お二人さん、ちょっとゆーちんに会いに行ってくれませんッスかね？」

「べつにいいけど。何かあったの？」

　陽子が訊たずねると、

「ゆーちん、かなり緊張してるみたいなんッス。なんせ初めての舞台ッスからねー。どうにかリラックスさせてほしいッス！」

　陽子と聖せい司じは顔を見合わせ、どちらからともなく体育館の裏口の方へと歩き出した。
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　二人が裏口からステージ裏へと入ると、演劇部員達に囲まれて、ユウが頭がおかしくなったハムスターのように同じところをぐるぐるぐるぐる回っていた。白いドレスに頭には金色のティアラという、まるでどこかの姫君のような衣装を着ているのだが、奇行のためアホな印象しかない。

「ゆーちん落ち着いて！　大丈夫だから！」「練習の通りやればいいのよゆーちん！」「観客なんて気にするな！　あいつらは全員ただの豚だ！」「そうだ豚だ！　観客は豚だ！」「豚なのよ！」「豚なんだ！」「豚は死ね！」

　部員達がなだめているが、ユウは一向に落ち着かない。

「だ、だだだ大丈夫だ私は全然大丈夫だじょ超落ち着いてるぞほらほら落ち着きすぎて地球がぐるぐる回っているのを知覚できるほどだ」

「ゆーちんが回ってるのよ！」

「なんだと貴様この私を愚ぐ弄ろうするのかおのれ神に逆らう愚か者め私が回っているのではない私を中心に世界の方が回っているのだこれは天動説といって世界でもっともポピュラーな学説なのだどうだ私は頭がいいだろうこんなにも頭がいい私が落ち着いてないわけが──うわあっ!?」

　足がもつれて顔面から派手に転びかけたユウの身体を、陽子が咄とつ嗟さに抱き留めた。

「おかしい……転んだのに倒れない……そうか、私はやはり神だったのだ！」

「はいはい。神でもなんでもいいからいい加減現実に戻ってきなさいゆースケ」

　陽子がユウの頭を軽く小突いた。するとユウがハッと正気を取り戻して陽子の顔をまじまじと見る。

「……あ、ヨウコがこんなところにいる。なんて都合のいい幻だろう私の弱い心がこんな幻を生み出してしまったらしい。でも幻ならどんなことしてもいいな！」

　やっぱり正気を取り戻してなかったらしいユウが陽よう子この胸を思い切り揉もんできたので、今度は本気で殴った。ごん。

「……お、ぉう……目の前で星が回ってるぞ……」

「それは幻よ。安心しなさい」

　涙目になって抗議するユウに、陽子は淡々と言った。

「……だいぶテンパってるみたいだな」

　聖せい司じが言うと、今度こそ本当に正気に戻ったユウは顔を真っ赤にした。

「し、仕方ないではないか……さっきチラッと客席を見たら愚民どもがすごくいっぱいいたのだ……あんなに来るなんて思わなかったぞ……」

「うん……たしかに《水すい鏡きよう杯はい》の裏イベントだっていうのにお客さんすごいよね。正直もっと少ないと思ってたけど。ポスターの出来がよかったからかしら。ゆーちんすごく可愛かわいく撮れてるし」

　演劇部員の一人が言うと他ほかの部員が、

「あ、そういや校門のところでウサギの被かぶり物した奴がすごい勢いで宣伝してたぜ。うちのお嬢様の晴れ舞台をよろしくとかなんとか。ビラと一緒にメイドさんのブロマイドも配ってたから、結構すげえ人だかりだった。あれ誰だれ？」

「…………あー、ちょっとそのメイドさんブロマイドとやらを見せてくれまいか」

　引きつった顔で聖司が言う。

「ん？　ほらよ」と演劇部員がポケットから写真を取り出す。

「……うげっ!?　あ、あのウサギ野郎……いつの間に……！」

　そこに写っていたのは、壁に寄りかかって胸元をパタパタしているメイド服姿の聖司だった。暑さで火照った顔のせいもあって、やたらと色気がある。

「うわ、すっごい萌もえ萌えじゃん……あとでもらってこよ」

　写真を覗のぞき込んで陽子が言った。

「……つまりこの客の数はあのバカウサギのせいか……！」

　ユウが憎々しげに言う。と、そこで、

「ユウさん、お客さんが多いのはいいことです」

　落ち着いた雰囲気の黒髪の美人──演劇部の部長が言った。宝石や鎖で飾り付けられた黒いローブに身を包み、頭にはとんがり帽子を被っている。多分魔女の役なのだろう。

「大丈夫。あなたなら出来ます」

「……で、でも……そんなの……根拠がないじゃないか……」

「練習では完かん璧ぺきだったじゃないですか。わずか一週間でここまで成長する人を私は他に知りません。ユウさん、あなたは多分、十年に一人……いえ、百年に一人の天才です」

「うー……そ、そんなこと言われても……。だってそんな天才だったら、こんな風に緊張なんてしない筈はずではないか……」

　珍しく弱気でうじうじしているユウに、部長も困った顔をする。そのとき、部長と陽よう子この目が合った。「何か言ってあげて」と部長が目で訴えてくる。

　陽子は暫しばし考え──

「……あー、ゆースケ。ちょっとツラ貸しなさい」

　言いながら、陽子はユウの肩を摑つかむ。

「……？　ヨウコ？」

　怪け訝げんな顔をするユウの頰ほおに。




　────キスした。




　チュッと軽く。ユウの目がまん丸になる。

「よ、ヨウコ？」

　陽子は少し顔を赤くして前髪をいじりながら、

「あー、まあ、あたし演劇のことには詳しくないし、これといっていい言葉が思いつかなかったもんだから……。ま、せいぜい頑張れゆースケ。みんながあんたなら出来るって言ってるんだから、多分大丈夫なんじゃないの？」












　それを聞いた途端──ユウの震えが止まり、目に自信の色が浮かんだ。

「ヨウコ……ありがとう……！　なんか力が湧わいてきたぞ！」

　ユウが拳こぶしを握りしめると、演劇部員達も安あん堵どの声を上げる。

　と、そこで、ユウと聖せい司じの目が合った。ユウはじーっと聖司の顔を見つめる。

「……ん？　俺おれもチュウするの？」

　聖司が何気ない口調で言うと、ユウはハッと顔を真っ赤にした。

「ふ、ふざけるなバカっ！　誰だれがお前なんか！　しっしっ、ほら早く客席に行ってろバカセイジ！　そろそろ始まる時間だ。私の素晴らしすぎる演技を見てせいぜいびっくりするがいい！」

　……ユウの様子に、もはや緊張の色は微み塵じんもない。

「へいへい。期待してるよ」と聖司は肩をすくめ、裏口へと歩いていく。

「あ、待ってよ霧きり村むらー。んじゃゆースケ、頑張りなよー」

　陽よう子こも聖司を追う。

　裏口の扉を開けたところでちらっと後ろを振り返ると、キャスト及び裏方全すべてが集まった演劇部のメンバーとユウが手を繫つないで輪になっていた。

「じゃあユウさんから何か一言」

「わ、私か!?　でも私は演劇部員じゃないし……やっぱり部長から……」

「いいえ、部員でなくてもユウさんは立派な仲間じゃないですか」

「……な、仲間……私が……。うん、そうだな……。……あんまりかっこいい言葉は思いつかないけど…………が、がんばろう。私達は……最強だ！」

『お──っ!!』

　……そのときのユウの、どこか誇らしげな笑顔を見て、陽子の顔は自分でも気付かないうちに優しくほころんでいた。

『エシュターと二人で生きること以外何も興味がない』と断言していたあのユウに、『仲間』が出来たこと。それが単純に嬉うれしく思えた。

「……あたしってば、ほんとに保護者気分ね……」
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　深い森の奥の古城に一人のとても美しい吸血鬼の少女が住んでいて、どういうわけだか知らないがその少女を殺すため悪い魔女が王様や騎士を騙だましたりして次々に少女のところへ刺客を送り込んでくる。しかし少女はその刺客の一人と恋仲になり、一緒に魔女と戦うことになってあれやこれや──というのが、演劇『紅月の姫』の話の骨子らしい。

　……正直、新鮮味はあまり感じない。むしろ陳腐といってもいいくらいだろう。良くも悪くもごく普通のファンタジー（＋吸血鬼風味）といったところだ。脚本を書いたのは部長らしいが、彼女はベタなものがお好きなのだろうか。

　舞台の上では、魔女に扮ふんした部長と王様に扮した老け顔の部員が話している。

「かの吸血鬼は必ずやこの地に災いをもたらすでしょう。あの者が王国に牙きばを向ける前に、討ち果たさねばなりません」

「うむ……しかし相手は千年の時を生きる強大な化け物じゃ。闇やみ雲くもに兵を送っても勝てる見込みはあるまい。むしろ相手を挑発するだけではないか」

「では、第六騎士団長の聖騎士ガレンダイムを差し向けてはいかがでしょうか？」

「おお、たしかにあの者ならば吸血鬼にも引けを取らぬじゃろう。早速奴をここに呼ぶとしよう」

　……部長だけあって、魔女の演技はなかなかのもの。国王役の部員の演技は魔女より多少レベルが落ちるといったところか。

　大道具、小道具もいかにも「手作りです」という感じが伝わってきて、あまり王宮っぽい高級感はない。ステージの上からぶら下がっている紅い月も、恐らくストーリーの根幹に関かかわる大事なものなのだろうが、微妙に安っぽい印象を受ける。ただし衣装だけは市内で部のＯＢが経営している服飾店の全面協力を得て、かなりのクオリティとなっている。

　……ま、高校の演劇だったらこんなものかなあ……。

　そんなことを考えながら、陽よう子こはぼーっと演劇を観みている。席は真ん中あたりで、隣には霧きり村むら聖せい司じが座っている。

　陽子が前に通っていた中学校は、実態はかなりアレとはいえまがりなりにもお嬢様学校として名高い名門校だったので、一流の劇団を呼んで鑑賞会が開かれることも何度かあった。演劇には詳しくないが、その陽子の目から見てもやはり見劣りする。

　……ゆースケの出番はまだかしら……。

　魔女と国王の会話が終わると舞台が暗転し、三十秒ほどの間のあと再び照明が当てられた。そこに立っていたのは、オフィーリアの衣装に身を包んだユウだった。

　客席から「おお……」とわずかなどよめきが漏れる。誰だれもが目を奪われる、純白の姫君がそこにいた。

「──ねえみんな、どうしたの!?　どうして誰もいないの!?」

　数拍ほどの間のあと、不意に、ユウが切実な叫びを上げる。その声は真に迫っていて、少女の不安がこちらにも伝染してくるほどだった。

「ザルバック！　グスタフ！　ドレアム！　ギーリャン！　みんな一体どこに行ってしまったの!?　私の忠実なるしもべ達よ、何な故ぜ呼び声に答えてくれないの!?　あなた達がいなければ私は暗いこの城のなかで独りぼっちなのに！　ねえ、いじわるしないで、お願いだから姿を見せてよ！」

「へえ……」

　陽よう子こは思わず目を見張った。ユウの表情、声、身体の動き、視線の動き、全すべてに華があり、強烈に惹ひきつけられる。『演技が上う手まい』ということは知っていたものの、普段のおバカなユウを見慣れている陽子にとって、この落差は衝撃的だった。

「……オフィーリア様」

　──不意にユウと反対側にスポットライトが当てられ、もう一人の人物が姿を現す。顔を紫色の塗料で塗りたくり、黒いローブを纏まとっている。ユウ演じるオフィーリアは、深い森の中で怪物達と暮らしているという設定なので、多分その一人だろう。

「ああドレアム、どこへ行っていたの？　お城中を捜してもいないから、私、独りぼっちになってしまったかと思ったわ」

　ユウ──いや、オフィーリアが安あん堵どの色を浮かべて訊たずねると、紫の顔の怪物──ドレアムが、森に王国から来た騎士が侵入してきたと告げる。驚くオフォーリアに、他ほかの三人の怪物が今彼らと戦っているから安心していいとドレアムは言う。彼の言ったとおり、間もなく他の怪物達が現れて侵入者を見事討ち果たしたと報告し、オフィーリアが彼らを褒めたところで再び場面が暗転。魔女と国王の会話シーンに移る。まさか聖騎士ガレンダイムが討たれるとは何たらかんたら、しかしガレンダイムには息子がいて父親をも上回る立派な騎士なので彼ならばきっと──。そして場面暗転。派手だが下品な感じはしないキラキラした軍服に身を包んだ、件くだんの息子さんが登場する。どうやら彼がオフィーリアと恋に落ちてしまう騎士で、名前はアレックスというらしい。ここが僕の父を殺した悪あしき吸血鬼の居城かすぐにでも乗り込みたいところだが奴に仕える怪物達とまともに戦っては父のようにやられるだけだから使われていない地下道を通ってこっそり吸血鬼の部屋に侵入しよう。

　普通に上手いが、ユウや部長に比べると多少見劣りする。

　……背も高いし顔も悪くないけど、霧きり村むらの方が可愛かわいくて好みかなー。

　そんな、演技とはまったく関係ないことを陽子は思った。と、そのとき。

　不意に陽子の肩に、重みがかかった。

「……？」

　見れば隣に座っていた聖せい司じが、頭を陽子の肩に預けている。

「……霧村？」

　聖司は目を閉じ、安らかな寝息を立てていた。まだ劇が始まって十分しか経たっていないので、恐らく退屈のあまり眠ってしまったのではなく、よほど疲れていたのだろう。

　ユウには悪いが、このまま寝かせておいてあげようと陽子は判断した。暗がりだが、聖司の寝顔はよく見える。普段のちょっとひねくれた表情がなりを潜めていて、あどけない少女のようでとても可愛らしい。

　……寝顔は特に柊しゆうに似てるのよねえ……。

　聖せい司じの寝顔を見るのは初めてではないが、そのたびに弟に膝ひざ枕まくらしてあげたことを思い出す。過去を振り返る趣味はないが、多分もう二度と彼に会うことはないのだろうと思うと、やはり寂しい。せめて一言、「お姉ちゃんは元気でやってるから柊も早く彼女でも作りなさい」と伝えてあげられればいいのに。

「……ぅぅ……あのウサギ野郎……殺してやる……」

　いきなり聖司が寝言を言ったので思わず苦笑する。そして思う。

　……殺す、か……。

　ミスコンのあと菖蒲あやめに聞いた話には、この街やムーンチャイルドについての秘密なんかより、陽よう子こにとってもっと切実なものがあった。
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「……霧きり村むらの前世ぇ？」

　陽子が聞き返すと、蛇遣い──三み日か月づき菖蒲は無表情でこくんと頷うなずいた。

「あれはただの勘違いだったんじゃ……」












　一ヶ月前、ユウを追ってきたシドが相手の魔力を追尾するブーメランを使ったとき、ユウを追っていたそれは何な故ぜか聖せい司じに当たった。そのことでユウは『聖司には《転生》の魔術を使ったときのユウの魔力が宿っている』＝『聖司はエシュターの転生体である』と思い込んでしまったのだが、その後エシュターの転生体は陽よう子こだということが判明し、《つきまとうものストーキングエツジ》が聖司に当たったのは誤作動だったという話だった。

「……ん。魔導具の誤作動っていうのは獅シ道ドのついた噓うそ。菖蒲あやめは昨日聞いた。聖司の中にも確かに夕ゆう子この魔力が存在している」

　菖蒲は淡々と言う。噓かどうかいまいちその顔からは判断がつかないが、彼女が噓を言う理由は思いつかない。

「……えっと……それってつまり……えーと………………どういうこと？」

「ハミルの転生体が陽子なら、聖司の中に入っているのは別の誰だれかの記憶。不完全だった夕子の魔術に巻き込まれて、ハミルの記憶と一緒に転送させられた別の誰かの記憶。その場にいた別の誰か」

「別の誰かって……誰よ？」

　陽子は首を傾かしげ────ハッと思い至る。

「エシュターが死んだとき一緒にいたのって……まさか……」

「ん。蓮はす池いけ睡すい蓮れん。ハミルと相討ちになって死んだ魔術師。獅道の予想では、聖司は睡蓮の転生体なの」

　陽子の頰ほおを冷や汗が伝う。

「……えーと……まじで？」

「ん。まじ」

　真顔で頷うなずく菖蒲に、陽子は前髪を指先で弄もてあそびながら呻うめくように、

「んー……それはあんまり……愉快じゃない展開ねえ……」
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　──そんなことがあった。

　もちろん陽子は、ユウには悪いが今後もエシュター・ハミルトンとして生きる気など微み塵じんもない。自分は自分、冬ふゆ木き陽子でしかない。

　だからもしも目の前に自分を殺した男が現れたとしても、「よくも前世で自分を殺しやがったな！」などと言うつもりは毛頭ない。

　だが、陽子はそれでよくても、聖司の方はどうだろう？　もしかしたら前世の記憶が甦よみがえったことで、エシュターの転生体である陽子に敵意を抱くのでは……。

　聖司に限ってそんなことはない……と信じたい。だが、陽子の場合は時々フラッシュバックのように断片的な記憶がちらついたり、夢として記憶のワンシーンが再生されたりするだけで、普段は前世の記憶など気にならない程度だが、聖せい司じも陽よう子こと同程度の甦り方とは限らない。

　もしかしたら人格まで豹ひよう変へんして……いや、それはないと菖蒲あやめも言っていた。

　菖蒲いわく、《転生》とは死者を甦よみがえらせるのではなく、死んでもその人物の記憶が失われないように、いわば記憶のバックアップを取っておくために作られた術らしい。本や映画の記憶と同次元の、自分が体験した記憶より一つ下のレベルで甦るのはそのためだ。

　ただし、本や映画に人格が変わるほどの影響を受けることも、現実にはある。

　……あーもう、うじゃうじゃとあたしらしくもない！

　苛いらつきながら陽子は前髪をいじる。それもこれも、菖蒲に聞いた『名前』のせいだ。

　エシュターと相討ちになって死んだ魔術師の名前──蓮はす池いけ睡すい蓮れん。

　それは今朝の夢に出てきた……血ち塗まみれになりながら、陽子がこれまでに向けられたことのないほど強烈な憎悪の視線で睨にらみつけてきた、あの男の名前ではないか。

「……！」

　ふと目をやった聖司の寝顔があの男の顔と重なって、陽子は身震いした。

　……まだ霧きり村むらはあいつの記憶が甦ってない。今から気にしても仕方ない……よね。

　考えるのはやめて、陽子は演劇に集中することにした。舞台上ではユウが相変わらずの名演を見せて、観客の注目を一身に集めている。もう一人の主役であるオフィーリアと恋仲になる騎士も、ユウの演技に引っ張られるように迫真の演技を見せる。

『たとえ世界を敵に回そうとも、僕は君を守ってみせる！』

『ああアレックス……どんなに過酷な運命が待ち受けていても、あなたと二人なら乗り越えていけるような気がするわ……！』

「……うわー……くさい台詞せりふ……」

　思わず小声でツッコむ。

　……でも、嫌いじゃないけどね……。

　運命なんてクソくらえだ。絶対に負けたりしない。

　舞台上で手を握りあう二人を見ながら、陽子は密ひそかにそう誓った。
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　──演劇はユウの好演や、ありがちと思われていた脚本が後半で意外な展開を見せたこともあり、観客の喝かつ采さいを浴びながら幕を閉じた。

「……や、やるわね。まさかオフィーリアが魔女に造られた人造人間でその魔女は実は遙はるか昔に地球に降り立って人類を見守ってきた宇宙人だったなんて……。さすがに意表を突かれたわ……意表を突けばいいってものでもないと思うけど……。あの部長さん、見かけによらずトンデモＳＦ好きか……」

　冬ふゆ木き陽よう子こは微苦笑を浮かべつつ拍手を送る。ぶっ飛んでいたものの、面白かったことは確かだ。お祭りで上演されるエンターテインメントとしては申し分ない。

「……ん……ふぁ……あ、あれ……？」

　霧きり村むら聖せい司じはその拍手の音で目を覚まし、舞台が既に終わってしまったことに気付いて露骨に焦った顔をした。

　陽子は「寝てたこと、ゆースケには黙っておいてあげる」と告げて聖司と別れ、ユウとの約束通り午後からは赤あか月つき祭さいを一緒に過ごすべくステージ裏へと向かった。お昼ご飯をどこで食べようかなあなどと考えながら。

　聖司の方は、再び喫茶店《ＡＬＩＣＥ》の激務へと戻っていく。ユウには申し訳ないことをしたものの、ある程度は疲れを癒いやすことができた。

「よし、頑張ろう」

　何気ない一言……しかしほんの二週間くらい前の彼には考えられないほど前向きな気持ちが入った台詞せりふを、霧村聖司は言った。
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　舞台裏──舞台の成功で沸き立ち主演のユウを演劇部員のみんなでもみくちゃにして、そのユウが迎えに来た友達（？）の冬木陽子に全開の笑顔を浮かべて抱きつき、二人が並んで歩いていったあと。

　舞台の後片付けに追われる演劇部の部長の前に、一人の少女が声をかけてきた。氷ひ川かわ真ま那なである。

「うふふ、舞台、成功だったみたいですねー。おめでとうございますー」

　柔らかな微笑を浮かべる真那に、部長はこちらもオトナっぽい穏やかな微笑ほほえみを返す。

「ありがとう氷川さん。貴女あなたがくれたアイデアのおかげです。ユウちゃんと貴女には頭が上がらないですね」

「いえいえー。ゆーちゃんはともかく、わたしはてきとーに思いついたことを言っただけですよー。実際に脚本を書いたのはあなたなんですからー」

「でも、あんな設定、私には思いつかないですから……はじめはちょっと……いえ、かなり戸惑ったけれど、採用してよかったわ」

　そのとき「部長ー」と遠くで部員の呼ぶ声がして、「じゃ、またあとで。本当にありがとうございました」と部長が真那に一礼し、部員の方へ早足で歩いていく。そんな彼女の姿を見送りながら──

（ん……。劇が成功したのはいいけど）

　氷ひ川かわ真ま那なの頭の中で、淡々とした喋しやべり声がした。もう十五年以上も彼女の中に宿っている《原型アーキタイプ》──蛇遣いである。

（魔女を悪者にしちゃったのはちょっといやかも。菖蒲あやめは夕ゆう子こを殺そうとしたりなんかしないもの。ちゃんと夕子のこと好きだもの）

　どこか拗すねたように言う。真那はくすくすと微笑ほほえみながら、

「あらあらー。十年とか百年単位で放置して、ほとんど顔を合わせなかったのにですかー？　育児放棄ネグレクトは立派な虐待なんですよー？」

（うー……だって……めんどくさかったし……。それに、ハミルが夕子の相手ばっかりするから悪いの……。ハミル、すっかり夕子のパパ気分になっちゃったんだもん……。一緒にお風ふ呂ろ入ったり……ズルい。夕子は夕子でカノジョ気取りだったし……）

「あらあらー、娘に嫉しつ妬とするお母さんですかー」

（ち、ちちち違うよ？　菖蒲、夕子に嫉妬なんかしないよ？　だ、だって夕子はハミルとえっちしたことないけど、菖蒲はいっぱいいっぱいえっちしたもん！）

「うふふ……やらしい娘こ……。それにもしかすると、菖蒲ちゃんが見てないところでゆーちゃんもエシュターさんといっぱいやらしーことしてたのかもしれませんよー？」

（そ、そう……なのかな……？　そうかも……ハミルはいやらしいし……うう……）

　……傍はた目めには真那が独り言を言っているようにしか見えず、すれ違う人に怪け訝げんな顔をされながら、真那と菖蒲は歩いていく──。




　赤あか月つき祭さいの二日目は、騒々しくも順調に、大きな問題もなく過ぎていった。

　少なくとも、このときまでは────。
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　午後一時十七分──第五地下闘技場に、アナウンサーの声が響き渡る。

『勝者、御厨みくりや選手！　激戦を制し最初に決勝戦進出を決めたのは、御厨槐えんじゆ選手です!!』

　第十三試合──《水すい鏡きよう杯はい》決勝トーナメントの準決勝。

　一試合目でコウモリ使いの少年を倒し、二試合目では指を伸縮自在の鞭むちみたいに変化させるというちょっと気持ち悪いタレントを使う少年を倒した御厨の三人目の相手は、十三個の野球ボールを自由自在に操って攻撃してくる、野球帽を被かぶりトラ縞じまのユニフォームを着た少女だった。

　全方位から高速で襲ってくるボールに幾度かプレートを割られそうになりながらも、どうにか攻撃を凌しのぎ続け、「……阪はん神しんはどうせ最下位だよ。でもよかったね、この街では野球中継が映らないから、無様な姿を見なくてすむよ」という御厨の挑発に逆上したタイガー少女が一気に勝負をかけてきたのを紙一重でかわして接近、相手のプレートを砕いた。

「……ふう、まったく冷や冷やさせおって……」

　観客席で試合を見ていた蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みは、試合場から出て行く御厨みくりや（ちなみに対戦者のタイガー少女の方は闘技場の土を泣きながら袋に詰めている）の後ろ姿を見つめながら安あん堵どのため息をついた。

「しかし、槐えんじゆの奴もやるようになったわい……」

　相手を挑発するというのはちょっと卑ひ怯きようくさいと感じたものの、十分以上に亘わたってボールによる全方位攻撃をかわし続けた身のこなしや、相手の全力攻撃を回避してから一気に接近してプレートを砕くまでの連続した動きは芸術的ですらあった。

　御厨のタレントは、タイガー少女のボールのように物体を内側からコントロールする能力に対しては効果が薄い。しかも時間をかけて一つのボールの動きを止めても、またすぐに魔力を補充されて終わりだ。相手を戦闘不能にするまで続く実戦ならともかく、プレートを割られたら終わりというルールの試合では、少女のタレントはトップクラスに有利といえる。

　御厨はそんな相手に、ほとんどタレントに頼ることなく、体術だけで勝利を収めた。

　……もしかしたら槐の力は、既におれを上回っておるやもしれんな……。

　御厨はもう、自分が守ってやらなくてはならない子供ではない。……頭では解っていたとはいえ、やはり少し寂しく思う芙深であった。

「やれ、厠かわやでも行こうかの……」

　芙深は「どっこいしょ」と年寄りくさく呟つぶやいて席を立つ。と、そのとき客席全体から歓声が上がった。どうやら早くも次の試合の選手が入場してきたらしい。

　南の入り口から入ってきたのは、頭にはハチマキを巻き、それ以外はフンドシ一枚しか身につけていないという半裸の少年。両手にそれぞれ長い木刀を持っている。二刀流だ。

　北の入り口から入ってきたのは髑どく髏ろ模様の着物を着た、模造刀を持った少女。久く遠どうくおんである。

『さあて第十四試合、準決勝の二戦目！　南から入場するのは現代に甦よみがえった宮みや本もと武蔵むさしと名高い二刀流のワイルド侍、佐さ々さ木き光こう太た郎ろう選手！　北からは髑髏を纏まとう美少女サムライガール、久遠くおん選手！　奇くしくも準決勝では剣客同士の組み合わせとなりました！　果たしてどちらに軍配が上がるのかぁ!?』

　……ま、久遠じゃろうな。

　盛んに煽あおり立てるアナウンサーの声を聞きながら、芙深は冷静に思った。二刀流の男の試合は先ほど見たが、タレントは木刀を振って衝撃波を飛ばすというもので、威力、スピードともになかなかのもの。純粋に剣士として見た場合でも、そこそこの腕前だった。

　だが久遠くおんの実力は『なかなか』とか『そこそこ』どころではない。かつて芙深と戦ったときも、全力でなかったとはいえ四神を何度も斬きり殺すという戦いぶりを見せたが、この大会ではさらに動きにキレが増しているようだった。

「……ぬしとはいつか戦ってみたいものじゃのう」

　呟つぶやき、トイレに行くため闘技場から出る。




　──そのとき、殺気を感じた。




　一瞬、だが確かに感じた、祭りの場には相応ふさわしくない気配。

　……誰だれじゃ……？　物騒な……。

　準決勝の試合が始まる直前ということで、観客は興奮している。中には自分も戦いたいと言わんばかりに血走った目をした者もいる。

　しかし今感じたのはそうした陽性の戦意とはまるで対極にある陰性の感覚……明確に『誰かを殺してやる』という暗い殺意だ。《コミュニティ》の先せん鋒ぽうとして幾多の戦場に立ち、実際に誰かを殺し、自分も殺されそうになったことがある蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みだから解る。御厨みくりや槐えんじゆが生まれたのをきっかけに殺し合いの舞台に立つことをやめて以来、あまり感じることのなかった──肌が焦げ付くような、懐かしくも不愉快な感覚。

　殺気を感じた方向に芙深は意識を集中する。

「──また……！」

　再び漏れてきた殺気を、芙深は敏感に感じ取った。

　……一人の男が、せせら笑うような表情を浮かべて、芙深のいる出入り口とは違う扉から出て行くのが見えた。
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　鋲びよう付きのレザージャケットを着た、顔や腕に無数の傷跡がある鋭い目の男──夜や光こう市しに潜入した傭よう兵へいチーム《ジャバウォック》のメンバー、『クラブ』は、きわめて自然に『倉庫①』と書かれた部屋に入った。

　倉庫の中は予想通り誰もおらず、武闘大会のためにほとんどの物が運び出されたらしくがらんとしている。

　念のため扉を閉め、『クラブ』は腰にぶら下げた袋──見た目の容積を遥はるかに上回る量の物が入る収納用の魔導具だ──に手を突っ込み、その中に無数に詰め込まれた、五センチほどの小さなクマの人形を一つ取り出して、部屋の隅に無造作に置く。

　こんなところに仕掛けてもそれほど大した効果は望めまいが、部屋の前を通りがかった誰かが何人か、適当に死んでくれるだろう。

「ふん……まったく……本来ならこのような仕事はあの下げ衆すの役目なのだがな……何な故ぜこの俺おれが……気に入らん……」

　クマの人形の中には、小型の爆弾が入っている。それを仕掛けるのが彼ともう一人、『ダイヤ』の任務だ。

『スペード』のタレント【破裂する悪夢ゲヘナワーム】ならばもっと簡単に、普通に爆弾を仕掛けるよりも大きな効果が得られたのだが、彼と『ハート』は昨日研究所を破壊しに行ったきり戻ってこない。任務に失敗して捕らえられたか、殺されたか。まあ、『クラブ』にとってはどうでもいいことだった。




「──嫌々やっておるという口ぶりじゃが、その割には随分と楽しそうじゃな？　口元がにやけておるぞ？」




　いきなり後ろから声がして『クラブ』が振り向くと、巫み女この格好をした赤い髪の少女が彼に冷たい視線を向けていた。

「……いつの間に……！」

　倉庫の扉は閉まったままになっている。誰だれかが開閉すれば気付かない筈はずがない。

「さっきからぬしの背後におったわい。殺気丸出しのおぬしと違って、おれは気配を消す術すべくらいは心得ておるのでな」

　巫女服の少女はあっさりと言った。

「……んで、おぬしは結局何をしておるのじゃ？　そんな殺気剝むき出しで歩いておる者が企たくらんでおることなんぞ、どうせろくなことではあるまいて。察するに、そのくまさんは爆弾か何かかえ？」

　質問には答えず、『クラブ』は鋭い目にさらに力を込めて、少女を睨にらみつける。

「他人の殺気を読む、か……貴様、ただ者ではないな」

　すると少女は小こ馬ば鹿かにするように笑った。

「かっかっか、阿あ呆ほうめ。あれほど殺気立った者を警戒せんのは、平和ボケした日本人くらいじゃ。ま、ただ者ではないというのは事実じゃがの。おれの名は蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深み。タイプ遠距離攻撃型ウイザード・フミ・ザ・【四神降臨ダイヤモンドフオース】じゃ」

「……なるほど。貴様があの……」

『クラブ』はじりじりと距離をとる。裏社会に生きる《試作型プロトタイプ》で、蹂躙坂芙深の名を知らぬ者はいない。『召喚』系のタレントの中でもとりわけ強力な四聖獣を操る戦士で、彼女と戦い塵ちりも残さず消滅させられた人間および《試作型》は数知れず──。

　……まともに戦うべき相手ではないと『クラブ』は判断した。

「まあ落ち着け。俺は貴様の敵ではない。《コミュニティ》に雇われた者だ」

「なんじゃと？」芙ふ深みの目が訝いぶかしげに細められる。「……では詳しく聞かせてもらおうか。何な故ぜこんなところに物騒なものを仕掛けておるのじゃ。今地下闘技場には何千もの人間がおる。下へ手たすれば全員が生き埋めになるぞ」

「俺おれは雇われの身だ。目的は知らん」

「さよか。ならばとりあえず阻止させてもらうぞ。目的が何であれ、そんな卑劣なことは見過ごすわけにはいかぬ」

　芙深は迷うことなく言い放った。

「……《コミュニティ》に逆らうというのか」

「そうではない。じゃが、いかなる理由があろうとこのような奸かん計けいは認めぬ。これまでに仕掛けた爆弾を全すべて回収して大人おとなしく立ち去るがよい」

　強い口調で言われ……『クラブ』は大きくため息をついた。

「……分かった。そうするとしよう」

「ほう？　やけに素直じゃのう？」

「……まあな。実は俺も、こんな作戦は気に入らなかったのだ」

「ふむ。何者かは知らんが、なかなか見所のある男じゃ」

「……《コミュニティ》最強とも名高い蹂じゆう躙りん坂ざか芙深にそう言ってもらえるとは光栄だ」

　言いながら『クラブ』は爆弾入りクマ人形を左手で拾い────次の瞬間、後ろでうんうん頷うなずいている蹂躙坂芙深の首筋目がけて、右手で貫ぬき手を放った！　『クラブ』の平手が水平に、一直線に芙深の首を襲う。下手な凶器よりも強力な、岩をも抉えぐる威力を誇る高速の貫き手だ。《試作型プロトタイプ》とはいえ首を抉られては即死だろう。

　……殺とった！

　──だが芙深は、その攻撃をひょいと後ろに下がって回避した。

「な……！」と『クラブ』は驚きよう愕がくに呻うめく。芙深は呆あきれたように肩をすくめた。

「……言ったじゃろう。ぬしは殺気が剝むき出しじゃと」そして冷たい眼で『クラブ』を睨にらみつける。「……にしても、言うことを聞いたフリして不意打ちとは随分と下げ衆すな男じゃのう。ちと、お仕置きが必要なようじゃ」

　構えをとる芙深に、『クラブ』は警戒する。だが、彼女が四神を召喚する様子はない。彼の疑問に気付いたか、芙深が馬ば鹿か正直に言う。

「……式神どもは今、めいど喫茶とやらでお手伝い中での。まあ、ぬしのような卑劣漢の相手など、おれ一人で十分じゃ」

「……ほう」

『クラブ』の細い目が僅わずかに歪ゆがめられた。……彼が笑ったことに、芙深も、そして『クラブ』自身も気付いてはいないだろう。

「せいっ！」

　気合いの声とともに、芙ふ深みが接近、『クラブ』目がけて掌底を放つ。動きは目にも留まらぬほど疾はやく、技の型も申し分ない。芙深の手のひらが『クラブ』の胴体の中心部に見事にヒットし──……ヒットしただけで、何も起こらなかった。

「な……っ!?」

「ふんっ！」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる芙深の身体を、『クラブ』の拳こぶしが吹き飛ばした。

「あがっ！」

　思い切り壁に叩たたきつけられ、芙深は苦痛の呻うめきを上げる。

「くっ……なかなかやるでは────がはっ!?」

　よろめきながら体勢を立て直そうとした芙深の脇わき腹ばらに、手加減なしの膝ひざ蹴げりが入った。

「……式神が使えない──つまり今の貴様は、ただの小娘ということだな？」

　蹲うずくまる芙深を無表情で見下ろし、『クラブ』がさらに靴の裏で芙深の腹を蹴け飛とばした。明らかに手加減された、相手に苦痛を与えるためだけの一撃だった。

「小娘風情が……この俺おれをなめるな！」

　さらに一撃、腹を蹴る。「がっ！」と呻きを上げ、芙深が胃液を吐き出す。が、苦く悶もんの表情を浮かべながら、芙深は不敵に口の端をつり上げた。

「……貴様、何がおかしい」

「……はぁ……はぁ……おぬし……随分と…楽しそうじゃなぁ……弱いもの、いじめが……好きで好きでたまらんという……下げ衆すの、顔じゃ……」

『クラブ』は自分でも気付かないまま浮かべていた笑みを消し──

「生意気な女め！　気に入らん！」

　芙深の顔面を蹴飛ばした。少女の頭が壁に強く打ちつけられ、大きな音を立てた。

「ぁうぁっ……」

　芙深が弱々しい悲鳴を上げ、横たわる。そんな彼女の頭を、『クラブ』は足でぐりぐりと踏みつけていたぶる。

「……言っておくがな……この俺は百五十年を生きる高貴な《試作型プロトタイプ》だ。貴様らクズどもとは格が違う。……さあ泣け蹂じゆう躙りん坂ざか芙深。泣いて俺に許しを乞こえ」

　だが、頭を踏まれながらも、芙深はなおも気丈に言葉を吐く。

「……ぅぁ……と、歳としをとれば、いいというものでもあるまい……。……いくら……長く……はぁ……生きようが……下衆は……下衆じゃ……！」

　そしてそのまま、彼女は意識を失った。「ふん」と『クラブ』は倒れた彼女の脇腹をさらにいたぶるように軽く蹴飛ばし、その傍らにクマの人形を置いた。

「くくく、この俺をコケにした罪、思い知るがいい……」

　彼が嫌っていた《ジャバウォック》の『スペード』にも似た──いや、それ以上に下卑た笑みを浮かべ、『クラブ』は倉庫から出て行った──……。
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　一方その頃ころ──地下、男子トイレの一つ。

　ウサギ頭＆スーツ姿の変態が、便器の上にちょこんと置かれたクマの人形とにらめっこしていた。

　クマの人形──一見、誰だれかが用を足すときにここに置いてそのまま忘れていったように思われる、何の変哲もないデフォルメされた小さなクマさんである。……だがよく耳をすますと、人形の中からカチカチという音が聞こえてくる。

「……ふむ……。これがアレですな……まったく、御主人も人使いが荒い……さて、いかがいたしましょうかなあ……」

　人形に向かって一人ブツブツと呟つぶやくその変態の様子を、トイレに来た他ほかの生徒達は薄気味悪そうにちらちらと窺うかがい、急いで用を足してトイレから出て行く。

「……むーん……液体窒素なら霧きり村むら殿への嫌がらせ用にいくらか持っていたりするのですが……果たしてこの爆弾、凍らせただけで大丈夫ですかな……？　ふむ」

　ウサギ男──シドがいきなりポンと手を打ち、見ていた生徒達がぎょっとする。

「少々勿もつ体たいないですが、これを使うといたしますか」

　シドは彼らのことなどお構いなしに、スーツのポケットから何やら黒いビニール袋のようなものを取り出した。

「魔導具《深しん淵えん》──この袋は異次元空間に繫つながっておりまして、中で何が起ころうとも大丈夫というわけです。問題は入れたものが取り出せないということですが……ま、どうせ爆発するので問題ないですな。ではクマ殿、お覚悟を」

　誰に説明しているのか、シドはブツブツ言いながら無造作にクマの人形を摑つかみ、それを袋の中に放ほうり込んで、パンパンと二、三回軽く叩たたいた。すると袋は、まるで何も入っていないかのように平べったくなってしまった。

　手品を見せられたように怪け訝げんな顔をするギャラリー達に、シドは優雅に一礼する。

「──それでは皆様、素敵なトイレタイムを」
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　男子トイレを出たところで、シドはその長いウサギ耳に意識を集中させる。仕掛けられた爆弾は一つとは限らない。とりあえず、人ひと気けのあるところに仕掛けられたものは全部処分しておいた方がいいだろう。

　ウサミミがぴくぴくと動く。この耳は伊だ達てではない。昨日氷ひ川かわ真ま那なに言った、『その気になれば百メートル離れた場所に隠された時限爆弾のカチカチいう音まで聞き取れる』という言葉は紛れもない事実である。

「くくく、恐れおののきなされ霧きり村むら殿。何な故ぜか最近いいとこなしで昨日も氷川殿を助けようと颯さつ爽そうと登場したもののリカルド殿にまったく歯が立たなかったわけですが、小生、実は結構スゴいのですぞくくく……スゴいったらスゴいのですくくく……！」

　この場にいない少年に向けて、シドは含み笑いをした。廊下の真ん中で。……通行人達がみんな露骨に避よけて通っていく。

「くくく、くくくく……──と、おや」

　ウサミミセンサーに、先ほどのクマの人形の中から聞こえてきたのと同じ音が引っかかり、シドは含み笑いをやめてその場へ急行する。

　──仕掛けられていたのは、地下から校舎一階へと続く階段の隅である。落とし物のように無造作に、クマの人形が置いてあった。

「やれやれ、物騒なクマちゃんですな」

　シドはそれを拾い上げ、さっきの人形と同じくゴミ袋型魔導具にポイした。そしてさらなる爆弾を求めてウサギイヤーを発動。複数の場所から爆弾が時を刻む音を感知。

「ふっふっふ、これはあれですな！　小生、まるで人知れず世界の平和を守るヒーローのようですな！　小生にお似合いの役柄といえましょう」

　軽口を叩たたきながらもスムーズに、次々に爆弾をゴミ袋に放ほうり込んでいくウサギ男。爆弾を仕掛けた連中も、まさかこんなのがいるとは想像していなかっただろう。

「♪　小生は～♪　ウサギ～♪　すごい～ウサギ～♪」

　全すべての階段に仕掛けられていた爆弾を処理し、大歓声のなか客席に仕掛けられていた爆弾も見事に発見し、観客に迷惑な顔をされながらも残らず処理し、他ほかのトイレにあった爆弾も処分完了し、次の爆弾へ。

「……ここですかな？」

　倉庫①と書かれた部屋の中から、たしかにカチカチという音が聞こえる。……さらには、少女のものと思おぼしき呻うめき声までも。

　シドは急いで部屋に入り──そこでうつ伏せになって倒れている巫み女こ服の少女を発見した。その傍らには、クマの人形も置いてある。

「お嬢さん、大丈夫ですかな？」

「……うぅ……」

　話しかけても苦しそうな呻きが漏れるばかり。少女は意識を失っているようだ。顔や服に蹴けられたような跡がある。命に別状がないかどうかは見ただけでは分からない。

「ふむ……」

　爆弾をさっさと処分したあと、シドは少女を背負い倉庫を出る。

　──周囲の奇異の視線に晒さらされながらも急いで医務室に向かい、少女を保険医に任せたあと、シドは再び爆弾探しを開始するのだった。

「……あのような少女を足あし蹴げにするとは……少々おイタが過ぎるのではありませんかな《ジャバウォック》殿とやら……。霧きり村むら殿はともかくとして、小生はこの街がそれなりに気に入っておりましてな……。断固として、阻止させていただきますぞ」
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　シドが芙ふ深みを医務室へ運んでいた頃ころ。闘技場ではいよいよ第十五試合──《水すい鏡きよう杯はい》決勝戦が始まろうとしていた。

　決勝に残った二人の選手が、南北の入り口からゆっくりと入場してくると、大歓声が会場を包む。

『見み応ごたえのある試合が続いた《水鏡杯》決勝トーナメントも、いよいよこれが最後の試合となりました！　南から入場するのは少女と見まごうばかりの端正な顔立ちの黒髪の貴公子、みんなのアイドル、二年Ｄ組、タレント名【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──御厨みくりや槐えんじゆ選手！　昨日の《サバイブ》では乱戦を見事にコントロールして強つわ者もの揃ぞろいの地獄のＣブロックを制し、本日の《デュエル》でも三人の選手の猛攻を巧みに凌しのぐ華麗な戦いぶりを見せてくれました！　その変幻自在の妙技でもって、今回も我々を魅了してくれることでしょう！』

　過剰に煽あおり立てるアナウンサーに、御厨は少し赤面して俯うつむいた。そんな彼の様子に、急激に増殖中の御厨ファンから「きゃーっ！　かわいー！」とか「槐君、こっちむいて～！」などと黄色い声援が飛ぶ。

『対する北口からは日本人形のような可か憐れんな美少女、髑どく髏ろ模様の着物を纏まとったサムライガール、御厨選手と同じく二年Ｄ組所属、タレント名【草薙の剣エンド・オブ・レジエンド】──久く遠どうくおん選手です！　予選Ｃブロックでは惜しくも御厨選手に敗れたものの、敗者復活戦ではライバル達をタレントを使う間もなく次々と撃沈！　なんと二分四十八秒という《サバイブ》新記録で見事決勝進出を決めました！　《デュエル》ではブーメラン使いの江え崎ざき選手、ハサミ使いの青あお木き選手、二刀流の佐さ々さ木き選手と、奇くしくも武器を持った選手との三連戦になりましたが、どの試合も面白味がないほどの瞬殺でもって試合を制しています！　その脅威の刀さばきで、御厨選手に予選でのリベンジなるか久遠選手！』

　緊張した様子の御厨とは違い、アナウンサーの過剰な解説にも動じた様子はなく、久遠くおんはただじっと目を閉じている。戦闘前とは思えないほどに自然体だ。

　……いよいよだな。

　北口にほど近い客席で、金髪碧へき眼がんの少年──藤とう堂どう灯とう夜やは、静かに試合場を……正確には久く遠どうくおんの後ろ姿を見下ろしていた。

　今の藤とう堂どうの服装はメイド服ではなくラフな感じの私服だ。喫茶店は相変わらずのド修羅場だったが、ユウの演劇から戻ってきた霧きり村むら聖せい司じに「ここは任せてお前は試合を見に行け」と強引に着替えさせられた。こいつってこんなに強引なキャラだっけ……と戸惑いながらも、藤堂はありがたくその好意に甘えることにした。

　……久遠くおん────自分の、好きな人。

　藤堂が彼女に心惹ひかれたのは、今から一年半ほど前──彼が夜や光こう市しに来た直後に遡さかのぼる。

　藤堂が月光症候群を発症したのは中三の冬なのだが、それから数ヶ月は、『人の心を操る』というタレント【愛に溢れた薔薇色の世界エデン】のおかげで他人の血に不自由することなく、ムーンチャイルドであることを上う手まく隠して人間社会に紛れて生きていた。だが、ふとしたきっかけで異能が暴走して惨劇を引き起こし、夜光市に連れてこられた。

　お役人から月光症候群についての説明を受け、この奇病を治療する方法が見つかるまで街から出られないことを知ったとき、藤堂は本気で絶望した。

　夜光市に来てからこれまで誰だれにも話したことはなく、友人の霧村聖司や御厨みくりや槐えんじゆにもその素振りさえ隠し通しているが、藤堂灯とう夜やには幼い頃ころからの夢があったのだ。

　もしかしたら子供じみていると笑う者さえいるかもしれない大きな夢──それは、プロのサッカー選手になることだ。

　藤堂にとってそれは、十分に手が届く筈はずの夢だった。小学校低学年からサッカーを始め、中学のときは全国大会でベスト４までいき、将来有望なプレイヤーとして雑誌にも載ったことがある。スポーツ推薦で、プロを何人も輩出しているサッカーの名門校へ入学することも出来た。吸血衝動や異能の目覚めとともに急激に上がった身体能力を上手く使えば、日本一……いや、世界一のプレイヤーにさえなれると思った。

　だが、その薔ば薇ら色いろだった筈の未来は一気に暗くら闇やみに閉ざされた。

　……いくら住みやすかろうと、娯楽施設がたくさんあろうと、ムーンチャイルドであることを隠す必要がなかろうと、理不尽に夢を奪われ閉じ込められた者にとって、夜光市は楽園などではなく──文字通り夢も希望もない牢ろう獄ごくだ。

　自暴自棄になった藤堂は、転校初日から学校をサボり、どこか人通りのない静かな場所はないか、死んでもいつまでもバレないような場所なら最高だ……そんなことを本気で思いながら、足の向くままふらふらと山を登った。

　小さな神社へと続く小道から、さらに獣道に足を踏み入れ、遠くから聞こえてくる滝の音に引き寄せられるように、藤堂灯夜は歩き続けた。

　十五分ほど歩いたところで、不意に視界が開けた。

　立派な滝。落ちる水音しか聞こえない世界。

　そこに、滝に打たれる一人の少女の姿があった。

　近くの岩の上には、少女のものと思われる赤い着物と白い肌はだ襦じゆ袢ばん──そして、日本刀。

　──少女は裸だった。

　綺き麗れいだと思った。藤とう堂どうは暫しばし、呼吸をするのも忘れていた。体つきが幼いとかそんなこととは別次元に、性的な目で彼女を見ることが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるくらいに、存在そのものが美しいと思った。とてつもなく神聖なものを見てしまった気がした。魂を直接がつんと横殴りにされたような気がした。

　一切の雑念から切り離され、ただひたすら、身動き一つせずに一心に滝に打たれる少女。そこには、完成された一つの世界があった。

　その世界を──自分が穢けがしてはいけないと思った。

　だから、藤堂は逃げた。少女に気付かれぬよう足音を忍ばせて……逃げるように来た道を戻った。

　山を下りたところで、今度は笑いがこみ上げてきた。中学の頃ころからそれなりに女の子とも仲良く付き合ってきて、月光症候群が発症してからは血液をもらうために何人もの少女をタレントを使って操り、ついでにいただいてしまったことさえある自分が、あんな子供の裸を見たくらいでこんなにも動揺していることが信じられなかった。

　あんな少女に…………一ひと目め惚ぼれしてしまったことが、信じられなかった。

　あまりにも馬鹿馬鹿しかったので……死ぬ気も失うせた。

　翌日、転入先の学校の教室で彼女を見つけたとき、心臓が跳ね上がった。だからそれ以来、藤堂はことあるごとに彼女──久く遠どうくおんに絡んだ。

　自分をはじめ、ほとんどの人間がどこか投げやりに日々を送っているこの街で、ただ一人凛りん然ぜんとした輝きを放つ彼女に、吸い寄せられるように。

　彼女が第一印象の通りの真まっ直すぐな少女だということはすぐに判った。

　自分の恋が勘違いではないと確信した。だが、異能を使って彼女を自分のモノにしようとは思わなかった。甘い言葉で口説こうとも思わなかった。

　以前霧きり村むら聖せい司じに言ったように「好きな娘こについつい意地悪してしまう小学生心理」というのも確かにあったのだろうが──多分、自分は彼女に、

「……嫉しつ妬としてたんだろうな……」




『────それでは決勝戦、試合開始です!!』




　藤堂が無意識のうちに声に出して呟つぶやいたのと同時に、アナウンサーの声が高らかに響いた。試合開始の銅ど鑼らが鳴る。

　すぐには動かず、睨にらみ合う久遠くおんと御厨みくりや槐えんじゆ。

　藤堂の位置からは直接くおんの顔は見えない。だが、藤堂の席の向かい側に設置されている巨大モニターが、彼女の顔を大きく映し出していた。彼女はいつものように、黒い瞳ひとみで真まっ直すぐに相手を見つめている。

　……羨うらやましいな委員長。ちょっと俺おれと代われよ。

　そんなことを思う。もっとも、藤とう堂どうでは相手にもならないだろうが。この街に来て以来、あれほど大事だったサッカーもぴたりとやめてしまい、体力はガタ落ちしている。

「……参ります」

　くおんが微かすかに口を開き、告げた。同時に軽やかに地面を蹴けり、御厨みくりや槐えんじゆへと真っ直ぐに向かっていく。これが彼女の必勝パターン。相手にタレントを使わせる暇を与えない神速の斬ざん撃げきで、プレートを叩たたき割る。

「……あーあ……めんどくさい人が残ったなあ……」

　御厨がぼやく。……だが彼も、くおんがいきなり仕掛けてくることは読んでいた。そのための対策もしている。

　御厨のプレートは──背中にあった。

　プレートは見えるところにさえ付けられていればいいので、べつに反則ではない。それに自分の見えない位置にプレートを付けることはデメリットも大きい。死角からの攻撃に対処できないし、いざというとき手や腕を使ってプレートを守ることが不可能。絶対に相手に背を向けることは許されず、吹っ飛ばされて壁や床に身体を叩きつけられたらそれで終わりだ。複数の敵を相手にしなくてはならない予選の《サバイブ》や、全方位からの攻撃を得意とする第一試合のコウモリ使いや第三試合の野球ボール使いが相手だったら、自殺行為もいいとこだろう。

　だが、久く遠どうくおんの攻撃手段は刀。彼女のように接近戦しかできない選手が御厨のプレートを割るには、彼の背後をとるしかない。しかも藤堂がちらっと小耳に挟んだ話では、御厨の反応速度は全選手の中でも最高レベルと名高い。

「……委員長の奴、勝つ気満々じゃねえか。……頑張れよ、くおんちゃん」

　御厨は友達だが、やはり応援するとすれば友達よりも『好きな人』の方だろう。

　御厨に向けて高速で駆けるくおんが急に方向を変えて、相手の背後に回り込もうとする。だが御厨もくおんの動きに合わせ、巧みな足運びで隙すきを見せることなく方向を変える。

　いつの間にか、御厨の全身からは黄金色のオーラのようなものが立ちこめていた。

　鞘さやに入ったままの刀の柄つかに手をかけて、くおんは御厨の周囲を警戒しながら回り、隙を窺うかがう。じりじりと距離を詰め──不意に、飛んだ。

　予備動作もまったくなしで、くおんは軽やかに跳躍。御厨の頭上を跳び越えるように二メートル以上もの高さまで跳び上がった。このまま御厨の後ろに着地し、振り向きざまに刀を振るいプレートを砕いてジエンド──それがくおんの狙ねらい。

　だが、御厨はまるでそんな彼女の動きを待ちかねていたかのように、右腕を下から上へ何かを掬すくうように大きく振り上げた。

「【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──モード《網ネツト》」

　御厨みくりやの全身を覆う金色の霧が五本の指先に収しゆう斂れんし、さらにそれぞれの指先から太い紐ひも状じように変化して伸びていく。五本の紐ひもは複雑な軌跡を描きながら、まさに『網』のようにくおんの身体に覆い被かぶさる！

「……っ！」

　くおんは一瞬驚きよう愕がくの表情を浮かべたものの、瞬時に対処する。空中で刀を抜刀し、金色の網を力任せに叩たたき斬きった。

　──たっ。

　網から逃れたくおんが地面に着地する。予定通り振り向きざまに御厨の背中を斬ろうとするが、既に御厨はくおんの間合いから遠ざかっていた。さらに、

「モード《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》！」

　斬り裂かれた黄金の糸が再び御厨の右手に収束して、声と同時に今度は無数の光の散弾として発射される。くおんのプレートはこれまでと同じく心臓の部分。そこへ真まっ直すぐに襲い来る光弾を彼女は横に跳んで回避しようとした。

　だが。『追尾型』の名が示す通り、光の弾はくおんが回避した方向へと急に軌道を変えて追いかけてきた。

「……面めん妖ような……っ！」

　散弾が自分に当たる直前、くおんはさらに跳躍。さすがに反応しきれずに、多くの光の弾が地面に当たって砕け散る。だが、なおも軌跡を変えてきた幾つかの弾がくおんの肩や腰にヒット。プレートに当たりそうだった弾だけは、刀の鞘さやで弾はじいて防いだ。

「……ちょっとは、痛いです」

　くおんが少し不愉快そうに顔をしかめた。が、大きなダメージではないようだ。

「モード《鞭ウイツプ》！」

　御厨の攻撃は止やまない。再び右手に光が収束し、今度は長さ五メートル近い光の鞭むちへと変化する。

「たあっ！」

　五メートル先から振るわれた鞭を、くおんは半歩後ろに引いて紙一重で回避する。地面が僅わずかに抉えぐれる。スピードはあるが、破壊力はそれほどでもない。それでも、薄っぺらい陶器のプレートを砕くには十分すぎる威力だが。

　ビシィ──ッ！

　御厨が大きく一歩前に踏み出してさらに鞭を振るう。再びくおんは回避する。しかし反撃の隙すきを与えず、御厨はさらに連続して追撃を放つ。

『おおっとっ！　御厨選手の猛攻で久く遠どう選手、徐々に隅へ隅へと追いつめられていく！』

　観客の熱狂と、アナウンサーの絶叫。「キャーッ！　槐えんじゆサマステキ──ッ！」と藤とう堂どうの後ろの席で女の子が叫んだ。

　……委員長モテモテだなオイ。……どうするくおんちゃん。

　アナウンサーの言葉通り戦場は徐々に会場の端へと移行する。このままではやがて追いつめられて終わりだ。だが、そのとき。

　──ズバッ！

　くおんが神速の居合い斬きりでもって、高速で迫り来る鞭むちを途中で切断した！　しかし切断されても鞭の勢いはそのまま、くおんの腹を痛烈に打ち据える。

「……っ！」

　くおんが痛みに顔をしかめる。しかしプレートは無事だ。肉を斬らせて骨を断つ戦法に、御厨みくりやの顔に動揺が浮かぶ。攻撃のチャンスは今しかない！

　迷いなく、くおんは抜き身の模造刀を振りかぶり、御厨目がけて疾駆する。御厨が身構え──くおんは、彼の身体が刀の間合いに入ったところで跳躍、背後をとる。空中で方向転換して、上段からプレートを叩たたき斬るべく刀を振り下ろした。

「く……っ！」

　紙一重で、御厨はごろごろと地面を転がってくおんの斬ざん撃げきを回避。服も腕も砂まみれになり──しかし、背中につけたプレートはかろうじて無事だった。

「……さすがです御厨様」

　刀を鞘さやに納めて居合いの構えをとり、くおん。

「……今のはちょっと……本気で危なかったけどね……」

　立ち上がり、冷や汗を浮かべながら、御厨が微苦笑する。

「芙ふ深み姉ちゃんから凄すごいとは聞いてたけど……ここまでとは思わなかった。……ちょっと……真面目まじめにやろう」

　御厨の全身から再びオーラが立ちこめる。

「……させません！」

　技を封じるため、くおんはプレートではなく正面から御厨に斬りかかっていく。最初の居合いを紙一重でかわした御厨、二撃目、三撃目四撃目五撃目と軽やかなステップで回避を続ける。しかしくおんの猛攻は反撃の隙すきを許さない。

『おおっとぉっ！　今度は御厨選手が防戦一方だあああ────ッ!!』

　アナウンサーが興奮気味に叫んだ瞬間。

「──モード《散弾銃シヨツトガン》！」

　御厨の右手から、光の弾丸が連続して撃ち出される！　特に狙ねらいも定めない、明らかに牽けん制せい用の攻撃だ。くおんが回避した隙に新しいモードに切り替える戦略だろう。

　──だがくおんは、避よけなかった。

　プレートに当たりそうな攻撃だけを鞘さやで防ぎ、他ほかは全すべて無視してひたすら御厨みくりやを攻める。光の弾がくおんの肩、腰、腕、頰ほおを直撃！　しかしどれだけ食らってもくおんは怯ひるまない！　光弾が打ち止めになり──くおんは真まっ直すぐに御厨を見つめる。

　この距離ならば──くおんのスピードならば、たとえ御厨が相手でも一瞬で背後に回り込み、プレートを砕くことが可能だろう。

　くおんが刀を中段に構え、軽やかに地面を蹴ける。御厨の左側を抜けて背後に──

「やった……！」

　藤とう堂どうが思わず拳こぶしを握りしめた──そのとき。

「モード《大砲バズーカ》」

　くおんの脇わき腹ばらにラグビーボールを一回り大きくしたような光の砲弾が直撃し、彼女の身体が二メートルほど吹っ飛ばされた。右手からは《散弾銃シヨツトガン》を出したばかりで、新しい技を放つには若干のタイムラグがある筈はず──だった。

　だが、《大砲バズーカ》が放たれたのは御厨の右手ではなく……左手だった。

　いつの間にか。

　御厨の左手は、右手と同じ、濃い黄金色の霧で輝いていた。

「──【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──システム《分離デイバイド》」

　よろめきながら立ち上がるくおんに向き直り、御厨は淡々とした口調で言う。

「モード《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》アンド《鞭ウイツプ》」

　左手から無数の光弾が発射される。くおんは軌道を強引に修正し追ってくるそれを、何度も跳躍して回避を続け、時には刀の鞘で叩たたき落とす。そんな彼女を悠然と見つめる御厨の右手からは、五メートルほどの光の鞭むちが再び出現する。

　全ての光弾を凌しのぎきったくおん目がけて、光の鞭が迫り来る。

「──くっ！」

　かわしきれず、くおんの右手に鞭が当たり鈍い音が響く。さらに休む間もなく御厨が鞭を振るう。左手からは再び光の散弾が発射される。

『こ、ここへきて御厨選手、これまでの試合で一度も見せたことのない、両手でのタレント発動です！　すごいです！　こんな技を隠し持っていたなんて、きゃーっ！　御厨クン、かっこいいですうぅ!!』

　アナウンサーにあるまじき黄色い歓声が場内に響く。どうやら彼女も実は御厨のファンだったらしい。

「……使えるようになったのはつい最近なんだけどね……」

　御厨が顔を赤らめつつ苦笑を浮かべた。

「……おいおい、えげつねえよ委員長……」

　藤堂は顔を引きつらせて、大きくため息をついた。

《鞭ウイツプ》一つだけでも追いつめられていたのに、そこへ他ほかのタイプの攻撃まで加わってはどうしようもない。逃げるだけでも精一杯なのに、どうやって敵の背中のプレートを砕けというのか。流石さすがの彼女も……駄目だろう。

　それを認めるかのように、くおんは御厨みくりやから大きく距離をとって「……ふう……」と大きくため息をついた。

「……もはやこれまで……ですか」

　ぽつりと呟つぶやいたくおんに、御厨は散弾を放つのをやめる。光の鞭むちは出したままだ。

「……降参してくれるの？」

　問いかけに、くおんは鞘さやから刀を抜き──ぽい、と無造作に放ほうり投げた。やはり降参するのか……と、藤とう堂どうをはじめ観客の多くが落胆の表情を浮かべた。

　くおんは、無表情で淡々と宣言する──。




「……もはやこれまでです……仕方ありません、タレントを使います」




　その言葉に──会場全体が一瞬、静まりかえった。御厨も、「え……今、なんて？」と怪け訝げんな顔をしている。

　くおんはそんな周囲の戸惑いなど意に介さず、手にした鞘を聖火のように頭上に掲げ、目を閉じ、祈るように囁ささやく。




「────【草薙の剣エンド・オブ・レジエンド】──全すべての魔を祓はらいなさい」




　刹せつ那な。

　突如、鞘から優しい七色の光が発生した。水面に波紋を描くように光は拡散し──やがて消える。くおんがゆっくりと掲げた鞘を下ろし、刀と同じく無造作に地面に投げた。からん、と軽い音を立てて転がる鞘。

「……何が起きた……？」

　怪訝に思って藤堂はくおんを注視するが、彼女は悠然と佇たたずみ動かない。次いで御厨の方を見ると──彼が手にしていた光の鞭が、いつの間にか消えていた。それどころか、両手を覆っていた濃い金色の霧も消滅している。

「あ、あれれ……？」

　御厨が慌てた様子で再び意識を集中し、タレントを発動させようと試みる。だが、何も起きない。そんな彼の様子を無感情な瞳ひとみで見つめながら、くおんが口を開く。

「……何な故ぜか勘違いされていたようですが……私のタレントは刀を強化する『変化系』などではありません。刀ではなく……鞘を媒介に全ての奇き蹟せきを無効化する空間を創つくり出す、『空間系』の力です。今から五分間──私が今立っている場所を中心とする半径百メートル以内の空間では、あらゆるタレントが使えません」

「え、ちょ、そんな……」

　御厨みくりやが狼狽うろたえて引きつった笑みを浮かべる。

「だ、だって久く遠どうさん、前に藤とう堂どう君を追いかけながら、机や椅い子すをザクザク斬きってたじゃないか！　あんなの普通の刀じゃ……」

「……あの刀は超硬合金製なのです。氷ひ川かわ様にいただきました」

　くおんはけろりとした顔で言った。

　超硬合金──主に金属加工用の工具に使われる合金である。これで刀を作ると、鉄を斬っても刃こぼれしないリアル斬ざん鉄てつ剣けんが出来上がる。

　……おいおい……マジかよ……。

　藤堂は引きつった笑みを浮かべた。どうやら彼女はこれまでの試合、ずっとタレントを封印して勝ち進んできたらしい。理由は恐らく──

「な、なんでこれまでの試合では使わなかったのさ？　予選だって、この力があったらあの槍やり使いにだって簡単に……」

「……御厨様。簡単に倒してしまっては腕試しにならないではありませんか」

　何な故ぜそんなことを訊きくのか分からない、みたいな少し呆あきれた口ぶりでくおんは言った。












「……というわけで、御厨みくりや様。よくぞ私をここまで追いつめました。本当は最後まで剣術だけで戦いたかったのですが……あるお方に優勝するよう応援されてしまいましたので、せっかくなので優勝することにします」

　決定事項のように淡々とくおんは言った。

「……でも、五分間でその力は無効になるんだよね……？」

　御厨が確認する。くおんは「はい」と頷うなずき、

「……ですが御厨様。……まさか、タレントを使わずに私と五分以上戦えるとでも思っておられるのですか？」

「……う……」

　えもいわれぬ迫力に気け圧おされ、御厨がたじろぐ。だが気勢を振り絞り、

「そ、そんなこと、やってみなくちゃわかんないだろ！」

　御厨がくおんの方へ突進する。くおんほどではないが──疾はやい。それに御厨の体術は相当なものだ。前回の試合では、御厨はほとんどタレントを使うことなくタイガー少女の全方位からのボール攻撃を凌しのぎきっている。

「……では、参ります」

　くおんは地面に転がる刀と鞘さやを拾うこともなく、何の構えもとらず御厨に向き直る。

「……？」

　怪け訝げんな顔をしながらも、御厨はくおんとの距離を一気に詰め、胸元のプレート目がけて高速のパンチを放つ。刀を持っていないからといって油断している様子もなく、一気に勝負を決めてしまおうという気迫の込められたいいパンチだ。

　だがくおんは、傍はた目めにはのんびりしているとさえ感じられるような緩やかな足運びで、御厨の攻撃を紙一重で回避した。

「く……っ!?」

　体勢を崩しそうになりながらも、今度は左手の手刀でプレートを狙ねらう。しかしそれもあっさりとくおんにかわされる。御厨はさらに連続して拳こぶしを放つ。時にはフェイントも交えながら……ついには足まで使いながら。

　しかしくおんは、まるで日本舞踊のようにひらひらと、涼しげな顔で御厨の攻撃を全すべて受け流してしまう。

「……な、なんで、当たらないんだ、よおっ！」

　苛いら立だたしげに呻うめき、御厨はまず動きを封じるべく、くおんの腕を摑つかもうとした。しかしその手をするりとかいくぐり、くおんの身体が宙に浮いた。まるでそこだけ無重力になったかのように、軽々と御厨の頭上を跳び越え、空中で宙返り。御厨の背後に、すたっ、と軽やかに降り立つ。

　御厨が慌てて振り返る。が、背後をとったというのにくおんは攻撃してこなかった。

「……やっぱり、刀がないと動きやすいですね」

　軽く呼吸を整えながら、剣客にあるまじきことを言うくおん。

「な、なんなのさその動き……おかしい……何で当たらないの……？」

　するとくおんは微かすかに首を傾かしげ、

「……なんなの、と言われましても。ごく普通の護身術ですが」

「ご、護身術……？」

「……はい。『干かん戈か全ぜん葬そう流』──私がこの街に来る前に実家の道場で学んでいた、剣、槍やり、斧おのなどあらゆる武器から無手で身を護まもるための護身術です」

「……え。…………無手で……？」

　くおんは無言でこくりと頷うなずく。

「じゃ、じゃあ刀は!?　なんで刀なんて持ってるのさ!?」

「……鞘さやだけでは格好がつきませんので」

「で、でもついさっきまで普通に剣術で戦ってたよね……？」

「……せっかく立派な刀が手に入ったのでとりあえず剣の道でも極めてみようと思い、一年半ほど前から稽けい古こを始めたのです。暇でしたし」

「せっかく!?　とりあえず!?　ひ、暇…!?」

「……しかし私もまだまだ未熟です。氷ひ川かわ様から借りた書物に載っていた龍りゆう追ついなんとかや九く頭ず龍りゆうなんとかは使えるようになったのですが、刀からかまいたちや炎を出す技が全然できません。月光症候群によって大幅に上昇した身体能力をもってしてもこれでは、先が思いやられます。剣の道、奥が深い……」

　なにやら一人でブツブツととんでもないことを言っている。

「……は……はは……」

　我知らず、藤とう堂どうの口から乾いた笑い声が漏れた。

「ははは、はははは……」

　……どうやら自分は、とんでもない少女を好きになってしまったらしい。

　久く遠どうくおん──自分の常識を遙はるかに上回る変人だ。多分、自分はもう二度と……彼女から離れられないだろう。完全にノックアウトされた。彼女の魅力に雁がん字じ搦がらめにされた。他ほかの女なんて見えない。もう駄目だ。好きすぎて死ぬ。

　藤堂灯とう夜やは、初めて月光症候群に感謝した。初めて夜や光こう市しに来て良かったと思った。不条理な現実に散らされた夢も、この恋の前ではただの過ぎ去った思い出話だ。

　くおんが淡々と告げる。

「……さて、そろそろ時間ですので、決着をつけてしまいましょう」

　御厨みくりやが完全に気け圧おされながらも気丈に構える。

「……くっ、ぼ、僕だってこれでも……芙ふ深み姉ちゃんに『槐えんじゆはやればできる子じゃ』って言われてるんだ……！」

　シスコン全開の台詞せりふを吐いて、御厨みくりやが果敢にも突撃を敢行する。御厨とくおんの距離が一気に縮まり──御厨の打撃。一撃目はフェイント。二撃目もフェイント。三撃目は牽けん制せいの軽いジャブ。そして四撃目に本命──万全の体勢から放たれる、神速の貫ぬき手。鋭利な刃やいばにも似た、渾こん身しんの一撃。

　それと同時に。




「────久く遠どうくおん！　俺おれは、君が好きだ!!」




　空気を読まないいきなりの告白が客席から飛ばされた。声の主は、藤とう堂どう灯とう夜や。

　くおんの顔が真っ赤に染まる。

「……な、何をいきなり……！」

　そんなことはお構いなく、御厨の攻撃が胸元のプレートに迫る！

　くおんは身体を捻ひねり最小限の動きでそれを避よけ、「くっ!?」続いて右手で御厨の襟を摑つかみ、「ええっ!?」左手では腕を摑み、素早く身体の重心を移動、「うわあっ!?」身体を捻ねじりながら御厨の身体を担ぐように持ち上げ──




「──あなたなんかっ！　大っ嫌いですっ!!」




　渾身の力を込めて、御厨の身体を背中から地面に叩たたきつける！

　──見事なまでの一本背負い──柔道の技が綺き麗れいに決まった。

　ぱきっ、と御厨の背中のプレートが割れる小気味良い音がして。

「……ぼ、僕にやつあたりしないでよぉ……」

　世にも情けない声で抗議して、御厨はがくっと気を失った。御厨の傍らに立つくおんが、パンパンと手を払う。

　数秒の沈黙が支配し────

『しょ、勝負あり……！　勝者、久遠くおん選手！　第十二回《水すい鏡きよう杯はい》を制したのは、サムライガール……だと思ったら実は違った、久遠くおん選手で────すっ!!』

　割れんばかりの拍手と大歓声が会場を包む。観客が立ち上がり、くおんの勝利と御厨の健闘をたたえる。

　……その中でただ一人、藤堂灯夜だけは、席に座ったままただじっと、無言で久遠くおんの方を見つめていた。その表情は、やけに晴れやかだ。振られたというのに。

　……何度でも挑戦すればいい。何な故ぜなら自分は、彼女が好きなのだから。

　妙に悟った気持ちで、藤堂は微笑ほほえみを浮かべた。と、そのとき、こちらを振り向いたくおんと目が合った。

「……馬ば鹿か。もう知りませんっ」

　くおんはキッと藤とう堂どうを睨にらんだあと、膨れっ面で足取り荒く試合場を出て行く。

『ああ、久く遠どう選手、ちょっと待ってください、あの、だから待ってってば！　優勝インタビューとか色々！　あとこのあと授賞式とかもあるんで！　スタッフ～！　ちょっと久遠選手を引き止めて！』

　……藤堂は、苦笑を浮かべてぽつりと呟つぶやく。

「……へいへい。俺おれはどうせ馬鹿ですよ」

　自分がどうすればよかったか、どうしたかったのか、今いま頃ごろ気付くほどの大馬鹿だ。

　だから馬鹿なりに……精一杯当たって砕けようと、藤堂灯とう夜やは心に誓った。
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　──一方その頃ころ。

「ふむ……ま、こんなところですかな」

　蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みを医務室に連れて行ったあと爆弾探しを再開したシドは、周囲の奇異の視線を浴びながら額の汗を拭ぬぐう真ま似ねをした。

　人通りのあるところに仕掛けられていた爆弾は大方解除した筈はずだ。自慢の高性能ウサギイヤーにも反応はない。広大な学園なのでもしかすると誰だれも行かないような地下の隅の方にはまだ取り残しがあるかもしれないが……恐らく問題ないだろう。昨日予選が行われていた第一～第四地下闘技場は、今日は立ち入り禁止になっているし。

「小生、まさしくヒーローですな。これでもう役立たずとは言わせませんぞ」

　満足げに頷うなずく。と、そのとき、闘技場内から割れんばかりの大歓声が聞こえてきた。どうやら決勝戦の決着がついたらしい。

　聞こえてきた優勝者の名前は『久遠くおん』。氷ひ川かわ真ま那な──シドの主である《原型アーキタイプ》蛇遣いをその身に宿す少女の、友人の名前だ。

「ほほう、さすが御主人の御友人であらせられる。冬ふゆ木き陽よう子こ殿といい久遠くおん殿といい小生といい、御主人は人を見る目がありますなあはっはっは」

　あつかましいことを言いながら、シドは客席へ向かった。

『──それでは、優勝した久遠選手からお話を伺ってみようと思います！』

　試合場の真ん中で、マイクを持ったスタッフの少女に、赤い着物を纏まとう少女がインタビューを受けている。

『優勝おめでとうございます久遠選手！』

『……は、はい。そうですね』

　客席のモニターには頰ほおを赤らめるくおんの顔が大きく映し出され、「かわいー」とか「くおんたーん！」などと声がかかる。

『今のお気持ちを聞かせてもらえますか？』

『……え……べつに……』

『決勝戦はすごい白熱した戦いでしたが、どうでしたか!?』

『……どう、と言われても……』

『その強さの秘ひ訣けつを教えてくれませんか？』

『……べつに……ないです』

　…………。

　…………こんな調子で、嚙かみ合わないインタビューは続いた。

『そういえば久く遠どう選手、試合中に観客席からいきなり告白されましたが、お知り合いでしょうか!?』

　くおんの顔がボッと火がついたように真っ赤になった。

『…………し、知り合いです。一応』

『では「あなたなんか大嫌い！」という発言はやはり、御厨みくりや選手ではなく彼の告白に対する返事ということでいいのでしょうか!?』

『よくないですっ！　…………え、あ……や、やっぱりいいです。わ、私は……藤とう堂どう様のことなんて、き、嫌いですから……』

『ほんとにそうですか？　ツンデレなんじゃないですか？』

『……つんでれ？』

『普段はツンツンしているけど二人きりのときはデレデレになっちゃう人のことです！　……というのが一応の定義らしいですけど私としては異論があります！』

『……異論があると言われても……』

『で、どうなんですか！　ホントは好きなんじゃないですか!?』

『え、す、好き!?』

　まるで今初めてその単語に思い至ったと言わんばかりに、くおんの声が裏返った。顔を俯うつむけてもじもじと、

『……す、好き……？　私が……？　いえ、いえいえそんな……馬ば鹿かな……え、でも……うぅ……本当はそんなに嫌い……ではないような……う……えと、その……』

『久遠選手？』

『……こ、このような辱めを受けたのは初めてです！　ちょべりばです！　いいですか、これは超・ＶＥＲＹ・ＢＡＤの略で私は著しく気分を害したという意味なのです！』

『し、失礼しました！　調子に乗りすぎましたあ！』

　模造刀を抜いたくおんに、インタビュアーがぺこぺこと平謝りして、会場内は笑いに包まれる。

「はっはっは、試合中に告白とは、なかなか面白い少年がいるものですなあ」

　シドは普段から開いているかどうか分からないような目をさらに細めて笑った。

　ちょうどそこで、ウェーブのかかったピンク色の髪の少女が試合場に入ってきて、インタビュアーとくおんの方に向かって歩いていく。彼女の手には赤く光るトロフィーがあった。シドの高性能ウサギアイならば幾何学模様の刻まれた円柱に三日月が乗っているようなデザインがハッキリと判るのだが、普通の人間の場合、遠眼では殺虫剤のスプレー缶にしか見えないような気もする。

　少女がインタビュアーにトロフィーを渡し、試合場を出て行く。

『それでは久く遠どう選手に、《水すい鏡きよう杯はい》優勝トロフィーをお渡ししたいと思います！　このトロフィーを見せれば、赤あか月つき祭さいのあらゆるお店で飲み食いし放題、全すべての企画でＶＩＰ待遇が受けられることになっています！　どうかめいっぱい楽しんでください！　あ、ちなみに後夜祭でも改めて表彰させていただきますので、帰らないでくださいね？』

『……はあ……分かりました』

　くおんが微妙にめんどくさそうに頷うなずくと同時に、スピーカーから盛大な音楽が流れる。

『では会場の皆様、久遠選手に盛大な拍手をお願いします!!』

　客席を埋め尽くす大観衆が自然に立ち上がり、久遠くおんに大きな拍手を送る。

　その拍手の音に混じって。

　シドの超高性能ウサギ耳が、聞き覚えのある音を捉とらえた。

　……──カチ、カチ、カチ、カチ、カチ──……

「……むむ……？」

　さっきまで一生懸命処分してきたクマの人形の中から聞こえてきたのと同じ音──。

「むむ、むむむむ……!?」

　シドは意識を耳に集中──位置は………………闘技場の中心。現在久遠くおんとインタビュアーの二人がいる場所──優勝トロフィーの中！

　シドは慌てて客席の最前列に駆け寄り、叫んだ。




「そのトロフィーッ!!　ちょべりばですぞ──────ッ!!」




　瞬時に反応できたのは、会場にいる七千人の中で、久遠くおんただ一人だった。

「……！」

　ほとんど直感的に危険を察知したくおんは、もったいぶった様子でトロフィーを掲げるインタビュアーの手からトロフィーを引ったくる。

　それからトロフィーを遠くへ放ほうり投げようと周囲を見渡し、三六〇度全てに大勢の人がいることに気付き投げるのは諦あきらめてその場に置いて、インタビュアーの手を引きその場から離れようと駆け出し──

　───た、まさにその瞬間、


　　　爆弾が──爆発した。
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　安っぽいアクション映画のような派手な音を立てて、突如優勝トロフィーが爆発した。走り出した久く遠どうくおんのすぐ近く──どうしようもないほどの至近距離で。

　それでも彼女は奇跡的な反応速度で、事情の飲み込めていないインタビュアーを庇かばうように突き飛ばした。あるいは彼女のスピードならば、自分の身を最優先にしていれば逃げることが可能だったかもしれない。しかし久遠くおんは、インタビュアーの少女を助けようとした。というか、自分だけ逃げるという選択肢など頭の片隅にもなかっただろう。

　藤とう堂どう灯とう夜やの知る久遠くおんとは、そういう少女だ。

　だから。




　久遠くおんは死んだ。




　厳密には……まだ呼吸はあるのかもしれない。しかし右の太ふと腿ももから脇わき腹ばらまでの肉がゴッソリと消失、そこから大量の赤い液体を垂れ流し、傷口と呼ぶには生やさしい破壊された肉体の断面から血の海へとはみ出ているのはもしかしたら腸ではないか、美しい顔は自らの血で凄せい惨さんに染まり、全身から余すところなく出血しトロフィーの欠片かけらがあちこちに突き刺さり右肩から下は……血の海に倒れている久遠くおんの身体から三メートルほど離れた場所で恐怖に顔を引きつらせてへたりこんでいるインタビュアー、その目の前に転がっている赤い物体はもしかしてあれはもしかしたらもしかすると……手ではないのか？　右肩から右手までを繫つなぐパーツ……具体的には腕は、どこにもない。爆発が奪い去った。

　そんな状態の彼女を……大丈夫、まだ死んでないから大丈夫と言うことが誰だれに出来る？　……ナンダコレ。

　闘技場内は騒然となる。しかしそんな雑音は藤堂灯夜の耳に入らない。何も聞こえない。

「ちくしょうっ!!」

　絶叫し、藤堂は道を塞ふさぐ邪魔な観客達を押しのけて、客席から出て長い地下の廊下をひた走る。『選手及びスタッフ以外立ち入り禁止』と書かれた立て看板を蹴けり飛ばし、試合場への道を急ぐ。顔を恐怖と怒りと慟どう哭こくと絶望に歪ゆがませてひた走る。

「馬ば鹿か野郎、馬鹿野郎、馬鹿野郎、馬鹿野郎、馬鹿野郎、馬鹿野郎、馬鹿野郎馬鹿野郎馬鹿野郎馬ば鹿か野郎馬鹿野郎馬鹿野郎くそったれくそったれくそったれくそったれくそったれくそったれくそったれくそったれくそったれくそったれえええええええ!!」

　全すべてが憎かった。何な故ぜトロフィーが爆発？　トロフィーに爆弾。仕掛けた奴は殺してやる。よせばいいのに見ず知らずの女子生徒を庇かばった久く遠どうくおんの馬鹿野郎。爆発する直前になってから叫んだ奴の馬鹿野郎。インタビュアーのくそったれ。観客のくそったれ。彼女を守れなかった藤とう堂どう灯とう夜やのくそったれ。糞くそ馬鹿野郎。こんな理不尽で不条理な現実を前触れもなく突きつける世界のくそったれ。夜や光こう市しに来てよかったと思った途端にこれか。俺おれが一体何をした。色々したか。だとしても何故、自分ではなく自分の好きな人の方を傷つける！　そこまで俺が憎いのかこの世界は！　憎い。全てが憎い!!




　──そのとき。藤堂灯夜の頭の中で、何かが弾はじけるような感覚があった。




　自分の記憶ではない何かが、フラッシュバックのように脳髄を軋きしませる。

　知らない景色／時代劇のような／古い民家／囲い炉ろ裏り／木の床／藁わら草履ぞうり／血の付いた柱／血ち塗まみれの壁／血塗れの着物／血塗れの女性／血塗れの子供／死体／血塗れの女性と子供／妻子／妻子の死体!!／血塗れの自分の身体／動かない／血塗れの大太刀／妻子と自分を斬きった刃／見下ろす男／大柄／袴はかまと水すい干かん／平安時代の服みたいな／年の頃ころ三十半ば／無精髭ひげ／婆ば娑さ羅ら髪／男が去る／床を這はいずる自分／男を追う／家の外／農村／男／銀髪の少女／去ってゆく二人／届かない手／赤い視界────世界が、憎い。あの男が憎い……！




「……江え須す田だ……葉よう観かん…………殺す……」




　いつの間にか足を止めていた自分の口から、聞き覚えのない名前と共に憎悪の呻うめきが漏れた。自分の声でハッと我に返り、藤堂は呆ほうけた顔で目を瞬しばたたかせる。

　……なんだ、今の？

　不可解に思いながらも、しかしすぐに、今はそれどころではないと藤堂は気付く。

　正体不明の誰だれかの記憶がいきなり甦よみがえったなどというどうでもいいことは意識の片隅に打ち棄すて、藤堂はくおんが倒れている試合場へと急いだ。
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　ユウの演劇『紅月の姫』の上演が終わったあと、俺──霧きり村むら聖せい司じは再びメイド服に着替え、喫茶店《ＡＬＩＣＥ》の仕事に励んでいた。

　午前ほどではないとはいえ客の入りは途切れることなく、外に並んでいるお客さんもいる。だが、シドの流したデマに踊らされた客はさすがに少なくなり、どうにか最大の修羅場は脱したという感じだ。

　あとはラストスパート……と言うにはまだちょっと早いが、このまま閉店時間までどうにか乗り切ろう。寝たことで疲労も回復したし……大丈夫だろう。いける。

　……とはいえやっぱり、ユウの演劇を寝て過ごしてしまったことには、かなり罪悪感がある。陽よう子この話では、なかなかいい舞台だったらしいし。陽子は、俺おれが寝ていたことは内緒にしてくれると言っていたけれど……。

「……やっぱり正直に謝った方がいいような気がするな……」

　使用済みの食器を調理室へ運んでいるとき俺が呟つぶやくと、

「えんげきのことー？　おにちゃん、まだ気にしてたんだ」

　同じく皿を運んできたメイド服姿の金髪幼女──朱雀すざくがニコニコと話しかけてきた。

「だいじょぶだいじょぶ！　お菓子でもあげててきとーに上手だったよとか褒めればバレないよー。ゆーちゃん頭悪いからー」

「ウフフ……相変わらず真っ黒ね朱雀ちゃん……」

　口を挟んできたのは、これまたメイド服を着たセクシーなお姉さん。

「せーりゅーちゃん、なれなれしいよー？」

　すうっと目を細め、朱雀が言った。青せい龍りゆうの肩がびくっと震える。

「ご、ごめんなさい！」

「あははー、やっぱり青豚は駄目だよねー。ちょっと一緒にお仕事してるだけでお友達感覚ですかー？　もう七枚もお皿を割ってるド低能なのにねファック！」

「そ、それは朱雀ちゃんが後ろから蹴けったから……」

「あっれー？　人のせいにするんだ!?　なんて浅ましい豚なのかしらファック！　えへへへ、自分が悪いってことも解らないお馬ば鹿かさんにはおしおきだね……」

「お、おしおき……うぅ……おしおき、してください、御主人様……わ、私は……どんなおしおきをされても構いません……ぞくぞく……！」

「じゃーねー、今からお店の真ん中でスカートをたくし上げてきて？」

「え、そ、そんな！　お許しください！　昨日からノーパンなのです！」

「あ、そーいえばパンツ穿はくの禁止って言ったけー。あれ冗談だったのにー。そんな命令に喜んで従うなんて、ほんとせーりゅーちゃんはいやらしいねー」

「うう……はい、私はいやらしい女です……」

「いやらしい女だったら人前でスカートの中を見せるくらい簡単でしょ？」

「……は、はい……やってきます……」

「やってくるな。お前らここを営業停止にする気か」

　あー、やっとツッコみが入れられた。この痴女姉妹の会話は割り込みづらいんだよ。

「やだなー。じょーだんだよファッキンおにちゃん」

「ファッキンお兄ちゃん!?」

　……そんな言葉を言われたのは初めてだぜ。

「……あーもう、とにかくもっと真面目まじめに働けお前ら。他ほかの二人を見習いなさい」

「『じ、自分は本当はこんな仕事したくないんですっ！』ってお客さんに紅茶をかけたり、『ふきふき』って股こ間かんにこぼれた紅茶をえっちな手つきで拭ふけばいーの？」

「……やっぱり見習うな。つーかお前ら四人とももう帰れ……」

「あ、そーいえばもう決勝戦終わっちゃったかなー」

　朱雀すざくがいきなり話題を変えた。……決勝戦か。さっきお客さんから聞いた話では、御厨みくりや槐えんじゆと久く遠どうくおんが決勝に残ったらしい。

「御厨とくおんちゃんか……どっちもアホみたいに強いからなあ……」

「ウフフ……私は久遠さんに頑張ってほしいわ……私、久遠さんの刀に何度も首を斬きられたりお腹なかを斬り裂かれたりして以来、あの快感が忘れられないの……ああ、もう一度あの刀で乱暴にズタズタにされてむごたらしく殺されたいわ……！」

　青せい龍りゆうが妖よう艶えんに笑いながら、事情を知らない者には……いや、事情を知っていてもドン引き必至の発言をする。

「えへへ、すざくはねー、えんじゅのおにちゃんにはあのファッキン小娘にたあっぷり現実を教えてあげてほしいなー。ボロボロになって敗北感にうちひしがれてるくどーちゃんを捕まえて調教してペットにするの。頭おかしくなるまで輪りん姦かんしてー、手足を全部もぎ取ってー、二度とやんちゃができないカラダにしてあげるのー」

　朱雀は幼い顔にドス黒い笑みを浮かべた。芙ふ深みさんと戦闘になったときこの四姉妹は玄げん武ぶ以外くおんちゃんに斬ざん殺さつされたことがあり、まだそのことを根に持っているらしい。

「返り討ちにあうのがオチだからやめとけ」

「むー。すざくたち、本気出したらすごいんだよー？」

「へいへい」

　膨れっ面の朱雀に軽く手を振って俺おれは店内に戻った、そのとき。

　いきなりパリーンと甲高い音を立てて、喫茶店の窓ガラスが割れた。

「────!?」

　どっかの特殊部隊のようにいきなりガラスを割って、窓の外から三階にあるこの喫茶店に侵入してきたのは、ウサギ頭の執事だった。

　なにごとかと騒然となる店内。

「またあんたかよ！　いい加減にし──」

　肩をいからせて詰め寄る俺の言葉を遮り、

「話はあとです霧きり村むら殿。急ぎ小生とご同行願います」

「はあっ？　何言って──って、うわああ!?」

　いきなり距離を詰めてきたシドが、俺おれの身体をその長い両腕で抱きかかえた。いわゆるお姫様だっこというやつである。何で俺がよりによってこのアホにお姫様だっこ！

「ぎゃー！　離せバカヤロー！　お前なんかにお姫様だっこされるくらいなら死ぬ！」

　じたばたする俺に、

「大人おとなしくしていてくだされ霧きり村むら殿。でないと舌を嚙かみますぞ」

　俺を抱きかかえたまま──シドは入ってきたときと同じように、綺き麗れいに割れた窓ガラスから飛び降りた！

「!?」

　重力がなくなるイヤな感覚のあと、とん、と軽やかに着地。そしてシドはごった返す人の群れを華麗に避よけながら凄すさまじい速さで走る。避けられないときはジャンプして跳び越えて空中で一回転。目、目が回る……。

「なんだあれ！　ウサギがメイドさんをだっこしてるぞ！」「何のイベントかしら」「エプロンドレスの女の子とキチガイウサギマーチヘア──『不思議の国のアリス』？」

　……うう、めちゃくちゃ注目されてるし……。もうお嫁に行けない……。

　シドが再び校内に入り、最短距離で地下の階段を駆け下りる。何をそんなに急いでるんだこのウサギは……。まさに『不思議の国のアリス』に出て来るウサギじゃないか。

　何やら騒然としている廊下を抜けて、スタッフおよび選手以外立ち入り禁止の札を越え、闘技場──《水すい鏡きよう杯はい》決勝トーナメントの会場へ。そこでようやく、シドが足を止めた。

「到着ですぞ、霧村殿」

「……うう……クソウサギ……」

　安全バーのないジェットコースターに乗せられた気分だ。頭ががんがんする……。

　シドがようやく抱きかかえていた俺を地面に下ろす。

　ふらふらして倒れそうになった俺の視界に──……




　……血の海に横たわる、明らかに致命傷だと判るほど身体が損壊した久く遠どうくおんと、その傍らで絶望の表情を浮かべて座り込む藤とう堂どう灯とう夜やの姿があった。
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「う……ん……」

　久遠くおんに敗北してそのまま気を失って医務室へと運ばれた御厨みくりや槐えんじゆは、シドが霧村聖せい司じをお姫様だっこして窓から飛び降りたのと同時刻に目を覚ました。

　気絶したのは、くおんの攻撃によるダメージというよりは、タレントの使いすぎで疲労が蓄積していたのが原因だろう。金色の霧を鞭むちにしたり光弾に追尾効果を持たせたり、さらには両手で別々のモードを使うには、普段の数倍集中力が必要となる。くおんがタレントを使うまで余裕ぶっていたものの、あのとき実は御厨みくりやもギリギリだったのだ。

「……あーあ、負けちゃったなあ……。芙ふ深み姉ちゃん、怒るかなあ……」

　きっと芙深は自分の試合を見ていた筈はずだ。負けたのはくおんのタレントが反則すぎたせいだから、もしかすると「あれは仕方ない」と言ってくれるかも。でも焦ってかなりの醜態を晒さらしてしまったし……。

　そんなことを思いながら、御厨槐えんじゆはベッドから起き上がり──……




　隣のベッドで全身に包帯を巻かれて眠っている蹂じゆう躙りん坂ざか芙深の姿を見て愕がく然ぜんとした。




「芙深姉ちゃん!?　なんで!?」

　芙深のベッドに駆け寄り声を荒げる御厨に、保険医が声をかけてきた。

「気付いたみたいね。その娘こ、あなたの知り合いなの？」

「…………幼おさな馴な染じみです」

　掠かすれた声で御厨は答える。

「さっきウサギのマスクを被かぶった人が連れてきたの。命に別状はないと思うけど、酷ひどく殴られたり蹴けられたりしたみたい」

「……殴る蹴る……芙深姉ちゃんを……」

　ぎりっ、と御厨は奥歯を嚙かみしめた。

「……誰だれが……そんなことを……？」

「え、えーと……」

　押し殺した声で訊たずねる御厨に、保険医は気け圧おされた様子で、ちらりと背後に視線をやった。保険医の後ろにはどういうわけか、長い黒髪の少女、氷ひ川かわ真ま那ながいた。

「──《ジャバウォック》」

　御厨の前に進み出て、真那は口を開いた。

「《ジャバウォック》……それが犯人さんの名前ですよー」

　相変わらずのおっとりした口調で、しかしその目に底知れない暗黒をたたえている氷川真那。かつて殺されかけて以来、御厨にとって彼女は恐怖の対象だったのだが、今はそんなことはどうでもよかった。芙深をこんな目に遭わせた奴について何か知っているならとにかく教えてほしい。

「えんじゅくん、知りませんか？　《試作型プロトタイプ》の傭よう兵へいチームさんなんですけど。メンバーさんは『ジョーカー』『ダイヤ』『クラブ』の三人です」

「……『クラブ』……！」

　御厨みくりやの脳裏に、一週間前の夜の記憶が甦よみがえる。《コミュニティ》に雇われたにもかかわらず、いきなり御厨を殺そうとしてきた黒ずくめの男──『クラブ』……。

　あの男も武器を使わず、素手と足で御厨を徹底的に痛めつけてきた。芙ふ深みが自分と同じことをやられたと思うと……猛烈に胸がむかむかした。

「……あいつが……芙深姉ちゃんを……」

　御厨は掠かすれた声で呻うめいた。

「……ほんとに……やんちゃな人達は困りますねえ……。爆弾処理も間に合わなかったようですし……あのウサギさんは肝心なところでしくじるんですから……」

　ぶつぶつと呟つぶやく真ま那なの声には、珍しく怒りの色があるような気がした。

　そのとき、

「……あの、すみません、こちらにあの人……メイド服を着た男の子を担いだおかしなウサギが来なかったでしょうか……」

　医務室のドアを開けて、メイド服姿の白髪の少女が入ってきた。白びやつ虎こ──蹂じゆう躙りん坂ざか芙深の式神の一人である。彼女たちは通常のタレントで発生した奇き蹟せきとは違い、召喚者である芙深が意識を失っても独立して動くことが出来る。

　白虎は、ベッドに横たわる芙深に気付くと息を吞のんだ。

「ま、マスター!?　どうして……！」

　そんな彼女を横目に、御厨は医務室を出るべく歩き出した。

「えんじゅくん？　どちらへ行かれるんですかー？」

「……リベンジ」

　端的に御厨は答える。

「相手がどこにいるのかも判らないのにですかー？」

「……氷ひ川かわさん、知ってたら教えて」

「残念ですけどー」と真那は首を振った。

「……そう」

　押し黙り……御厨は医務室を出て行く。後ろで保険医と氷川真那が「それで氷川様、今後の対応は……」「うーん、そうですねえ……」などと話しているのが聞こえた。
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　赤黒い池のなか、右の脇わき腹ばらを中心に大きく欠損した久く遠どうくおんの身体。

　その前でへたりこむ藤とう堂どう灯とう夜や。

　……な、なんだこれ……。

「なに、が……？」

　掠かすれた声で俺おれが呟つぶやくと、藤とう堂どうが振り向いた。端正な顔を歪ゆがめ……口元が痙けい攣れんしたようにひくひくと震えている。

「……藤堂……くおんちゃん……」

　……事情はよく解らない。だが、シドが俺を拉ら致ちしてきた理由は解った。

　俺がやるべきこと、俺がやれること。珍しく、俺にとっては本当に珍しいことに、それが明確に解っている。だったら迷う必要はない。

「……おい。なんか切るものあるか？」

「ここに」

　シドがポケットから小ぶりなナイフを取り出し、俺に手渡す。それを持って俺はくおんちゃんに近付く。

　苦痛に歪んだ血ち塗まみれの顔。意識はないが、まだ息はある。息だけはある。それにしてもこの状態……こんな、爆弾で吹っ飛ばされたみたいな状態……ムーンチャイルドの生命力でなければ即死だっただろう。ムーンチャイルドであっても助かることはないだろう。

　俺のタレント──【無間地獄ストロベリーフイールド】であっても、果たして助けられるのか……？

　だっておい、大おお怪け我がとかそういう次元じゃないぜこれ。前に陽よう子こが鋼材の下敷きになったときよりもさらに惨むごい。身体の一部が──ごっそりと欠けているのだから。視界の隅に転がってるあれって、た、多分…………手、だよな。

　……くそっ、考えても仕方ない。

　俺は躊躇ためらいなく、シドから受け取ったナイフで自分の左手の人差し指を切った。陽子やユウに吞のませるときよりも深く……あと少し深ければ骨まで届くのではないかという程度まで。……さすがに、ちょっと痛い。

　血が滴るその指先を久く遠どうくおんの口元へ運ぶ……その前に。

「……おい藤堂」

　傍はたで呆ほうけている彼女の思い人の名を呼ぶ。しかし藤堂は相変わらず引きつった顔で、心が壊れてしまったかのような瞳どう孔こうの開いた目でぼんやりとこちらを見つめるだけ。

「藤堂灯とう夜やッ!!」

　怒鳴る。藤堂の目の焦点がゆっくりと俺に合わせられる。が、まだ正気とは言い難い。構わず、俺は強い声で伝える。

「俺のタレントを使えば、くおんちゃんは助かるかもしれない。でもそうすると、くおんちゃんは定期的に俺の血を吞まないと生きていけなくなる。いいな！　ちゃんと伝えたからな！　あとで文句言うなよ!!」

　すると突然、藤堂の目がハッと見開かれた。

「助けてくれ！　早く！」

　藤堂は端的に叫んだ。

　……こいつは俺おれの異能のことは知らない。だから『俺の血を吞のまないと生きていけなくなる』という言葉の意味もよく理解できなかっただろうが……藤とう堂どうの声には、『彼女が助かるなら他ほかのことはどうでもいい』──そんなひたむきさがあった。

　……藤堂灯とう夜やのそんな声を、俺は初めて聞いた。藤堂灯夜のこんな真まっ直すぐな眼を、俺は初めて見た。

「……わかった」

　俺はくおんちゃんの口に指を突っ込む。指先からドロドロと溢あふれる血液を舌にこすりつけるように、指を動かす。

　彼女の喉のどが僅わずかに動いた。

「……よし、吞んだ」

　ホッと一息。さらにもう一度、こくん、と血液が喉を通る気配。続いて、くおんちゃんの舌が動いた。自分から血液を舐なめ取った。こくん。こくん。こくん。

　──くおんちゃんの目がうっすらと開かれた。

「……っ！」

　後ろで藤堂の息を吞む気配。

　……そこから先は、異様だった。

　意識がまだはっきりしていないのか、くおんちゃんはまた目を閉じて、赤ん坊が母乳を吸うように、本能のまま喉を鳴らして俺の指先から血液を吸い取る。

　彼女の喉がごくりと一度動くたびに……派手に損壊している腰および脇わき腹ばらの肉……内臓がはみ出て骨が見えているその部分の肉が、どくり、と脈打つように蠕ぜん動どうする。肉が震えるたびに、失われた筈はずの肉がゆっくりと……再生していく。不思議なことに、血はまったく流れていない。

　完全に失われている右腕も同様だった。肩口が震えるたびに新たな肉、骨が、傷口から湧いてくる。『湧わく』というのが適切な表現なのかはよく分からない。ともかく、くおんちゃんが俺の血を吸うたびに、どくんと身体が震え、新しい肉体がこみ上げてくる。

　……見ていて気分のいいものではない。むしろグロテスクだと言ってもいい異様な光景に、俺は思わず顔をしかめた。これが俺の《奇蹟顕見能力タレント》──【無間地獄ストロベリーフイールド】──致命傷ですら癒いやす……いや、これはどう考えても『癒す』なんてレベルじゃない……決定的に、絶望的なまでに損壊した肉体すら復元する、究極の回復系能力。

　くおんちゃんが俺の血を吸うペースが速くなり、それに伴い、肉体もどんどん本来の状態に復元されていく。大きく抉えぐられた脇腹の溝はどんどん小さくなり、右腕はどんどん長くなる。ついには──手首、手のひら、指までも……完全に復元された。

　ふと、二メートルほど先に転がる赤い物体──くおんちゃんの右手に目をやる。変わらずそこにある、千切れた右手。……世界に、くおんちゃんの右手が二つになった。

　……考えてみれば陽よう子このときだって、失血死してもおかしくないくらいの血液が流れたのに、傷が塞ふさがった陽子はけろりとしていた。恐らく血液も復元──いや……新しく作られたのだろう。

「『錬金系』能力【無間地獄ストロベリーフイールド】……あれほどの傷まで治すとは……いやはや、ダメもとで霧きり村むら殿を連れてきて正解でしたな……。……あのときこの力があれば、恐らくエシュター殿も助かったでしょうなあ……」

　シドが後ろで呟つぶやくのが聞こえた。

「……ん……あ……？」

　──くおんちゃんが寝ね惚ぼけているようにゆっくりと目を開けた。

　肉体は完全に修復され、恐らく何の問題もない筈はずだ。……今後彼女もユウや陽子と同じように、俺おれの血を定期的に吸わなければ生きていけないということを除いては。

　くおんちゃんの口から指を抜く。つ──と血液混じりの唾だ液えきが糸を引く。

　俺は藤とう堂どうに向き直り、

「……ほら、治ったぞ」

　藤堂は、驚きよう愕がくに目を見開き……そしてその青い瞳ひとみから、大粒の涙を流す。

「……藤堂、様……？　何な故ぜ、泣いておられるのですか？」

　くおんちゃんがきょとんとした顔で首を傾かしげる。藤堂は無言で彼女にゆっくりと近付き……彼女の身体を強く抱きしめた。

「……!?　と、藤堂様!?　や、やめてください破廉恥な！」

　くおんちゃんがもがく。が、本気で抵抗しているようには見えない。

「……よかった……。ほんと、よかった……」

　藤堂が涙声で言う。くおんちゃんは困惑の表情を浮かべながらも、抵抗をやめた。

「……よく解りませんが…………別に不愉快ではないので……今だけは許します」

　目を閉じ、久く遠どうくおんは藤堂の背中に、ゆっくりと手を回した。駆けつけてきたスタッフや救急隊員、それに客席にいる七千人の観衆の目に晒さらされてることなんて、気付いてないんだろうなあ……。

「これにて一件落着ですな。これも小生の迅速な対応があったからこそ」

　シドが満足げに頷うなずいて、なんか俺の方を見てくる。調子こきやがって。

　……だがまあ、悔しいがたしかにその通りだとは思う。恋している藤堂にとってはもちろんのこと、俺にとってもくおんちゃんは大事な友達の一人だし、シドは俺にとっても恩人ということになる。ここは素直にシドに礼を言っておくのがスジというものだろう。それがオトナの対応というものだ。俺は口を開く。

「けっ、色々と営業妨害してくれたことはこれでチャラにしてやるよ。これであんたの役目は終わったからもう死ねこの変態ウサギ」

　吐き捨てて、俺おれは踵きびすを返して歩き出す。

「はっはっは、霧きり村むら殿はツンデレですなあ！　そんな素直じゃない霧村殿のことが、小生は反へ吐どが出るほど嫌いです」

「……あーそう、そりゃ奇遇だなファッキンウサギ。俺もだよ」

　……やっぱり、このウサギだけはいつか殺そう。絶対に。
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　夕ゆう月げつ学園の敷地から出て、学生寮や店舗が建ち並ぶ方角から少し逸それ、人通りや建物の少ない方へ少ない方へと三十分ほど歩いていくと、山の入り口が見えてくる。綺き麗れいに舗装された道路は途絶え、地面は草の生い茂る原っぱに変わる。もともと山奥の廃村だった夜や光こう市しの隅の方は、どこも大体こんな感じである。

　そのさらに先にある小さな山を越えると、今度は市内をぐるっと囲む、中世の城じよう塞さい都市のような高い壁に突き当たり、街と『外』とを断絶している。

　……にもかかわらず、二人の男が現在、山へと向かい草地を歩いている。

　一人は鋲びよう付きの黒いジャケットとレザーパンツの、傷だらけの男──《ジャバウォック》の『クラブ』だ。












　もう一人は、でっぷりと腹がふくれた肥満体の中年で、髪は金色で瞳ひとみはブルーの白人の男。ゆったりしたアロハシャツにハーフパンツ、そしてサンダルと、まるでバカンスに来たみたいな格好をしている。『クラブ』達と同じく夜や光こう市しに侵入してきた《ジャバウォック》のメンバー……『ダイヤ』である。

　学園の地下に爆弾を仕掛け終えた彼らは、市内から脱出すべく《コミュニティ》の工作員との待ち合わせ場所へと向かう途中であった。

「……失敗だと？　どういうことだ？」

　歩きながら、『クラブ』が通信機に向かって言った。通信相手は『ジョーカー』。学生達に紛れて作戦の結果を見届けるべく、一人で学園内に残っている。

　通信機からは、少年とも少女ともつかぬ中性的な声が聞こえてくる。

『……何者かが、仕掛けた爆弾を解除したようです。犠牲者はゼロ……いえ、一名だけ。トロフィーに仕掛けられていた爆弾により、大会優勝者の学生が重体に陥』

　ぶつり、と言葉の途中で突然通信が途絶えた。

「……どうした、何があった！」

　呼びかけるも、『ジョーカー』からの応答はない。諦あきらめ、通信機をしまう。

「ドウ、シマシタ？」

　暑そうにアロハシャツをパタパタさせながら、片言の日本語で『ダイヤ』が訊たずねる。

「……わからん。だがあまり愉快な状況ではなさそうだ。先を急ぐぞ」

「イエッサー」

「──ちょっと待った──っ!!」

　いきなり背後から、舌足らずな少女の叫び声が聞こえてきた。怪け訝げんに思って振り返ると、一人の少年と四人の少女がこちらに向かって駆け寄ってくるのが見えた。

「あの小僧……」

『クラブ』の目が細められる。少女のような顔立ちの小柄な少年──一週間前の夜に出会い、自分が少々痛めつけてやった《コミュニティ》の工作員だった。

　それ以外の見知らぬ少女は、皆奇妙な格好をしている。

　一人は青いチャイナドレスを着た妖よう艶えんな美女。

　一人は赤いボンテージファッションの、七歳ほどの金髪碧へき眼がんの少女。

　一人は白いコートを着込んだ白髪の少女。

　一人は黒い喪服を着た黒髪の少女。

「何者デスカー？　名ヲ名乗リナサーイ！」

　近くまで来るのを待ち、『ダイヤ』が問う。しかし彼らから答えが返ってくる前に、『クラブ』が口を開いた。鋭い眼まな差ざしで少年を睨にらみ、

「……久しぶりだな小僧。何か用か？」

「用があるから追いかけてきたんだよ」

　少年は怯ひるまずに睨にらみ返し、感情を抑えた淡々とした声で言う。

「……ほう……だが何な故ぜここが判った？」

　すると少年は、ポケットから小さな宝石のついたペンデュラムを取り出した。

「それは……」

　魔術をかじったことがある者なら誰だれでも知っている、有名な探知用の魔導具だった。本体は宝石ではなく、それを吊つるしている細いチェーンの方。《結界》を張る魔導具《断界陣》などにも使用される、魔力を記録することができる宝石を、そのチェーン型の魔導具に吊すと、魔力の持ち主がいる場所を探知することが可能となる。

　……だが、探知できるのは魔力を採取した相手のみの筈はず……。

「……一週間前の夜に、こっそりあなたの魔力を採取しておいたんだ」

『クラブ』の疑問を先読みして少年が答えた。

「……いつの間に……小こ癪しやくな餓鬼め……！」

　憎々しげに呻うめく『クラブ』に、少年はさらに続けて問いただしてきた。

「……質問があるんだ。芙ふ深み姉ちゃんを傷つけたのは、あなた？」

「ふん、《コミュニティ》の蹂じゆう躙りん坂ざか芙深のことか……。生意気なだけの小娘だったな。ちょっと痛めつけただけですぐに大人おとなしくなった」

『クラブ』が嘲ちよう笑しようを浮かべると、四人の少女達が口々に言う。

「ウフフ……御主人様を馬ば鹿かにするなんて……イケナイ子……」

「ますたーはー、たしかにすざくたちがいないと何にもできない小娘だけどー。でもでもー。北斗の拳のやられ役みたいなチンピラに言われたくないよねファック！」

「……言い得て妙です朱雀すざく。自分もあのような下品な格好をしたごろつきがマスターを傷つけたかと思うと非常に憤りを感じます」

「ひでぶ」

「……小娘どもが……！　百五十年を生きるこの俺おれに向かって……！」

『クラブ』は額に青筋を浮かべる。と、そのとき、

「……『クラブ』、知リ合イデスカー？　ダッタラ私、ココハ『クラブ』ニ任セテ、先ニイッテルネー」

　いきなり踵きびすを返し、『ダイヤ』が肥満体の中年男とは思えないほどの速さで走っていく。

「ま、待て『ダイヤ』……！」

　呼び止めるが『ダイヤ』は構わず逃げる。

「えんじゅのおにちゃん、どーする？」

　金髪の幼女が黒髪の少年に言うと、

「……君たちはあいつを追ってほしい。この男は僕が倒す」

「がんば」と喪服の少女。続けて白いコートの少女が頷うなずく。

「了解しました槐えんじゆ様。お任せします」

「じゃ、がんばってねーおにちゃん。たった百五十年しか生きてないがきんちょに、現実ってゆーのをたっぷり教えてあげてねー」

　四人の少女が逃げた『ダイヤ』を追って『クラブ』の横を走り抜けていく。残ったのは小柄な少年ただ一人──。




　　　†　†　†




「フッ……これで邪魔者はいなくなったな……」

　芙ふ深みの式神四姉妹の姿が遠くなってから、『クラブ』はニヤリと唇を歪ゆがめた。

「せっかく助かったというのに……馬ば鹿かな小僧だ。今度こそ殺してやろう」

　御厨みくりやは「ふう……」とため息をついた。

「……朱雀すざくたちも言ってたけど……台詞せりふ回しといい服装といい、何から何まで小物くさい人だなあ……。典型的なやられ役って感じだよね……相手にするのがめんどくさい……」

「貴様……！」

『クラブ』が怒気をみなぎらせ、御厨はまたも嘆息する。

「そうやってすぐに挑発に乗るところも単細胞のチンピラそのものだよね……。ついでに言うと、朱雀たちを見逃したのはもしかして……五人同時に相手にするのが怖かったからなんじゃないの？　だからお仲間に任せた」

「馬鹿なことを……！　この俺おれがあんな小娘どもを恐れる筈はずがない！」

「だったらそんなにムキにならなくても。全力で肯定しているようなものだよ、それ。ほんと……苛いら々いらするなあ……」

　御厨の目がすっと細められ、冷ややかな笑みが浮かぶ。

「……本当に腹が立つよ……こんな弱いものいじめしか出来ないチンピラに、芙深姉ちゃんが傷つけられたかと思うとね……」

　御厨の身体から、金色の霧が立ちこめる。

「……芙深姉ちゃんに手を出したこと、後悔させてやる」

『クラブ』がせせら笑う。

「愚かしい……。あの夜のことをもう忘れたか。どうやってこの俺を倒すというのだ」

　答えず、御厨は意識を集中させる。

「──【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──モード《大砲バズーカ》！」

　黄金の霧が右手に急速に収しゆう斂れんし、ラグビーボールを一回り大きくしたような形状の輝く砲弾が撃ち出される！

「む……!?」

　高速の砲弾を『クラブ』は横に跳んで回避する。『クラブ』のいたすぐ後ろの地面が派手に抉えぐれ、直径一メートルほどのクレーターが出来た。

「……ほう」

『クラブ』が感心したような声を漏らす。一週間前に戦ったときは、普通のパンチよりも弱い光の弾丸しか使えず、『豆鉄砲』と評された。だがこの技ならば、どうにかまともにダメージが与えられる筈はずだ。

「今度は当たれ……！」

　御厨みくりやは再び『クラブ』に向けて《大砲バズーカ》を放つ。だが、またしてもかわされた。軌道が直線で読まれやすいため、単発で撃っていては当たらない。

「だったら……システム《分離デイバイド》！」

　右手と左手の両方に黄金の霧を纏まとう。

「モード《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》アンド《大砲》！」

　右手から無数の光弾を放つ。『クラブ』は横に避よけた。しかし光弾は空中で軌跡を変え、『クラブ』を追尾する。

「む……！」

『クラブ』が再び光弾を避けようと跳躍したところで、着地点を狙ねらって砲弾を放つ！

「……ぐぅっ！」

　御厨の狙い通り──《大砲》が『クラブ』の胸に直撃。さらに続けて、追尾してきた光弾もほとんどが背中から『クラブ』にヒットした。

「まだまだ！」

　御厨は攻め手を緩めず、再び右手から《追尾型散弾銃》を発射。左手では《大砲》を放つために霧を集中させる。

　だが『クラブ』は、先ほどのように光弾を避けたりしなかった。

　迫る光弾の群れに自分から突っ込み、その全すべてを全身に受ける。光弾一つ一つの威力は御厨が普通に殴ったときと同程度。つまり全身に激しいパンチのラッシュを受けたのと同じ状態の筈なのだが……『クラブ』がダメージを受けている様子は皆無、そのまま御厨の方に突進してくる。

「……この距離だったら……！」

　外さない！　御厨が左手から《大砲》を放つ。砲弾が再び『クラブ』の胴体に直撃し、彼の身体が少しよろめき──少しよろめいただけで、突進の勢いは衰えず、大きく拳こぶしを振りかぶる。

「……！　モード《篭手ガントレツト》アンド《盾シールド》！」

　咄とつ嗟さに、防御用に編み出した技で『クラブ』の攻撃を受け止めようと試みる。右手にはまるで実体を持ったかのような濃密度で金色の篭こ手てが出現し、左の手のひらから出現した長方形の光の壁が御厨みくりやの前方に展開する。実戦で試したことはないが、例えば氷ひ川かわ真ま那なの【憂いの美女ラプンツエル】や玄げん武ぶ（亀かめ状態）のビーム、予選に出てきた少年の【蒼き欲望の槍グングニル】くらいならば、完全に無効化できる自信がある。

　しかし──

「はあっ!!」

　何の異能を使った様子もない、ただひたすらに速く強きよう靱じんな『クラブ』の拳こぶしは、光の盾と篭手の防御を打ち破り、御厨の身体を大きく吹っ飛ばした。

「ぅあぁっ！」

　地面に強く打ちつけられる。が、どうにか受け身をとって素早く立ち上がる。

「……くっ……馬ば鹿か力……！」

　やはり単純なパワー馬鹿と御厨の能力は相性が悪い。

「……だからって、諦あきらめるわけにはいかないんだけどね……」

　荒い息をつきながら、御厨は呻うめく。そんな彼を『クラブ』は嘲あざ笑わらう。

「たしかにこの前より多少は小器用になっているようだが……そんなもの、この俺おれの圧倒的な力の前では通じない。貴様は弱い。弱者は強者にいたぶられながら死ぬといい」

「……あなたはやっぱり、弱いものいじめしか出来ない小者だね……。人前では『無益な殺生は好まないぜ』とか大物ぶってるくせに、誰だれも見てないところで子猫とか昆虫を殺して喜んでるタイプじゃない？」

「……」

　図星だったのか、『クラブ』の顔から表情が消えた。

「……ならば貴様も、虫けらと同じように殺してやろう。手足を一本一本もぎ取って苦痛にのたうちまわりながら死ぬがいい」

「そんなのは……御免だね……」

　御厨が再び全身に黄金の霧を纏まとう。

「【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──システム《重ねがけダブル》」

　力を込めて呟つぶやいた瞬間、黄金の霧が、一気にその濃度を増した。

「──モード《鞭ウイツプ》！」

　右手に収しゆう斂れんした霧が長さ五メートル近い光の鞭むちとなり、御厨は渾こん身しんの力を込めてそれを振るう。回避しようと後ろへ引く『クラブ』。だがその左腕を、鞭が絡め取った。

　これで自由を奪った……！　御厨は続けざまに左手から威力二倍の《大砲バズーカ》を放とうと力を込める。だが。

「ふんっ！」

『クラブ』が鞭の絡まる左腕を、勢いよく振り回す。鞭を持っている御厨の身体が軽々と宙に浮き、再び強したたかに地面に叩たたきつけられる。

「がぁっ！」

　御厨みくりやの苦痛の悲鳴とともに、鞭むちと左手の霧は跡形もなく霧散した。だが御厨は、痛みをこらえながらもすぐに立ち上がる。そして──

「──システム……《三重がけトリプル》……！」

　先ほどよりもさらに濃密度の霧が発生し、御厨の全身をほとんど覆い隠してしまう。

「モード《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》！」

　叫び声とともに霧が右手に収しゆう斂れん──眩まばゆいばかりの無数の散弾が『クラブ』を襲う。だが『クラブ』はそれを避よけようともせず、棒立ちのまま受け止めた。

「愚かな！　豆鉄砲の威力が三倍になったところで無意味だ！」

「モード《機関銃マシンガン》！」

　続けざま、《散弾銃シヨツトガン》よりも小さな、しかし速度と数はその倍どころではない膨大な数の光の弾丸が、無防備だった『クラブ』の顔面に襲いかかる！

「くっ……！」

　さすがに当たるのは危険と判断したらしく、『クラブ』は顔をしかめながら右腕で目を守る。そこを狙ねらい御厨はさらに追撃。

「モード《大砲バズーカ》……！」

　先ほどの三倍以上の巨大な砲弾が、凄すさまじい速度で『クラブ』を直撃！　『クラブ』の身体が大きくよろめいた。ダメージは確実に与えている筈はずだ。だが、まだまだダウンにはほど遠いらしい。

「……ど、どこまで……タフなんだよ……！」

　荒い息をつきながら、さらに御厨は意識を集中する。体中が軋きしむような不快感が襲う。

「……システム《四重がけクアドラプル》……！」

　全身を覆う霧が重い。鉄の鎧よろいでも着込んでいるかのようだ。しかし御厨は、さらに出力を上げる。限界まで上げなければ、攻撃力に乏しい自分のタレントではこの敵を倒すことは出来ない。力を温存する余裕などない。

「……システム《五重がけクインテイプル》」

　最大出力の霧を放出。……頭が痛い。脳に直接無数の針を刺されているような感覚。意識が持って行かれそうになる。だが、気を失ったら終わりだ。霧が重い……重すぎて、押し潰つぶされそうになる。久く遠どうくおんの【草薙の剣エンド・オブ・レジエンド】のような反則技を除けば、どんな異能であろうとこの霧を貫くことなど出来ないだろう。それどころか、刃物や金属バットのような物理攻撃ですら弾はじき返すかもしれない。……この全すべてを攻撃に転化する……！

「……システム《分離デイバイド》、モード《追尾型散弾銃》×２ダブル……！」

　頭が割れそうな痛みをこらえ、重い霧を練り上げて両手に収束させる。

　一発一発が《大砲バズーカ》にも近い強力な光弾が、ミサイルのように『クラブ』に向かって飛んでいく。一つの光弾を放つたびに、例えるなら砲丸投げのようなずっしりした重みが肩から全身にくる。それを連射。重い鉄球をひたすら投げ続ける感覚。放つたびに反動で肩が壊れそうになる。まるで拷問のようだ。

「ちい……！」

　さすがに危険と判断したか、『クラブ』は避よけようとする。だが、弾数、大きさ、速度ともに通常の《追尾型散弾銃ホーミングシヨツトガン》を遙はるかに上回る。

　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！

　重い音を立てて、光弾が次々と『クラブ』の身体に命中していく。

「もっと……！　もっと……！　《追尾型散弾銃》！」

　御厨みくりやはさらに両手から光弾を連射する。百発近い光弾が『クラブ』に当たり、弾はじけ、弾幕のように霧散する。黄金の霧に包まれて、『クラブ』の身体が見えなくなるほどだ。

「まだまだ……！　モード《大砲》×２ダブル……！」

　両手から発射された巨大な砲弾が二発、霧の中にいる筈はずの『クラブ』へ向かっていく。ドガッ、と重々しい派手な音が二回聞こえる。間違いなく当たった。

「……はぁ……はぁ……はぁ……くぅ……っ！」

　疲労のあまり、御厨はついに膝ひざをついた。

「これ、で……どう、かな……」

　荒い息をつきながら、御厨は濃い霧を睨にらみつけて呻うめいた。

　霧が徐々に晴れて──『クラブ』の姿が露あらわになる。

　……『クラブ』は、立ったままだった鋲びよう。付きの黒いジャケットはボロボロで、全身に刻まれた古傷が露出している。

『クラブ』は鷹たかのように鋭い目で、膝をつく御厨をじっと見下ろし──……

　……──ニィ──と、禍まが々まがしく唇を歪ゆがめて笑った。

「そ、んな……」

　御厨の心に絶望が浮かぶ。自分が使えるのは《五重がけクインテイプル》までで、これ以上はいくら霧を発生させても手に集めることすらできない。その最大出力の攻撃ですら倒せないとなると打つ手なしだ。

「少々焦ったが……なんだ……この程度か」

　……おかしい。いくら《試作型プロトタイプ》といっても……タフすぎる。

　どれほど鍛え抜かれた格闘家であっても、あの攻撃を食らってピンピンしていられるわけがない。一週間前に交戦したときから、肉体を強化する類たぐいの『変化系』のタレントという可能性も考えてはいたが、だったら【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】の力で無力化できる筈だ。

「……教えてやろう、小僧……」

　余裕の表情で『クラブ』が口を開いた。

「俺おれの肉体は、魔術、薬品、科学技術、魔導具……あらゆる手段を使って極限まで強化してあるのだ。その副作用でタレントは失われたが、もとより何の役にも立たんクズのような能力だったからな……惜しくはない。並の《試作型プロトタイプ》を遙はるかに凌りよう駕がするこの肉体こそ俺の力だ！　拳こぶしは岩をも砕き、生半可な攻撃など通じない！　痛みを感じることもなく、たとえダメージを負ったとしてもすぐに再生する！　貴様らのようなクズどもとは違う……この俺こそが────最強だ!!」

　誇らしげに『クラブ』が宣言したそのとき──




「……なーにが最強じゃ馬ば鹿かたれめ。魔術に薬に科学に魔導具──要するにおぬし、借り物の力でどーぴんぐして得意になっておるだけではないか」




　御厨みくりやの後ろから聞こえてきた声──振り向かなくても分かる、御厨の幼おさな馴な染じみにして姉にして……好きな人、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みの声だった。

「芙深姉ちゃん……！」

　軋きしみを上げる身体を動かして、御厨は芙深に駆け寄る。

「どうして来たのさ……！　怪我してるんだから寝てないと……」

「なあに、あの程度の怪我、怪我のうちにも入らんわ……」

　気丈に笑う芙深だったが、その額には脂汗が浮かんでいる。やはり相当無理をしているようだ。どうせ医務室を抜け出してきたに違いない。

「小娘が……この俺を愚ぐ弄ろうしたか」

　怒りを滲にじませて、『クラブ』が言った。芙深はそんな彼を鼻で笑う。

「はっ、本当のことを言ってやったまでじゃ。ぬしはただの卑ひ怯きような弱虫じゃ。そんな匹夫に、おれの槐えんじゆをこれ以上いじめられてはかなわんからの……おしおきしてやるわい」

「戯ざれ言ごとをぬかすなっ！」

　激げつ昂こうし、『クラブ』が芙深に向かって突進する。

「くっ！」

　御厨が芙深を守るべく立ち塞ふさがるが、

「どけ小僧っ！」

　肩を摑つかまれ、凄すさまじい腕力であっさりと投げ飛ばされる。『クラブ』が芙深の目の前で大きく拳を振りかぶり、芙深の腹を思い切り殴りつけた。

「げはっ！」

　白目をむき、芙深の身体が十メートル近くも吹っ飛ばされた。

「芙深姉ちゃん！」

　御厨みくりやが叫ぶと、芙ふ深みは弱々しく微笑ほほえみ、よろめきながら立ち上がった。口からは血が出ている。こんな傷だらけの彼女を……御厨は生まれて初めて見た。

　それを『クラブ』が嘲ちよう笑しようする。

「はっ、大口を叩たたいておいてそのザマか！　無様なものだな。大人おとなしく寝ていればいいものを……わざわざ死にに来るとは馬ば鹿かな小娘だ」

「……馬鹿……馬鹿じゃと……？」

　芙深は口元の血を拭ぬぐって、『クラブ』を睨ねめ付ける。

「……大切なものを守るために命をかけることの、どこが馬鹿だというのじゃ！　この大うつけめ！」

　怒鳴る芙深の言葉を、『クラブ』は鼻で笑った。

「大切なものを守るだと……？　ふん、愚かしい……それで自分が死んでいては何の意味もないではないか。浅はかな小娘だ」

「……これでも八十九年生きておるのじゃがな」

「それがどうした。俺おれは百五十年を生きる高貴な《試作型プロトタイプ》だ」

『クラブ』が尊大に言うと、芙深は「ふん」と鼻を鳴らした。

「それは前に聞いた。二度も言わんでいいわい。長く生きておることがそこまで誇らしいか？　滑こつ稽けいにもほどがあるわ。ぬしは百五十年も生きてきて、己の命より大切なものの一人も見つけられなかったのかえ？　おれより何十年も長く生きておるくせに、誇れることは長生きだけとは……はっ、なんと哀れな男じゃ！　おれもこれまで色んな馬鹿者に出会ってきたが、ぬしほど薄っぺらい馬鹿者は久しぶりに見たわ！」

「貴様……言わせておけばあっ……！」

　激怒した『クラブ』が再び芙深を殴り倒すべく拳こぶしを振り上げる。

「……システム《五重がけクインテイプル》、モード《大砲バズーカ》ッ!!」

　御厨が芙深を守るべく、全力で光の砲弾を『クラブ』に発射する。巨大な光弾は、『クラブ』の右の頰ほおに直撃した。

「貴ィ様ァァ……！」

　よろめき、憎々しげに御厨を睨にらみつける『クラブ』。

「なぶり殺しにしてくれるわ！」

　怒号とともに御厨の腹に『クラブ』の強烈な拳が炸さく裂れつし、吐と瀉しや物をまき散らして小柄な身体が吹っ飛ぶ。

「槐えんじゆ！」

　御厨の身体を後ろから支えようとした芙深ごと、二人は十メートル近く吹っ飛ばされ、地面に叩きつけられた。

「ぅぅ……くぁっ！」

　立ち上がろうとすると、腹部に激痛が走った。肋ろつ骨こつが何本かやられてしまったらしい。

「大丈夫かえ……槐えんじゆ……」

　後ろから芙ふ深みの苦しそうな声。御厨みくりやは痛みをこらえて、芙深に笑みを返した。

「ありがとう、芙深姉ちゃんのおかげだよ……」

「……そう、か……」

　最後の力を振り絞るように微笑ほほえんで……芙深は目を閉じた。

「──ッ！」

　動揺する御厨。だが、呼吸はある。気を失っただけらしい。……とはいえ、このままとどめをさされるのは時間の問題だが。

「……気絶したか。とんだ役立たずだったな」

　歪ゆがんだ冷笑を浮かべる『クラブ』を御厨は睨にらみつけ、再び身体に黄金の霧を纏まとう。

「ふん、諦あきらめの悪いことだ。俺おれの圧倒的な力の前では、貴様の小細工など通用しない。プレートが割れたら終わりなどというルールがある『試合』ならば、恐らく貴様の勝ちだっただろうがな。残念ながらこれは『試合』ではない……『殺し合い』なのだ」

　得意げなその言葉に────御厨の顔から表情が消える。さらには身体に纏う黄金の霧までも大気中に霧散していく。

　それからぽつりと、御厨は口を開いた。

「……ああ、そうか──」

　ぽん、と軽く手を打つ。

「……そっかあ……そういえばこれ、殺し合いだったんだ。すっかり忘れてたよ」

「……何を言っている……？」

　あまりに不自然な態度に、『クラブ』が怪け訝げんな顔をする。

　御厨の唇が微かすかに笑みの形に歪めらる。

「……そうだったね……なんで僕は……こんなどうでもいいチンピラを、『倒す』ことにこだわっていたんだろう……。そうか……そうだよ……殺せばいいんだ……。




　────だったら……『殺し合い』の力を見せようか──……」




　呟つぶやき、御厨は横たわる芙深の傍らにしゃがみこみ、突然──彼女の唇に軽く唇を重ねた。

「……？」

　不可解な行動に『クラブ』が眉まゆをひそめた次の瞬間──。

　御厨の身体が、目が眩くらむほどの眩まばゆい金色の光に包まれた。

「な、何をする気だ……!?」

「──《魔界サーバ》との接続完了アクセスコンプリート──奇蹟実行命令文プログラム【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】の文脈を反転──意味の反転────物語の反転────《反転奇蹟アンチテーゼ》を実ラ行ン」

　どこからともなく、金色に輝く、中世の騎士が戦場で身につけたような豪ごう奢しやな鎧よろいが出現し、御厨みくりやの華きや奢しやな身体を包む。

　額からは、金色に輝く一角獣の角が生えてくる。芙ふ深みの狐きつね耳と同じ──使い手の深層に存在する『強さの象徴』の具現化。鬼の角や天使の翼などが生える者が多いと聞く。御厨の角の原典は恐らく、幼い頃ころに聞いた、お姫様を助けに行く騎士の物語。主人公の騎士が乗っていたのが、輝く角を持つユニコーンだった。

　右手には幾何学的な模様が刻まれた西洋の長剣が出現する。その銘を《至高剣アロンダイト》と云いう。一人の女性グウイネヴイアを愛するが故に主君アーサー王を裏切った、罪深き騎士ランスロツトの愛剣の名。

　……やがて光は収まり、黄金の鎧を纏まとった御厨槐えんじゆは、抜き身の剣を胸の前で垂直に構え、静かに告げる。




「──《反転奇蹟》──【君のためにできることグロリアスホーリーナイト】、発動正常終了」




「《反転奇蹟》だと……！　その黄金の鎧……ま、まさか……」

　狼ろう狽ばいした様子で『クラブ』が半歩後ろに下がる。

「き、貴様、聞いたことがある……何年か前に《コミュニティ》の中で《反転奇蹟》を発動させたという神童の噂うわさ……まさか貴様が……」












「……さすがに裏社会で長生きしてるだけのことはあるね……。偉い人達も、結構あの事件の真相のもみ消しには力を入れたみたいなのに……」淡々とした口調で御厨みくりやは言う。「……ま、よく考えれば『神童』なんて大それた呼び名、たかだかちょっと格闘技の素質があるだけの子供に付けられるわけがないんだけどね……」

　そして御厨は小さくため息をついた。

「……本当はさ……この力、《コミュニティ》からは使うのを禁止されてるんだ……。でもさ、この場合は仕方ないよね……」

「ま、待て……俺おれは《コミュニティ》に雇われて動いている……！　貴様、《コミュニティ》に反逆するつもりか!?」

　あからさまに怯おびえ、いきなり態度を変化させた『クラブ』に、御厨は心の底から軽けい蔑べつした視線を向けた。御厨にしては珍しく、はらわたが煮えくり返っている。

　こんな小者に芙ふ深みが傷つけられたことが本気で許せない。

　この男の存在自体が、誇り高く真まっ直すぐで大切なものを守るためには自分の命すら顧みない馬ば鹿か正直なあの人──自分の最愛の幼おさな馴な染じみ、蹂じゆう躙りん坂ざか芙深の名を穢けがす害悪だ。

　御厨は背筋を伸ばし、剣の切っ先を『クラブ』の方に突きつけた。

「これが反逆になるならそれでいい！　芙深姉ちゃんのいるところが僕の居場所だ！」

　高らかに宣言し──御厨は《至高剣アロンダイト》をゆっくりと天に掲げた。

「……【君のためにできることグロリアスホーリーナイト】は口づけを媒介に発動して、僕と口づけをした相手以外の、その場にいる全すべてを殲せん滅めつする。敵も味方も……一人残らずね」

　幾何学模様の刻まれた刀身が金色の光を放つ。それと同時に、御厨の頭上に、アロンダイトと同じ形の輝く剣がどこからともなく出現する。

「……【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】は自分一人を守るための奇キ蹟セキ。全てを拒絶しただ一人ひたすらに高みを目指す、孤独な戦いの軌キ跡セキ──不幸な喜劇の物語──」

　上空に、また一つ《至高剣アロンダイト》が出現する。

「……【君のためにできること】はその真逆──大切な誰だれか一人を守るために、それ以外の全てを斬きり裂く、幸福な悲劇の物語──」

　一つ、また一つ、戦場を取り囲むように、何もない空間から剣が生まれる。




「……『クラブ』……いや、名前も知らない只ただの敵。僕はあなたを蹂じゆう躙りんする」




　次々と、まるで一つ一つの剣がそれぞれ新しい剣を生み出しているかのように、剣の増殖は止まらない。

「……僕と彼女の障害となるあなたを、徹底的に蹂躙する。肉片も残さず消してやる。本当なら一枚一枚爪つめを剝はいで指を一本一本切り落として歯を一つ一つ引っこ抜いて全身の皮を削ぎ落として塩を擦り込んで眼球を刳くり抜いて耳も鼻も全部削ぎ落として性器を硫酸で灼やいてそれからようやく手足を一センチずつ丁寧に切り落として発狂するまで苦しませてから殺してあげたいところだけど……めんどくさいからやめるよ」

　全部で百を超える数の剣が、『クラブ』を取り囲む。

「や、やめろ……やめてくれ……！」

　自分に切っ先を向ける無数の剣に目を彷徨さまよわせながら、『クラブ』は怯おびえた。

「……やめてよ。あなたがそうやって醜態を晒さらすたびに、あなたごときに散々やられた芙ふ深み姉ちゃんや僕、それにあなたがこれまで殺してきた命達に対する侮辱になるんだ」

　ゾッとするほど冷酷な眼まな差ざしで『クラブ』を見据え、御厨みくりやは無感情に言い放つ。




「────剣つるぎよ、血路を拓ひらけ」




　天に掲げた剣を御厨が振り下ろした刹せつ那な──百を超える長剣の全すべてが一斉に──微み塵じんの容赦も躊ちゆう躇ちよもなく『クラブ』に襲いかかった。ズブ、ズブ、ズブ、ズブ、ザグ、ザグ、ドス──回避など可能な筈はずもなく、『クラブ』の全身に剣の群れが突き刺さる──……。

「…………ぐぁ……ぉ、お……がぁ…………」

　……いかなる強きよう靱じんな肉体であっても即死は免れない攻撃を受けてもなお、『クラブ』には息があった。不幸にも。

　……しかし彼は何な故ぜか、致死の激痛に苛さいなまれながらも──嗤わらっていた。

　御厨は訝いぶかしげに目を細める。虫の息の『クラブ』が弱々しく口を開く。

「……なぁ……神童よ……俺おれの、気持……ち、が…解る、か…………弱者の……何の、力も……なく……失敗、作と……言…われ…続………」

「……命いのち乞ごいしても無駄だよ。もう助からない」

　御厨が淡々と言うと、『クラブ』はニィと禍まが々まがしく唇を歪ゆがめた。

「………命乞い、じゃ、ねぇよ………嫌がらせだ……せいぜい……考えろ天才少年……俺を、こんなに、したのは…………てめぇら、だ……」

「……あ、そう」

　無表情で、御厨は右手の剣を振りかぶり、高速で振り下ろした。光り輝く刃は『クラブ』の身体を真っ二つに断ち切り──次の瞬間、燃えさかる金色の炎が、彼の身体を一瞬で焼き尽くした。塵ちりすらも残さずに。

　それと同時に、御厨の鎧よろいが消えた。続いて額の角、剣も、音もなく霧散していく。

「……愚かな男じゃ。どんな過去を背負っておったのかは知らんが、その憎しみを世界にぶつけた時点でおぬしはただの負け犬じゃ」

　後ろで、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みが呟つぶやくのが聞こえた。

「……辛つらいことをさせたの、槐えんじゆ。こういうことはおれの役目じゃというに……。……役に立てず……すまん……」

　珍しく殊勝な物言いに、御厨みくりやは苦笑を浮かべて振り返る。

「大丈夫だよ……。これからは……僕が……」

　意識が遠くなっていく。ただでさえ《五重がけクインテイプル》とか無理をしてガタガタの状態だったのに《反転奇蹟アンチテーゼ》まで使ったので、さすがに限界がきたらしい。

「……僕、が……芙深姉ちゃんを……まも…………」

　最後まで言い終えることは出来ず、御厨の意識は途絶えた。

　芙深はそんな彼を抱きとめて、優しく呟く。

「……ゆっくり休め、槐。今日はよく頑張ったのう……」




　　　†　†　†




　一方──『ダイヤ』を追っていた式神四姉妹は、相手を見失っていた。

　追いかけている途中、急に全員の視界から『ダイヤ』の姿が消えたのだ。背の高い草が方々に生い茂っているとはいえ、肥満体の成人男性が身を隠せるほどではない。

「あれれー？　おっかしいなあ。どこに消えちゃったのかなあのファッキンデブは」

　朱雀すざくが可愛かわいらしく頰ほおを膨らませて、周囲をきょろきょろ見回す。

「ふしぎ」

　玄げん武ぶが無表情で、いつものようにぽつりと一言だけ呟いた。

「ええ、一体どこに行ってしまったのでしょうか……」

　白びやつ虎こが頷うなずくと、玄武はふるふると首を横に振った。

「ちがう」

「え？」

「せかい」

　玄武は何を考えているのかよく分からない黒い瞳ひとみをきょろきょろ彷徨さまよわせ、

「へん」

「変……？」

　言われて白虎と朱雀が周囲を見回す。そして違和感に気付いた。遠くの景色が妙に平べったいのだ。後ろに見える夜や光こう市しの街並みも、前方に見えている山も、頭上に広がる青い空も……よく見ると写真のようにのっぺりしていて、奥行きがない。まるで内側に精せい緻ちな絵が描かれた円柱の中にいるような……。

「うふふ……世界がこんな感じになってから、かれこれ三分くらいですわ」

　青せい龍りゆうが嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。白びやつ虎こが半眼でツッコむ。

「……玄げん武ぶも青龍も、気付いてたなら早く言ってください」

「あら、だって……なんだかすごく気持ちいいんですもの……まるでガラスケースの中に閉じ込められているみたいで……ああっ、このままみんなで干からびるまでこの寂しい世界に放置プレイされるのを想像するだけで……ああっ、わたくし身み悶もだえして……イってしまいそうですわ……！」

「すざくはやだよー！　こんなファッキン空間から早く出たいよー！」

　朱雀すざくが膨れっ面をした。だが、その表情が不意に明るくなる。

「あ、いたーっ！」

「……！」

　彼女が指さした方向、四人から僅わずか十メートルほどしか離れていない場所に、いつの間にか『ダイヤ』が立っていた。アロハシャツ姿の肥満体の白人は、マジシャンのように両手を大きく広げて甲高い声で言う。

「ＨＡＨＡＨＡ────ッ！　ヨーコソ、イラッシャイマシターッ！　コレガ私ノたれんと──『世界系』【我思う故に我ありパラノイア・パラダイス】デース!!」

「……なんだかよく分かりませんが、槐えんじゆ様が心配です。早急に滅ぼしてこの空間から出ることにしましょう」

　白虎が言う。

「あっれー？　びゃこちゃん、えんじゅのおにちゃんのことが好きなのー？」

「ち、違います！　私は……」

「そーだよねー、びゃこちゃんの好きな人はーせーじおにちゃんだもんねー。初めて会ったときから一ひと目め惚ぼれしちゃったんだもんねー」

　茶ちや化かす朱雀に、白虎は白い肌を真っ赤に染める。

「うふふ、それではわたくしが参りますわ……」

　青龍が呟つぶやくと同時に、その手に巨大な武器が出現する。身長よりも長い柄つかの先に幅広の刃が付けられた巨大な長刀──『三さん国ごく志し演えん義ぎ』において関かん羽う雲うん長ちようが愛用していることで有名なアレ──青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうであった。得物を手に、青龍が『ダイヤ』に向かって走る。

「あーっ！　せーりゅーちゃん抜け駆け！　あとでお仕置き！」

「おしおき、ああんっ、どんな酷ひどいおしおきをされるのか想像するだけでわたくしはイきそうですわっ！」

　恍こう惚こつの表情とともに振り下ろされた巨大な刃が、『ダイヤ』の頭頂から股こ間かんまでを一刀両断する！　……あまりに呆あつ気けなく、『ダイヤ』の身体が血飛沫ちしぶきと臓物をまき散らして左右に分かれ、大地に倒れた。

「あ、あら……？」

　よもやこれほど簡単に倒してしまえるとは思わなかったらしく、青せい龍りゆうは目を丸くした。

　……しかし、術者を倒したというのに空間が正常に戻る気配はない。

「ファックー！　すざくは早く出たいのにー！」

「よしよし」

　ぶーたれる朱雀すざくの頭を、玄げん武ぶが撫なでる。そのとき。




「ＨＡＨＡＨＡ、乱暴ナオ嬢サンタチデスネー！」




『ダイヤ』の斬ざん殺さつ死体の反対側──朱雀達の後方から、再び『ダイヤ』の片言の台詞せりふが聞こえてきた。

「……!?」

　四人が慌てて振り向くと、そこにはもう一人の『ダイヤ』がいた。後ろを確認してみると、そこにも確かに彼の死体がある。

「驚キマシタカー？　びっくりシマシタカー？」

　なんと、今度は横から声がした。そこにもまた『ダイヤ』の姿が出現している。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ、コノ世界デハ、私ハ無敵ナノデース！」

　さらに逆方向からも『ダイヤ』が出現する。三人の『ダイヤ』が、四姉妹を囲むように立っている。

「うー、なんかキモいよー。ただでさえキモいおじちゃんが三人でキモさ三倍だよー」

　朱雀が顔をしかめ──不意にその幼い顔に残忍な笑みが浮かぶ。

「だから急いでファックしなきゃっ☆」

　いつの間にか朱雀の手に鞭むちが握られている。紅ぐ蓮れんの炎に包まれた三メートルほどの鞭が。

「あはははは、死んじゃえ────っ!!」

　朱雀が素早く前に進み出て炎の鞭を振るう。鞭が一人の『ダイヤ』の身体を搦からめ捕り、

「れんごく！」

　朱雀の叫びと同時に、鞭を包む炎の大きさが加速度的に増大し、『ダイヤ』の全身を一瞬で焼き尽くした。黒こげになった焼死体がどさりと地面に倒れる。

「あはははははははは！　ファックファックファック!!」

　さらに立て続けに、二体目、三体目の『ダイヤ』にも真紅の鞭を叩たたきつける。凄すさまじい高熱により、一瞬で『ダイヤ』の脂肪がアロハシャツごと燃え上がる！

「あはは、よわよわだねー」哄こう笑しようを上げる朱雀。「ますたーには内緒だけどー、すざくたち、じつは人間じょーたいの方が強いんだよねー」

「……正確には、マスターや周囲の身の安全を完全に無視した場合の攻撃力が、獣の状態を遙はるかに上回る……ということですが」

　淡々と言う白びやつ虎こ。彼女の袖そでを、玄げん武ぶがくいくいと引っ張る。

「なんでしょうか玄武」

「もえてる」

　無表情で白虎のコートの裾すそを指さす。燃えていた。朱雀すざくの鞭むちの炎が飛び火したらしい。

「きゃああっ!?」

　白虎は慌ててしゃがみ込み、裾の部分を地面に叩たたきつけて火を消した。図らずも、『味方にまで危険が及ぶ可能性がある』ということを自分で証明してしまった。

「あははー、びゃこちゃん、そんなのもう脱いじゃえばいいのにー」

「……そんな破廉恥なことできません」

　反省ゼロの朱雀に、白虎はむくれた。そのとき。

「ＯＨ！　ナンテ酷ひどイコトスル幼女デスカー！　親ノ顔ガ見テミタイデスヨー！」

　再び『ダイヤ』の声が響いた。全方向から。

　二十人以上の『ダイヤ』が、いつの間にか四人を取り囲んでいた。

「……自分はこんな醜悪な光景は初めてです……」

　白虎がげんなりして言うと、二十人の『ダイヤ』は一斉に口を開いた。

「ＨＡＨＡＨＡ、酷イコト言イマスネー白イオ嬢サン！　私トッテモ傷ツキマシター！　謝罪ヲ要求シマース！　訴エテヤリマース！」

　なんと……周囲を取り囲む『ダイヤ』の数がさらに増えた。地面から湧わき上がってきたように、三十人ほどの『ダイヤ』が突然姿を現したのだ。五十人の『ダイヤ』が、四人の少女を取り囲む。アロハシャツを着た肥満体の中年という、単体では威圧感も何もないビジュアルだが、ここまで同じ姿が並ぶと得体の知れない恐怖感がある。

「陪審員！　彼女タチノ処分ヲ決定シテクダサーイ！」

　一人の『ダイヤ』が叫ぶと、他ほかの五十人以上の『ダイヤ』が一斉に、

『死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！』

　とシュプレヒコールを繰り返した。さらに、

「死刑！」

　彼らの後ろでさらに一人『ダイヤ』が地面から生えてくる。

「死刑！」「死刑！」「死刑！」「死刑！」「死刑！」「死刑！」声を上げながら、一人、また一人と次々に『ダイヤ』が増殖する。

「……うふふ、わたくしたち、一体どんなことをされてしまうのかしら、脂ぎった中年の集団に組み敷かれて服を剝はぎ取られ……ああ、想像するだけで濡ぬれてしまいますわ！」

　青せい龍りゆうが変態的な台詞せりふを吐く。続けて朱雀が鞭をビシッと地面に叩きつけ、

「あははー、いーかげんウザいからー！　やっちゃおー！」

「ふう……そうですね」

　白びやつ虎こが頷うなずき──力強く大地を蹴けり、空高く跳び上がる。増殖中の『ダイヤ』の集団の中に着地して、地面に片手をつき、

「ダイヤモンドダスト!!」

　叫び声と同時に、白虎を中心として、大地から無数の氷の柱が飛び出る。三メートルを超える鋭く尖とがった巨大な円えん錐すいが、大地に立つ『ダイヤ』の群れを無差別に下から刺し貫く。無数の『ダイヤ』が、血飛沫ちしぶきをまき散らして無惨に串くし刺ざしにされていく。

「わー、相変わらずびゃこちゃんの技はえげつないねー──って、わあ!?」

　朱雀すざくのすぐ目の前にまで氷の柱が飛び出してきて、慌てて避よける。

「んじゃ、すざくもいくよー！」

　白虎のいる場所とは別方向に向かって疾駆し、紅ぐ蓮れんの鞭むちを力強く振るって次々と『ダイヤ』の群れを焼き尽くしていく。

「死刑！」「死刑！」「死刑！」「うるさーいファック！」

　出現するなり鞭を振るい、迅速に始末する。

「うふふ、ではわたくしも」

　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを自由自在に振り回し、青せい龍りゆうも敵の群れに突っ込む。さながら三国志のワンシーンのように、『ダイヤ』の首が爽そう快かいなほどスパスパと刎はね飛ばされていく。

「死刑」「死刑」「死刑」「死刑」「死刑」「死刑」「死刑」












　なおも『ダイヤ』の増殖は止まらないが、それ以上に三人の虐殺するペースの方が速く、『ダイヤ』の数は目に見えて減っていく。

「オーノー！　ナンテ野蛮ナノデショウ！　シカシ私ハ慈悲深イ人デース！」

『ダイヤ』の一人が叫んだ。次の瞬間、彼の身体は白びやつ虎この生み出した氷柱に股こ間かんから裂かれて串くし刺ざしになった。彼の言葉を他ほかの『ダイヤ』が引き継ぐ。

「サッサト降参シナサーイ！　ココデ全員はだかニナッテ命いのち乞ごイスレバ、許シテアゲナイコトモアリマセーン！」

　朱雀すざくの鞭むちが彼の身体を一瞬で炭化させる。

「すざくー、ちっちゃいからなに言ってるのかよくわかんなーい！　びゃこちゃん、かいせつしてー？」

「……これから自分達を陵辱する、と言っています」

「うふふ、社長さんのえっち♥」

　青せい龍りゆうが三人の『ダイヤ』を一撃で薙なぎ払い、勢いよく首が飛ぶ。

「はだか」

　ぷちぷちとボタンを外し、玄げん武ぶが胸元をはだけてみせる。

「玄武！　馬ば鹿か正直に脱がないでください！」

　慌てて白虎が止めた。

「ＨＡＨＡＨＡ、聞キ分ケノナイオ嬢サンタチデスネー！　ダッタラ望ミ通リ、ふぁっくシテアゲマショー！」

『ダイヤ』が叫ぶと同時に────大地を埋め尽くすほどの『ダイヤ』の大群が一気に出現し、四人の少女に向かって突進を開始した。

　……その数は、ゆうに千を超えるかもしれない。閉鎖された空間をくまなく満たすほどの肥満体の群れに、さすがの四人も絶望の表情を浮かべる……──と思いきや、全然そんなことはなかった。

「あはははははははははは！　たーのしー！　殺しても殺しても殺してもどんどん生えてくる♪　ファッキン大フィーバーだねきゃははははははははははははははは!!　どれだけ殺してもいなくならないなんて、あははっ、サイコーの遊び場だねここは!!　すざくぅ、ちょっぴりイケナイ気分になっちゃいそう♥　今ね、お股またのあたりがきゅんってなったの♥　こんなキモチになったの、おじちゃんがは・じ・め・て♥　だからもっともっとすざくとたぁくさん遊んでねキャハハハハハハハハ!!　ファック!!　ファッカー!!　ファッケスト！！！！！　突然ですが天気予報のお時間ＤＥＡＴＨ！　これから世界中に血の雨が降るでしょう！　夜や光こう市し内全域には現在血の雨洪水警報が発令されております！　住民の方は血の海の氾はん濫らんにご注意くださーい!!　あははははは!!」

　けたたましい笑い声を上げて朱雀はさらに勢いよく鞭を振るう。鞭の纏まとう炎が巨大化し、もはや鞭むちではなく巨大な炎の柱をぶん回しているかのようだ。

「ああ、なんて絶望的な状況なのかしら！　わたくしは長刀を手に大勢のむくつけき男達に対して気丈にも抵抗を試みるのですが、所しよ詮せんは女の細腕、奮戦虚むなしく捕虜にされ衣服を剝はぎ取られ何人もの男達に散々慰み者にされた挙げ句クスリで理性を奪われて地下牢ろうに閉じ込められそこでも獣のような囚人達に肉便器にされてしまうの！　ああなんて可哀想なわたくし！　そんなわたくしを想像するだけでもう気分はルンルンですわ、ほら、その証拠にこんなに全身がグチャグチャのドロドロに濡ぬれてしまいましたの！　なんてイケナイ女なのかしら！　ああんっ、誰だれか私を罵ののしってぇっ！　このっ、いやらしい雌豚をっ！　原形を留とどめないくらいに蹂じゆう躙りんしてえええええ♥」

　全身に返り血を浴びながら青せい龍りゆうは完全にイッてしまった表情で愉たのしげに青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを豪快に振り回し、そのたびに派手に血飛沫ちしぶきを上げて『ダイヤ』が一刀両断されていく。女の細腕どころか、関かん羽う雲うん長ちようすら遙はるかに凌しのぐ猛将ぶりであった。

「……まったくあの変態姉妹は……自分にはついていけません」

　白びやつ虎こは大きく嘆息する。その後ろから、一人の『ダイヤ』が下卑た笑みを浮かべて抱きついてくる。

「ＨＡＨＡＨＡ、ぷりんぷりんネー！」

「うるさいです」

　振り向きざま、白虎は手のひらを『ダイヤ』に当てる。刹せつ那な、彼の身体が一瞬にして凍り付く。「えい」と玄げん武ぶが軽く小突くと、まさにダイヤモンドダストのように美しくきらきらと輝きながら、『ダイヤ』の身体は砕け散った。

「ふう……しかしこのままでは埒らちがあきませんね……」

　言いながら、玄武の後ろから近付いてきた『ダイヤ』を氷漬けにして砕く。

　敵の身体能力自体はまがりなりにも《試作型プロトタイプ》だけあって高いが、身のこなしはまったく大したことがない、ごく普通のデブである。だが、数が多すぎる上に、倒しても倒しても無限に復活してくる。仲間……というか自分の死体の山を踏みつけながらゾンビのように迫ってくる無数の『ダイヤ』の姿は、生理的にも受け付けないし。

「ＨＡＨＡＨＡ、イーカゲンニ諦あきらメタラドーデスカ!?」

　離れたところにいる『ダイヤ』の一人が言った。

「私ノたれんとハー、《じゃばうぉっく》ノ中デモ最強ナノデース！　何ヲ隠ソウ、実ハコノ私コソガ《じゃばうぉっく》ノりーだーデス！　仕事ノタビニ強イ《ぷろとたいぷ》ヲ雇イ、五人ノちーむヲ作リマス！　ツマリ私コソガ、《じゃばうぉっく》ソノモノナノデース！　何ガ言イタイカトイイマストー、ツマリI am very strong!　イクラ足あ搔がイテモ無駄ダトイウコトデース！」

「あははー、じんせーなんてムダの連続だよー。てゆーかー、無駄の連続のことを人生って言うんだよー。それがイヤなら死んじゃえばー？」

「うふふ、かつてとある偉人が『諦あきらめたらそこで試合終了』と申しておりましたわ」

　口々に言って、朱雀すざくと青せい龍りゆうは虐殺をやめようとはしない。

「……さて、あちらの虐殺姉妹は放っておくとして……」

　白びやつ虎こは、この地獄のような戦場にあってなおぼけーっとしている玄げん武ぶに向き直る。

「玄武、あなたの火力でどうにかなりませんか」

　すると、

「なるかも」

　あっさり言って、玄武はスカートの中に手を突っ込み、なにやらもぞもぞとやり始めた。

「ん……はぁあ……♥」

　妙に色っぽいその表情に、見ている白虎の方が赤くなる。

「あの、玄武、何を──」

　ごろん。

　スカートの中から産み落とされるように重々しい音を立てて地面に転がったのは、どう考えてもスカートの中には収まらない、二メートルほどの巨大な黒い円筒に取っ手と引き金が付いただけのシンプルな形状の────いわゆる、バズーカ砲だった。

「よっこいしょ」

　玄武はバズーカを軽々と肩に担ぎ、

「ちゃーじ」

　青白い光が砲口に収束していく。

「でちゃう」

　音もなく……直径二メートル近い青い光の柱が直進する。その先にいた『ダイヤ』達を一瞬で蒸発させながら。やがて光は閉じられた世界の最果て、平へい坦たんな書き割りの風景にまで到達し──ぐわんっ──水面に波紋が広がるように、周辺の景色が揺らめいた。

「What!?」「ナ……ナンデスカソレハ……!?」「キイテナイヨー！」

『ダイヤ』達が口々に驚きよう愕がくの声を上げる。

「……しばらく見ない間に、また新しい武器を作っていたのですね玄武……なんですかそのビーム砲は……」

　白虎が呆あきれた声で言うと、玄武は小首を傾かしげ、

「大規模戦術級破壊兵器ジェノサイドギガ粒子砲《スターゲイザー》」

　すらすらと、アホみたいに長い単語を言った。

「……大規模ジェノ……？　えーと、つまり結局それはなんなのですか？」

「大規模戦術級破壊兵器ジェノサイドギガ粒子砲《スターゲイザー》」

「あははー！　げんぶちゃんファッキンかっくいー！」

「……なんでもいいですが、危険すぎるのでこの空間以外では使わないでくださいね」

　白びやつ虎こが言うと、玄げん武ぶはこくんと頷うなずいた。

「ソ、ソンナ兵器ヲ使ッテモ無駄デース！　コノ世界ハ壊セマセーン！」

　裏返った声で『ダイヤ』の一人が叫ぶ。

「さっき」玄武は無表情で言う。「一パーセント」

「……何が一パーセントなのですか？」と白虎。

「出力」

　……出力一パーセントで、この閉鎖空間を揺るがすほどの威力だったらしい。

「濃くする」

「いや、濃くって」一応突っ込む白虎。

「十パーセントチャージ」

　玄武が呟つぶやき、再び青い光が砲口に集まり────

「どぴゅっ」

　無音の青い光。……先ほどのビームを遙はるかに上回る砲撃に、百人ほどの『ダイヤ』がまとめて消滅し、空間の歪ゆがみも最初の攻撃の比ではなかった。

「うふふ……出力百パーセントなら、この空間も壊せるかもしれませんねえ」

　青せい龍りゆうが嫣えん然ぜんと微笑ほほえむと、

「バ、馬ば鹿かナコトハヤメナサーイ！　コノ空間ハ私ソノモノナノデース！　無理矢理破壊スレバ、私モ死ンデシマイマース!!」

「あははー、それを聞いたらますますヤらなきゃねー」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　残念デスガ、コノ空間ヲ破壊シタラ、中ニイルアナタ達モ全員オダブツデース！　ダカラオトナシク降参シナサーイ！」

「やだよファック」「うふふ……お断りですわ」「嫌です」「ふるふる」

　全員即答だった。

「ンナ……ッ!?　ア、アナタタチ、頭オカシイデスカ!?」

　声を裏返らせる『ダイヤ』に、白虎が淡々と告げる。

「……自分達は、死んだら《魔界サーバ》へと還かえるだけですから。マスターが生きている限り何度でも甦よみがえることが可能です」

「ナ、ナンデストー!?」

「だからー」朱雀すざくが酷薄な笑みを浮かべる。「ますたーにひどいことしたおじちゃんはー、ぜったいぜったい許せないのー。超ベリーファックなのー」

「いっぱいにする」

　玄武が呟き、《スターゲイザー》とやらに再び青い光が宿る。

「ソ、ソウハサセマセーン！　全員突撃デース!!」

　千人……いや、もしかすると一万人以上かもしれない大量の『ダイヤ』が大地を埋め尽くし、目を血走らせて玄げん武ぶに向かい突撃する。地響きを上げて迫り来る肥満体の群れに、朱雀すざく達三人は玄武を守るべく吶とつ喊かん。

「きゃははははははは、きもーい！　ひっさつー、ファッキンフェニックスー！」朱雀の両腕を巨大な炎が覆う。その腕が『ダイヤ』の身体に触れるたび、断末魔の悲鳴を上げて『ダイヤ』が一瞬で灰になっていく。哄こう笑しようを上げながら、朱雀は舞うように縦横無尽に『ダイヤ』の群れの中を駆けめぐり、灰の山を築く。「三十パーセント完了」「あああ、なんて楽しみなのかしら！　はやくぅ、はやくはやく玄武ちゃん、その太くて大きくて熱いので、私のカラダをグチャグチャにしてえっ！　さあっ、さあっ、さぁっ!!　痛覚機能千五百パーセント限定解除!!　ああ、僅わずかな服の衣きぬ擦ずれさえ灼しやく熱ねつの鞭むちのように私の肉体を責め立てますわあんっ!!　心臓の鼓動も声帯の震えも何もかも甘美な激痛に変わるのおっ!!　敏感ビクビクで逝イっちゃいそうなのおっ!!　あぁんっ、こんなイケナイワタシをそのしゅごいので痛めちゅけてぇ犯してぇ蹂じゆう躙りんしてえぇっ!!　絶望させて絶頂させて精神を破壊してぇん!!　脳髄ドロドロに搔かき回してぇぇ!!　ファックぅ!!　ファックミープリーズ!!　ああああああああ恍こう惚こつ恍惚恍惚恍惚恍惚恍惚恍惚!!　イくぅイくイくイっちゃうぅぅぅ!!」完全に気が狂っている青せい龍りゆう。いつの間にか、ただでさえ巨大だった青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの大きさが元のサイズの三倍以上に巨大化しており、青龍は自分の身体を独こ楽まのように回転させて三六〇度全方位にいる『ダイヤ』の胴体を上下真っ二つに切断していく。「六十パーセント完了」「ヤメテエエエ！　ヤメテクダサアアアアイ!!」「……ダイヤモンドダスト。ダイヤモンドダスト。ダイヤモンドダスト。ダイヤモンドダスト」白びやつ虎こは氷の柱で地道にコツコツ容赦なく、一度に三十人ずつくらいのペースで虐殺していく。「八十パーセント完了」「オーノー！　ヤメナサーイ！　ヘルプ！　ヘルプミー!!」もはやなりふり構わず、一万人の『ダイヤ』が一斉に命いのち乞ごいをして大地が震える。「うーん、すざくはー、ちっちゃいからー。英語はファックしか解らないのー」「タスケテエエエ！　タスケテクダサアアアアアイ!!」「発音が下へ手たすぎてわかりませーん。ちゃんと日本語喋しやべってくださーい。えー、なーにー？　ファックしてほしーのー？」「ジーザス！」「あははー冗談だよー、すざくホントはえーごぺらぺらー。オーケイ、オーケイ、アイシーアイシー」「ワ、解ッテモラエマシタカ!?」「うんっ！　つまりー」ドス黒い笑みを浮かべ、「刻んで殴っフアツクしてフアツクして蹴っフアツクして犯しフアツクして殺しフアツクして蹂躙しフアツクして生まれてきたことを後悔させてフアツクしてフアツクして生き地獄の正確な定義をフアツクしてフアツクして染色体の一本一本にフアツクしてフアツクしてまで刻んであげるねフアツクしてフアツクして、広義の意味でフアツクフアツクフアツクこの煉獄のようなフアツクフアツクフアツク世界からヘルプしちゃうフアツクフアツクフアツクフア────ツク！！☆」「ノオオオオオ────ッ!!」「百パーセント完了」砲口の青い光が玄武の身体を覆い隠すほどに膨れあがり、バチバチと稲光に似た光を放っている。「やっちゃってください玄武！」「うふふふふふふふふふふぞくぞくぞくぞくぞくぞくぞくぞく…………!!」「きゃははははははは!!　さよーならおじちゃん！　一人で地獄に堕おちちゃえファッキン白豚!!」「ヤメロオオオオオオ──────ッ!!　オレハマダ死ニタクナイ！　他ほかノ奴ラハイクラ死ンデモイイケド、オレダケハ死ニタクナインダアアアアア!!」




「発射」




　拡散した青い光が閉鎖空間を満たし、『ダイヤ』、四神を巻き込み全すべてを消滅させる。

　────────────────────────────────────

　────────────────────────────

　─────────────────────

　──────────────

　─────────

　──────




　……それが、五十年以上にも亘わたり裏の世界でその名を轟とどろかせ、数多くの犠牲者を出してきた傭よう兵へいチーム《ジャバウォック》の、あまりにも唐突な終しゆう焉えんだった──……。
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　御厨みくりや槐えんじゆと式神四姉妹がそれぞれ《ジャバウォック》のメンバーを倒してから、一時間ほどが経過したころ。

『クラブ』と『ダイヤ』が夜や光こう市し脱出のために向かおうとしていた場所と、まったく別の方角に位置する山の中。

　顔に狐きつねの面を付け、フリルの付いた黒いドレスを身に纏まとう、ピンク色の髪をした少女がそこにいた。《ジャバウォック》のメンバーの一人──『ジョーカー』である。

「……はい。任務は無事に完了しました」

　通信機に向かって、『ジョーカー』はそう報告した。

「……はい。《ジャバウォック》の首領、エリオット・ザ・【我思う故に我ありパラノイア・パラダイス】をはじめ、リカルド・ザ・【あらがう者ブラツクウイング】、ゴウカ・ザ・【破裂する悪夢ゲヘナワーム】、シン・ザ・【名無しアンノウン】、全員、死亡しました。ただ、エリオットとシンを滅ぼしたのは蛇遣いの手の者ではなく、エージェント・エンジュおよびエージェント・フミの式神達でした。シンがエージェント・フミに危害を加えたことが原因のようですが、今後この二名には注意が必要かと」

　事務的に言いながら、『ジョーカー』は手にしたテレポート用の魔導具《秘密の扉ハローハロー》で地面に魔法陣を描く。

「……はい。ご安心ください、そちらの方もたしかに。我ながらいい感じだと思います。……はい。ではこれより帰還します。……はい。……はい。……ふふ……心配しないでください、お父さん────いえ……議長」

　完成した魔法陣に足を踏み入れ──『ジョーカー』の身体は、音もなく消えた。








エピローグ　プロローグ







「ど、どうかな……似合う、かな……？」

　冬ふゆ木き陽よう子この目の前で、ユウは頰ほおを紅潮させて訊たずねた。

「……似合う」

　陽子が端的に答えると、ユウは「えへへ」と可愛かわいらしく顔をほころばせた。

　ユウが着ているのは、水色に三日月模様の浴衣であった。白い肌と銀色の髪が、意外なくらいに調和している。ちなみに陽子の方も、色違いの同じ柄の浴衣を着ている。演劇部の部室にあったのを借りてきたのだ。

　……ユウと陽子は、先日約束通り、演劇が終わったあと一緒に過ごした。

　模擬店のメニューを片っ端から制覇したり、障害物二人三脚やクイズ大会やサバイバルゲームや我慢大会など色んな企画に参加した。ユウは終始ハイテンションで、陽子の方もユウの勢いに少したじろぎながらも、存分に祭りを堪たん能のうした。まるで姉妹のように仲睦むつまじげに、二人は手を繫つないで祭りの喧けん騒そうの中を渡り歩いた。

　その裏で起こっていた、久く遠どうくおんに降りかかった悲劇や、御厨みくりや槐えんじゆや蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深み、式神四姉妹の戦いなど知ることもなく──ただひたすらに──滑こつ稽けいなほどにひたすらに、二人は楽しいひとときを過ごした。

　そして現在──時刻は午後八時を回る寸前。夕ゆう陽ひが沈み、空には満月が昇っている。ほとんどの店が片付けを終えたかその最中である。たまたま遭遇した演劇部員に引っ張られるままにユウと陽よう子こは浴衣（部長のコレクションらしい）に着替えた。

「んじゃ、行こっか」と陽子が言って、「うんっ」とユウは陽子の手を繫つなぐ。

　演劇部の部室から、二人は校舎を出て学園のグラウンドに向かった。広大なグラウンドを埋め尽くすほど、数多くの人でごった返している。

　これから、二日間に亘わたる《赤あか月つき祭さい》最後のイベント、盆踊り大会が始まるのだ。

　……何な故ぜ学園祭の最後を締めるのが盆踊りなのかはよく解らないが、第一回からそうだったらしい。大方、日本贔びい屓きの三み日か月づき菖蒲あやめあたりが「お祭りといえば盆踊りに決まってるの」と主張して決めたのではないかと陽子は推測した。

　と、そのとき、グラウンドの中央に設置された巨大な櫓やぐらに、下から順番にきらびやかな電飾が灯ともっていく。

「おお、始まるみたいだぞ」

　ユウが目を輝かせた。《庭園》とやらでずっと育ったユウはこういうお祭りが初めての経験らしく、ことあるごとに喜ぶので陽子としても見ていて楽しい。












『レディースエーン、ジェントルメーン！　盆踊り大会を始める前にちょっと聞いてくれ！　みんなも知ってると思うが、今年の《水すい鏡きよう杯はい》を制したのはなんとちっこいサムライガール、久く遠どうくおんちゃんだ！』

　放送の声に、「へー、そうなんだ」と陽よう子こ。「おお、クオンは強いな」とユウ。

『そのくおんちゃんの優勝をたたえ、これからいっぱつ、派手にみんなで祝ってやろうぜ！　オーケイ!?』

　大きな歓声と拍手がグラウンド中から巻き起こる。

『それじゃあ──久遠くおん選手のご登場だぜ!!』

　櫓やぐらの最上部にパッと明かりが灯ともり、その中心に────誰だれもいなかった。

『あ、あれ……!?』とアナウンサーの戸惑った声。

『おーい、久遠選手は……バンッ（誰かが慌てて放送室のドアを開けて入ってくる音）……何が……え、いないっ!?　逃げたっ!?　恥ずかしいから!?』

　周囲がシンと静まり返り、気まずい沈黙が流れる。櫓のライトが消えていく。

『…………あー、まあ、その、なんだ……久遠選手は欠席のため、祝勝祝いは省略ということにさせていただきます……はい』それから『ゴホン』と咳せき払ばらいして、『それじゃあいよいよお待ちかね、盆踊り大会の始まりだぜー!!』

　気を取り直して盛り上げようと叫ぶアナウンサーだったが、一度白けてしまったので生徒達のノリは先ほどより悪い。

「ヨウコ、ところで盆踊りというのは何だ？」

　今更のようにユウが訊たずねる。

「うーん、説明するのが微妙に難しいんだけど……まあ、なんか踊るのよとにかく」

　陽子がこの上なく適当な説明をしているうちにも、櫓の電飾が再びゆっくりと、下の方から順番に灯っていく。そしてついに最上部──一際派手な光でライトアップされた中に立っていたのは────

『やっほー！　はじめましてファッキンおにちゃんおねちゃん！　突然ですがー、今夜はすざくたちがすっごい勢いで盛り上げてあげるからよろしくねー!!』

　ボンテージ、チャイナドレス、毛皮のコート、喪服、それぞれ特徴的な衣装に身を包んだ四人の少女、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みの式神たち。

　朱雀すざくの前にはマイクスタンド。青せい龍りゆうの手にはギター。白びやつ虎この手にはベース。玄げん武ぶの前にはドラム。何な故ぜかバンドスタイルだった。群衆の間に戸惑いが広がる。

　だが、そんなことはお構いなく青龍が妖よう艶えんな顔でギュイ────ンとギターを大きくかき鳴らした。続けて玄武が無表情でドラムを叩たたき始め、白虎がゆっくりと重低音を奏でる。朱雀がマイクスタンドを持って凄すごい勢いでヘッドバンギングを開始する。陽子の知らない曲だったが、激しくてノリのいいナンバーだ。思わず踊り出したくなるような。

　青龍の指が目に見えないほどの速さで動き、玄武はメトロノームのような正確さでドラムを叩たたきながらも、たまに片手のスティックを空高く放ほうり投げてもう片方の手で演奏を続けながら再びキャッチするという曲芸を見せる。白びやつ虎こはまあ、きわめて普通に、地味に上う手まかった。

　曲の良さに彼女らのスーパーテクニックも相まって、もともと基本的にノリが良く突発的なアクシデントに強いこの街の住人達のテンションは急激に上がっていく。盆踊りということであまり乗り気ではなく櫓やぐらから少し離れたところで見物していた連中も、徐々に中心に集まり始める。

「おおっ、これが盆踊りかー。思ってたより格好いいものだな！」

「いや、違うし」

　目を丸くするユウに陽よう子こが軽く身体を揺すってリズムを取りながらツッコんだそのとき、朱雀すざくがマイクを握って手を大きく振り上げた。

『それじゃー行っくよー！』

　うおおおおおおおおおおおおおっと大きな歓声が上がり、朱雀がにかっと満面の笑みを浮かべ、流りゆう暢ちような英語で歌い始める。透明感のある歌声で、プロ顔負けの歌唱力だ。激しいロックナンバーに朱雀のボーカルが重なり、いつの間にかグラウンド中が曲の世界に引きずり込まれてしまっていた──。




　　　†　†　†




『……あー、まあ、その、なんだ……久く遠どう選手は欠席のため、祝勝祝いは省略ということにさせていただきます……はい』

「……ふう」

　スピーカーから情けない声が聞こえてきて、久遠くおんは大きなため息をついた。

　場所は校内……二年Ｄ組教室の、自分の席。服装はいつもの髑どく髏ろ模様の着物ではなく、胸元が大きく開いたスケスケの白いドレスと、頭にオリーブの冠。優勝者に相応ふさわしい格好を、ということで着替えさせられたのだが、この姿を多くの人の目に晒さらすのは猛烈に恥ずかしいように思えてきて、土壇場になって逃げてしまったのだ。

「……私もまだまだ未熟です」

　くおんが呟つぶやいたそのとき──

「みーつけた」

　軽い声とともに教室の扉が開き、藤とう堂どう灯とう夜やが入ってきた。

「……と、藤堂様……」

　動揺するくおんに、藤堂はゆっくりと近付いてきて、隣の机の上に座った。そしてじーっとくおんの方を見つめてくる。

「……な、なんですか」

「……あ、いや、なんかすげえ格好だなあと思って」

　くおんは顔を真っ赤にして両腕で胸元を隠した。すると藤とう堂どうは失礼なことに苦笑した。

「胸を隠されても……」

　くおんがぴきっと頰ほおを引きつらせる。

「……悪かったですね。どうせ私には胸などありません……」

「わかってるよ」と藤堂は笑い、不意に真剣な顔になって言う。「……でも、色気がないとかそういうの全部引っ括くるめて、俺おれは君が好きだから」

　くおんが憮ぶ然ぜんとして藤堂から顔を背ける。

「……す、好きとか、軽々しく言わないでください……」

「うーん、でもまあ、好きだしなあ」

　またしてもあっさりと言う藤堂に、くおんは普段より少し重い声で、

「……私が、霧きり村むら様の血を吞のまなければ生きていけない身体だとしても、ですか？」

　……くおんが一命を取り留めたあと、二人は喫茶店《ＡＬＩＣＥ》にて、聖せい司じに彼のタレント【無間地獄ストロベリーフイールド】についての話を聞いた。陽よう子ことユウもその呪じゆ縛ばくに囚とらわれていること、その呪縛を解く方法が見つかっていないことも。

「ハーレム状態だな霧村のヤロー。羨うらやましいぜ」

　軽い口調で言う藤堂を、くおんは睨にらんだ。

「……藤堂様、私は真面目まじめな話を──」




「だって関係ねーじゃんそんなの。くおんちゃんはくおんちゃんだろ？」




　藤堂は、心の底からあっさりと言い切った。くおんはじーっと数秒、藤堂の顔を見つめたあと、ぽつりと、

「…………これでは、気にしていた私が馬ば鹿かみたいではありませんか……」

　くおんの呟つぶやきに、藤堂はからかうように笑う。

「恋人以外の殿方の血を吞むなんてはしたない！　とでも思ってた？」

「だ、誰だれが恋人ですか誰が！」

「近いうちに俺が」

「な、なりませんっ！　…………多分」

「ま、いいよ。気長にチャレンジ続けるから」笑いながらも真剣に断言し「君の毛が生えるまでにはいい返事をもらえるといいなあ」

「……それは物理的に無理というものです」

　くおんは椅い子すから立ち上がった。

「……だって私、もう……その……は、生えてますから！」

　………………時間が凍る。

「…………」

「…………」

「え、え……で、でも、あれ……あのときは……え、あれ？　ああでもよく考えるとあれからもう一年半……いや、でも背とか胸とか全然変わって……」

　何やらよく解らないことをぶつぶつ呟つぶやきながら狼狽うろたえる藤とう堂どうの目を、くおんはすっと見据えた。夕ゆう月げつ学園最強の少女の黒い瞳ひとみに射い竦すくめられて、藤堂の身体が金縛りにかかったように動けなくなる。一瞬にしてさっきまでとはまるっきり立場が逆転、藤堂は完全にくおんに圧倒されていた。

「……藤堂様、疑うようでしたら……」

「は、はい」

　カチコチに固まっている藤堂に、くおんは白いドレスの裾すそを両手で摘つまみ──




「……──確認しますか？」
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　式神四姉妹バンドのライブは、二曲目三曲目と過激にヒートアップしていった。

「ファッキンマザ●ファ●カーどもー！　すざくがぜーいんクチでイかせてあげるから、さっさとチ●コを出していいよー！　皮を被かぶった臭いキノコを解放しちゃえ！　どーですかハツジョーしてきましたかー万年発情期の夢精おにちゃんたちー！　さーハダカになっちゃえー！　ＤＩＥスキなあのコをこのチャンスにファック！　ＤＩＥキライなアイツも今すぐファック！　世界に広げようファックの輪！　ファックファックで世界人類皆穴兄弟ラブアンドピースだよキャハハハハハ！　サルになっちゃえファッキンイ●ローモ●キーちゃんたち!!」

　凄すさまじく下品なＭＣを叫ぶ朱雀すざくの前に躍り出た青せい龍りゆうが、扇情的に腰をくねらせ、恍こう惚こつの表情を浮かべて自慰をするかのような指使いでギターをつま弾はじく。グラウンドは異様な熱気に包まれ、群衆は酔ったように顔を火照らせながら思うまま身体を動かす。

「キャハハハハハハハハ！　Ｅ感じに狂ってきたにゃー!!　それじゃ四曲目、『貴方あなたに捧げる愛の言葉』！」

　朱雀がけたたましい哄こう笑しようを上げて歌い始める。

「キミのこと愛してるのファック♪　この気持ち抑えられないのファック♪　たまに落ち込んでるキミの横顔が切なくてファック♪　キミのベッドにこっそり潜り込んでファック♪　キミのことかんがえるだけで胸が熱くなるよファック♪　凍えたカラダまで熱くなっちゃうのファック♪　ホントはぜんぶ見てほしいのファック♪　だけど素直になれなくて～思わず意地悪フアツクしちゃうんですファック♪　ファック♪　ファック♪　超ファック♪」

　……ろくでもない歌詞だったが、歌自体は抜群に上う手まくて曲も格好いいロックチューンだったので、盛り上がってはいる。間奏で朱雀すざくは再びＭＣを開始する。

「ちなみに作詞はベースのびゃこちゃんでーすっ！　素直な気持ちを曲に乗せてねと頼んだら、こーんなえっちな歌ができました！　ホントに変態さんだねびゃこちゃんはっ！」

「じ、自分はファックなんて書いてないです！　朱雀、あなた勝手に……！」

「そんなこと言ってもーカラダは正直だよー。ほーらこんなにびちょびちょなのに！」

「それは汗ですっ!!」

「あははははーだったらそんな暑苦しいのは脱いじゃえー！」

「きゃー！　やめてやめて自分はあの人以外に裸なんて見せません！」

「おおっととんだバクダン発言！　もしかしてコートの下には何も着てないのかなー!?　こいつぁーとんだヘンタイさんだぁああ!!」

「仕方ないではありませんか！　だって暑いんですからっ！」




　　　†　†　†




「……あの馬ば鹿かどもめ……あとでとっちめてやらねば……」

　医務室の開いた窓から聞こえてくる朱雀と白びやつ虎この破廉恥な会話を聞きながら、彼女たちの主──蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みはベッドの上で顔を赤くした。

「……まあまあ芙深姉ちゃん……せっかくのお祭りなんだから……」

　苦笑しながら、隣のベッドで横になっている御厨みくりや槐えんじゆが言う。二人は『クラブ』との戦いで負った傷のせいで、治療を受けたあとずっとベッドから動けないでいた。

「ふむ……そうかのう……」

　芙深は、せめて式神四姉妹達だけでも祭りを楽しませてやろうと（いう名目で本当は御厨と二人きりでイチャイチャしたかったので）『ダイヤ』との戦いで《魔界サーバ》に戻っていた彼女たちを再び召喚してやったのだが……ちょっとはじけすぎだと芙深は思った。やたらと放送禁止用語が飛び交う変な歌を歌ってるし。

　と、そのとき、再びＭＣに入る。

『えんじゅのおにちゃーん！　ちゃんとウチのますたーと仲良くファックしてますかー!?　あのファッキンばばあはおにちゃんにベタベタゾッコンらぶなのでー、しかも実はすごいマゾ野郎なのでー、ゴーインにファックして好きなだけブチ込んじゃってもオールオッケーなのでーす！　巫み女こ服もＥケド巫女の生マ●コはもっとサイコーだよキャハハ！　ぱんつはいてないから剝むかなくても食べられるよー！　自慢のフィ●トファ●クと股こ間かんのタマ付きアロンダイトでゴクラクにイかせちゃえー！　なんならお尻しりの処女を奪ってもＥカンジかもかもキャハハハハハ！！！！』

「こ、殺す……あやつ……絶対に殺す……！」

　額に青筋を浮かべて激怒しベッドから起きあがろうとする芙ふ深みを、御厨みくりやは慌ててベッドの上からモード《投げ縄》を使って止める。

「ええい放すのじゃ槐えんじゆ！　……あいたたた……っ」

「安静にしてなきゃ駄目だよ……あう……疲れる……」

　限界を超えて消耗している御厨は、まだまともにタレントを使える状態にない。御厨に無理をさせないよう、芙深は仕方なく抵抗をやめた。

「……ほれ、無理せず大人おとなしく寝ておれ槐」

　御厨は芙深を拘束した光のロープを解き、静かに目を閉じた。そして小さな声で、

「……ねえ芙深姉ちゃん」

「なんじゃ？」

「……朱雀すざくが言ってたこと……僕は……芙深姉ちゃんと……そーゆーコトが、したい。……怪我が治ったら……そーゆーコト、しよう……よ……」

　ぼんやりした意識の中、御厨槐はごにょごにょと呟つぶやき、そのまま寝息を立て始める。

　槐の言葉を嚙かみしめるように聞いていた蹂じゆう躙りん坂ざか芙深は────あどけない少女のように顔を真っ赤にして、枕まくらに顔を埋めた。




　　　†　†　†




　一方その頃ころ──。

　欠けたケーキのような扇形をした夜や光こう市しの中心部分にそびえ立つ、ヨーロッパの城を思わせる大きな建造物──夜光市の市庁舎。その最上階にある、限られた職員しか立ち入ることの出来ない、入り口に『執務室』というプレートがある部屋の中で、ドレス姿の氷ひ川かわ真ま那なは革張りの椅い子すに腰掛けていた。

　落ち着いた照明が照らす上品な内装の部屋で、真那と彼女の後ろに控える若い女性秘書の前に、十名以上の人間が真那の前に並んでいる。

　……お役所のことになど関心がない学生達ならともかく、夜光市で働く者達が見ればその面子めんつに驚くだろう。

　白しら木き黒くろ須す──夜光市市長。河かわ崎さき博ひろ嗣つぐ──月光症候群中央研究所所長。岩いわ原はら五ご郎ろう──夜光病院院長。舞まい坂さか霧きり子こ──市立夜光大学学長。郷ごう田だ剛つよし──夜光市警察署長……──。

　いずれも、夜光市の上層部にいる者達である。彼らこそ、夜光市を僅わずか十五年間でここまで発展させた功労者であり、夜や光こう市し行政の中心である。……少なくとも、表向きは。実際のところは、特にこれといった才能もない小者ばかり。例えば白しら木き黒くろ須すはもとは出世コースから外れた官僚で、不運にも隔離地区の管理という閑職へ追いやられた。河かわ崎さき博ひろ嗣つぐは、痴漢で捕まったいまいちパッとしない遺伝子工学の助教授。岩いわ原はら五ご郎ろうは医療ミスで飛ばされてきた外科医。舞まい坂さか霧きり子こは十五年前、新任の教師として運悪く夜光市に配属された。郷ごう田だ剛つよしはもともと、夜光市の前身である廃村にかつて住んでいた駐在である。

　彼らをカモフラージュにして実際に夜光市の中心となっているのは、氷ひ川かわ真ま那なと三み日か月づき菖蒲あやめ……そして、三日月菖蒲が千年以上に亘わたって築き上げてきた人脈により協力者となった、外の社会で有力な立場にいる《試作型プロトタイプ》や人間達である。

　……ただ、いかにお飾りとはいえ肩書きがある以上、そこそこの金と権力は持っている。少なくとも、真那に隠れてこそこそと陰謀を巡らす程度のことは可能だ。……まあ、彼らにそんな度胸はないと踏んだからこそ、上層部に据えておいたのだが。

「うふふ……本日集まっていただいたのは、この中に裏切り者がいるからですー」

　緊張感のない間延びした声で、開口一番、真那は言った。夜光市幹部達の間に動揺の色が浮かぶ。

「う、裏切り者、でございますか」

　いかにも小市民然とした市長が、ハンカチで額の汗を拭ぬぐった。

「はいー」と真那は穏やかに微笑ほほえむ。しかしその目はまったく笑っていない。

「皆さんも御存知だと思いますけどー、昨日中央研究所が爆破されましたー。河崎さんはよかったですね、たまたま外出していて」

　研究所所長は「は、はあ。まったくです」と怯おびえたように頷うなずいた。

「犯人は《ジャバウォック》という傭よう兵へいチームさんで、二週間前くらいにアメリカさんの研究者さんと入れ替わって街に入ったみたいです。すごいですねえ……海外から研究者さんが来るときは五重六重のチェックがあるのに、それをかいくぐって侵入するなんて。よっぽどの権限がないと、そんな偽装はできないですよねえ？　ねえ、市長の白木さん？」

「は、はい、その通りです……」

　引きつった顔で、市長はダラダラと脂汗を流す。

「しかもそれだけじゃないんですよねえ……。《ジャバウォック》さんが赤あか月つき祭さいの二日目に、《水すい鏡きよう杯はい》で人が集まっている学園の地下でテロを仕掛けるつもりだという情報をとある人から聞いて、急いで警備の数を五倍に増やすように指示したんですけどー……何な故ぜか直前になって、その命令が誰かさんにキャンセルされちゃったみたいなんですよねえ……。慌てて知り合いのウサギさんに見回りをお願いしたんですけど、間に合わずにわたしのお友達が大おお怪け我がしちゃいましたし……。酷ひどい話ですねえ。……ねえ、郷田さんもそう思いませんかぁ？」

「そ、その通りでありますな」

　震える声で頷うなずく警察署長。

「……ちなみにですねえ。わたしの予想では、裏で糸を引いている人の名前は大おお石いし神かむ威いさん。《コミュニティ》さんの工作員さんはもちろんえんじゅくんとふみちゃんだけじゃないですし……つまりあの人はですねえ、ゆーちゃんの勧誘をカムフラージュに、上層部にいる人達に寝返り工作をしていたんだと思うんですよー。ほんとーにずるいですねえ」

　何人かの幹部がびくっと肩を震わせる。明らかに震えている者もいる。

「さあて……」

　真ま那なが椅い子すから立ち上がって横に並ぶ幹部達の目の前に進み出る、一人一人、幹部の顔を舐なめ回すように──……




「……──裏切り者は、誰かなあ……？」




　笑みを消し、すうっと目を細め、氷ひ川かわ真那は底冷えのする声で言った。

「ひ、ひいいっ!!」

　ついに圧力に耐えきれなくなったらしい。三人の男が、踵きびすを返して部屋から逃げだそうとする。逃げようとしたのは白しら木き黒くろ須す、河かわ崎さき博ひろ嗣つぐ、郷ごう田だ剛つよし。だが。

「うふふ、かつてとある偉人が言いましたー。『逃げちゃダメだ』って。だから、逃がしませんよお？」

　真那の長い髪がさらに急速に伸びていき、三つ首の蛇のように三人の身体を拘束する。

「ひいいやあああっ！」「お許しください氷川様ぁっ！」「い、命ばかりはああ!!」

　真那はどこまでも無情に、

「うふふ……だーめ♥」

　真那の髪が彼らをミンチにすべく絞めつけを強め──た、次の瞬間。




　──ぱん




　……そんな乾いた音がして、少し遅れて、真那の脇わき腹ばらに激痛が走った。

「あう……？」

　タレントを解除し、真那が顔をしかめながら後ろを振り向くと……秘書が、真那に銃口を向けていた。銃口からは硝煙が立ちこめている。彼女が後ろから真那を撃ったのだ。

「あ、あららぁ？　あなたまで裏切ってたんですかあ……」

　弱々しく微笑ほほえむ真那を、スーツ姿の若い女性秘書は冷たい顔で見下ろす。

「……申し訳ありません真那様。ですが……私をこんな身体にした貴女あなたを、いえ、貴女の中に潜む化け物を、私は許せません」

　……彼女はムーンチャイルドだった。秘書として五年前に雇い、信頼できると判断し、菖蒲あやめのことや月光症候群のことを話してあったのだが……。どうやらずっと、この機会を窺うかがっていたらしい。

「チェックメイトですな、氷ひ川かわ様」

　陳腐な台詞せりふとともに、市長、白しら木き黒くろ須すが言った。彼も銃を真ま那なに向けている。彼だけではない。なんと……この場にいる全員が、真那に銃口を向けていたのだった。

「……あらあら……さすがに全員裏切ってたとは思いませんでしたあ……」

　さらに続けて、十名ほどの若い警備員達が部屋に入ってくる。全員、ムーンチャイルドである。

「くくく、ここまでですなあ氷川様」と下卑た笑みを浮かべる白木。

「……うーん……この際に悪い膿うみを全部出しちゃおうと思っていたんですけど……」

　真那は唇を尖とがらせる。

「出される膿は貴女あなたというわけですな、氷川様」

　白木の言葉に真那は……嗤わらった。撃たれた痛みに顔をしかめながらも、自信たっぷりに言い放つ。

「──いーえ、あなた達ですよ？」

「戯ざれ言ごとを！」激げつ昂こうした白木が引き金を引こうとした瞬間。

　──ばりんっ！

　突如執務室の窓ガラスを割り、黒い影が部屋に侵入してきた。

「な、何!?」

　秘書や白木達が動揺する。侵入してきたのは背中に大きな黒い翼を生やした巨漢の黒人──《ジャバウォック》の『ハート』、リカルド・ザ・【あらがう者ブラツクウイング】であった。何な故ぜか黒いスーツ姿で、しかもまだ伊だ達て眼鏡をかけている。昨日研究所で戦ったとき、菖蒲はリカルドにとどめをさすのを直前でやめたのだ。地下闘技場に爆弾を仕掛ける計画を事前に察知できたのは、彼からの情報である。

「全員が敵です。やっちゃってくださいなー」

　真那がリカルドに命じる。同時に自分もタレント【憂いの美女ラプンツエル】を再発動させ、幹部達の手から拳けん銃じゆうを奪い取る。

「承知した。我の拳こぶしは全すべてを砕く!!」

　迫るリカルドに、警備員達が発砲。だが銃弾は全て背中の黒い翼によって弾はじかれる。

「無駄無駄ァッ！　『召喚系』能力【あらがう者】に鉛弾など効かぬわあっ!!」

　リカルドが豪腕を振るう。並はずれた身体能力を持つ筈はずのムーンチャイルドの警備員が三人まとめて吹っ飛ばされ、そのまま意識を失う。

「ひ、ひいいっ!!」

　逃げようとした幹部達を、真ま那なの髪が一切の躊ちゆう躇ちよなく惨殺する。さらには呆ぼう然ぜんとしていた秘書に髪を伸ばし、その身体を拘束した。

「くっ……化け物……！」

　秘書の憎々しげな視線に、真那は珍しく──悲しそうな顔をした。そして、

「菖蒲あやめちゃんの言葉を伝えますね……。えーと……あなたの言うとおり、あなたやみんなを不幸にしたのは菖蒲のせい。この街はせめてもの罪滅ぼしのつもりだったの」

「化け物が綺き麗れい事ごとを……！　この偽善者！」

「…………ごめんなさい。たしかに、偽善だと思う」

　言いながら真那はゆっくりと彼女に近付き……鳩尾みぞおちを殴り、秘書を気絶させた。

「……菖蒲ちゃんの言葉は以上です。残念ですけど、あなたはクビですねえ……。新しい秘書には……そうですねえ……リカルドさんでも雇おうかしらー……」

　それから真那は、優しげに微笑ほほえんだ。

「……ねえ菖蒲ちゃん、偽善で造られた楽園でも、その中でちゃんと恋したり青春したりしてる子たちがいるんですよー。……だから……泣かないで、ね？」




　────リカルドと真那により、『反乱』は僅わずか数分で鎮圧された。




　白しら木き黒くろ須すをはじめ夜や光こう市し幹部六名が死亡、その他ほかの幹部および警備員達は重傷、または軽傷。机も椅い子すも照明も割れ、床や壁は血で汚れて、室内は酷ひどい有様だった。

　真那はそんな光景から目を背けるように、割れた窓の外を見上げる。夜空には、満月に近い青白い月が浮かんでいる。

「やれやれ……これにて一件落着、ですかねえ」

　ホッと大きくため息をつき、撃たれた脇わき腹ばらの痛みに顔をしかめた。

　だが──。

「大変です氷ひ川かわ様！」

　突如、一人の青年（彼もムーンチャイルドだ）が慌てた様子で部屋に飛び込んできた。彼は室内の惨状を見て声を失う。真那はそんな彼に落ち着いた笑みを向け、

「これは気にしないでくださいな。ところで何があったんですか？」

　すると彼はハッとした顔で、

「い、急いで来てください！」

　真那とリカルドは彼に導かれ、部屋を出た。




　着いた先は市庁舎三階の一室。扉には『情報管理室』というプレートがついている。




　部屋の中には無数のモニターがあり、中にいた職員の一人が、到着した真ま那なにそのうちの一つを見せる。

「現在『外』で放送中のテレビ番組です。放送を中止するよう働きかけていますが……」

「……これ、は……」

　真那が珍しく絶句する。

　映っていたのは、戦いの様子だった。手から炎の弾丸を出す少年、人間のジャンプ力ではあり得ないほど空高く跳び上がる少年、コウモリを召喚する少年、野球ボールを意のままに操る少女、光の鞭むちを振るう御厨みくりや槐えんじゆ────《水すい鏡きよう杯はい》の映像だった。

　……しかしそれだけでは終わらない。なんと次に映し出されたのは真那とリカルド、そして『スペード』の姿だ。

「ぬ……？」と怪け訝げんな顔をするリカルド。

　真那が髪を伸ばし、『スペード』を惨殺する。そしてリカルドとの戦いになる。

　……ナレーターが淡々とした声で、情報提供者によればこれは決してフィクションではなく現実の映像であり彼らの名はムーンチャイルドであり現代の吸血鬼であり日本国内の夜や光こう市しというところに住んでいてその夜光市の場所はここで──と解説する。

　さらに続いての映像は、リカルドと『スペード』が夜光市に潜入する前にアメリカで研究員や警備員達を殺害したときの様子だった。それが終わると今度は、身体をごっそり欠損させて血ち塗まみれになっている久く遠どうくおんを、霧きり村むら聖せい司じが血を吞のませて治す──再生させるシーンが映った。酷ひどい有様のくおんの姿に、真那の心に怒りがこみ上げる。

「……カムイさんのしわざに間違いないでしょうねえ……」

　感情を押し殺した淡々とした声で、真那は言った。

「ぬう……しかし誰だれがこのような映像を……アメリカでの我の姿まで……。さては……『ジョーカー』か……！」

　眼鏡をくいっと上げて、リカルドが言った。『スペード』『クラブ』『ダイヤ』は全員死亡しているので、消去法で考えるとこの映像を録とったのは『ジョーカー』しかいない。

「うふふ……やられましたねえ……。もしかして……『これ』が本当の狙ねらい……？」

　真那が底冷えのする笑みを浮かべた。

　……もちろん、テレビで流れたからといってこの映像が真実だと本気で信じてしまう者はそう多くないだろう。あまりに非現実的すぎる。

　だがもしかしたら、『外』では死亡や行方不明扱いになっている筈はずの映像に映った生徒達の、家族や友人が放送を見ていた可能性もある。技術のある暇人が『この映像は加工されていない本物だ』と証明してしまうかもしれない。

　……夜光市の情報が外に漏れた場合の対策も考えていなかったわけではないが、噂うわさを完全に消すことは出来ないだろう。これから当分の間、『現代の吸血鬼』の噂うわさは、日本中でまことしやかに囁ささやかれることだろう。

　それに何より──大おお石いし神かむ威いに後れをとってしまったことが最大の問題だ。

　この街が、決して外界から完全に隔離された安全な楽園などではないことが証明されてしまった。幾重にも張り巡らされたガードをかいくぐってムーンチャイルド達の映像を撮影し、それを『外』に持ち出したあとさらにテレビ局内部や政界にも入り込んでいる真ま那なの息のかかった者達からの圧力をはね除けて、こんな派手に全国に流すことが出来るのだと、証明されてしまった。

　夜や光こう市し上層部にいる者達が、決して万能の神様などではなく、策を巡らせれば出し抜ける相手なのだということを証明されてしまった。この街を造ったのが甦よみがえった《原型アーキタイプ》蛇遣いだということも、既に相手に知られていると考えた方がいいだろう。

「……うふふ……やりますねえ……カムイさん……」

　……もしかするとこれは……宣戦布告なのかもしれないと真那は思う。

『その気になればいつでもこんな街など壊せるから覚悟しろ』という宣言……。

（……負けないよ）

　真那の頭の中で、三み日か月づき菖蒲あやめがぽつりと言った。

「ええ……そうですね……」

　真那が頷うなずく。決意を込めて。




「この街と……この街に生きる皆さんは、絶対に守ります──」
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　……グラウンドでは式神四姉妹によるライブが続いていた。現在演奏されているのは、十二曲目、『ライ麦畑でファックして』とかいうとんでもなくパンクな歌。かれこれ一時間近く演奏しっぱなしなのに、青せい龍りゆうと玄げん武ぶのスーパープレイや朱雀すざくの超絶ボーカルは、まったく衰えを見せないどころかますますキレを増している。

　……にしてもあいつら、いつの間に練習したんだろう……。……つーか玄武すげえなおい。パンツ丸見えで逆立ちしながら足でスティック持ってドラム叩たたく奴なんて初めて見たぞ。

　呆あきれ混じりで感心しながら、俺おれ──霧きり村むら聖せい司じは、明かりのついてない喫茶店《ＡＬＩＣＥ》の窓から一人で外を見ていた。空には満月に近い月が浮かび、その下で、大勢の人達が朱雀達を中心に熱狂している。

　……あの中に入っていく勇気が、どうしても出せない。

　昨日の朝にも夢に見た、『外』で過ごした最後の学園祭──その夜のことを、どうしても思い出してしまう。

　もちろん、あのときと今とでは状況が全然違う。あのときはフォークダンスだった。だが赤あか月つき祭さいでは盆踊り大会……の予定が何な故ぜかやたらとテンションの高いライブに。

　それでもなお──俺おれにはこうしてグラウンドを眺めていることしか出来ない。

「……ヘタレてるなあ……相変わらず。……ほんと、何も変わってねえなあ……」

　自じ嘲ちよう的な笑みをこぼしたところで、ちょうど曲が終わる。

「あははー、盛り上がってきたところで、次の曲はー、こないだ作ったばかりの新曲『ムーンチャイルド』でーす。曲はドラムのげんぶちゃんでー、詞はすざくでーす！」

　……不思議ちゃんと暗黒幼女のコンビって一体どんな電波ソングが出来たんだと思いきや、聞こえてきたのは意外なことに、しっとりしたバラードだった。

　もの悲しいギターソロに始まり、抑えたベースとドラムの音が心をざわつかせる。長めの前奏で、前の激しい曲から尾を引く群衆の熱気が収まってきたところで、朱雀すざくの透明感のある歌声が響く────。

『優しい月の光が、見ないフリをしてきた醜い傷跡をさらけ出した夜。

　古傷が疼うずく狂いそうな痛みに、このまま死んでしまいたいけれど────

　背を向けてきた過去トラウマが腕を引き、倒れることを許さない。

　目を逸そらしてきた記憶あくむが肌を刺し、眠ることを許さない。

　言い訳にしてきた残酷な現実と、

　逃げ場所にしてきた凄せい惨さんな思い出は、僕に赦ゆるしを与えてはくれなかった。

　流れた涙と流した血が河となり、全すべて洗い流してくれればいいのに────』

　……先ほどまでの狂騒が噓うそのように、オーディエンスは歌声に聴き入っていた。

　……まったくあの痴女姉妹ども……ホントに、一筋縄ではいかない。どう考えても俺の飼い慣らせる相手ではないので、やっぱりさっさと芙ふ深みさんに返却しよう。

『無数の傷に追い立てられて、僕はまた歩き出す。

　逃げられない痛みならば、せめて強く抱きしめよう。

　こんなにも痛いのに、身体はまだ絶望などしてくれないから。

　月明かりに照らされた、目の前に広がる赤い荒野ストロベリーフイールドを、

　僕はどこまでも、泣きながら歩いていくんだ────』

　悲愴感漂う歌詞と儚はかなくも力強いボーカルに彩られた、感情をぐらぐらに揺さぶってくるサビが終わり、再び間奏の、もの悲しいギターソロへと入る。俺は目を閉じて演奏に聴き入っていた。

　そのとき、不意に。

「あ、やっぱりここにいた！」

　……扉を開けて入ってきたのは、冬ふゆ木き陽よう子こだった。

「……あれ、お前ユウと一緒だったんじゃ……」

「あー、ゆースケの奴、ライブで首振りすぎてぐったりしちゃったから、さっき保健室に置いてきたわ」

　苦笑しながら陽子は答えた。そして俺おれの隣にやってくる。

「んで、霧きり村むらはこんなところで一人で黄昏たそがれてたの？　相変わらず暗いなあ。みんなで騒げばいいのに。楽しいよ？」

「……そうだな……次の学園祭のときはそうするよ」

　陽子の言葉に微苦笑を浮かべ、俺は言った。陽子はくすくすと笑い、

「じゃ、今夜はあたしと二人で過ごそ？　とりあえずちゅーしようぜちゅー」

　むちゅーと顔を突き出してくる陽子の頭を手で押さえる。

「ひどいっ！　霧村が意地悪するわっ！　あんなに愛し合った仲なのに！」

「捏ねつ造ぞうするな捏造を」

　陽子によって、しんみりした空気は一気に霧散した。いつもの馬ば鹿か馬ば鹿かしい日常のノリだ。正直、ありがたかった。

「……じゃあさ、霧村」

「おう」

「じゃんけんであたしが勝ったらチュウして？　んで、霧村が勝ったらあたしがチュウしてあげるわ」

「同じだろそれ」

　半眼でツッコみを入れると、

「それじゃーねー、あたしが勝ったらえっちして？」

　上目遣いで、とんでもないことを言い出す陽子。俺は思わず赤くなる。

「な、なんでそうなるんだ！」

「んー。なんていうか、今そーゆーえろい気分なのよね……」

　陽子はあくまで軽く、へらへらと笑いながら言う。

「とゆーわけでー、じゃんけんしよじゃんけーん。あたしが勝ったらえっち。負けたらなんもなし」

「……ふう……。まあ……いいけどさ」

　……実は陽子はじゃんけんのとき、必ず『パー』『グー』『チョキ』の順番に出す癖があるのだ。だからこいつはべらぼうにじゃんけんが弱い。

「おおっ、霧村が乗り気だー」

　陽子が笑った。

「……要するに負けなきゃいいんだろ」

　陽よう子こは必ず最初にパーを出すから、チョキを出せばいい。

「おおっと、強気だねえ……それじゃ、いくよー？」

「おう」

「さーいしょはぐー、じゃーんけん」

　ぽん。




　…………陽子が出したのはチョキではなく……何な故ぜか……グーだった。




「んふー」

　と陽子は俺おれの顔を見て、「作戦通り！」みたいな会心の笑みを浮かべ……だが次の瞬間、その目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「な、なんでよぉっ!?」




　…………俺の出したのも、何故か、グーだった。




　……自分でも、よく解らなかった。何故かグーだった。陽子がいつもの通り最初にパーを出していたら敗北していた筈はずの、グーだった。普通なら陽子とえっちすることになってしまう筈の、グーだったのだ。

「……ま、まあ、あいこだな。じゃ、次……あーいーこーで──」

　混乱する頭で、俺はさっさとじゃんけんを続けようとした。だが。

「むちゅ」

　いきなり不意打ちで、陽子が俺に抱きついて、キスをしてきた。

「む!?」

　陽子の舌が俺の口の中に侵入してくる。舌と舌が絡み合って、……ヤバい、なんか、頭がぼーっとしてきた、まずい！

　俺は無理矢理、陽子の顔を引き剝はがした。

「────っ、はあっ！」

　大きく深呼吸して乱れた息を整え、

「……お、お前なあ！　いきなり何しやがる！」

　すると陽子は頰ほおを紅潮させて、どこか挑発的に、

「だって霧きり村むら、負けるつもりだったんでしょ？」

「……う」

　なんで陽子がそんな自信満々なのかよく解らないが、理屈で考えるとそうなる。

「せっかく乗り気なんだからー、もうっ、しちゃおうっ！」

　陽よう子こが再び俺おれに飛びついてくる。逃げようとした俺は足がもつれ、その場に尻しり餅もちをつく。陽子が上から俺の身体を押さえつけ、再びキスをしてきた。息が出来ない。舌が……なんだこれ、なんで、こんな、やばい、意識が……

「んっ、はあっ……んぁ……あたしぃ……するぅ……きりむらと……えっち、するぅ……」

　いったん唇を離して荒い息をつき、恍こう惚こつとした表情で陽子は言う。そして再び、熱い口づけ。陽子の陶然とした顔が目の前に。……多分、今の俺も陽子と同じ顔をしているのだろう。……やばい……その気になってきた……いや、最初からそうだったのか？　陽子の胸の柔らかい感触が俺の胸をふよふよと刺激し、男の部分も反応してしまう。やっべえなあ……。窓から聞こえてくる朱雀すざくの歌も『ムーンチャイルド』に続いてムーディーな曲調の英語のバラードで、どうしようもなく気分を盛り上げる。やばい、やばいよ……このまま俺は陽子と……む、結ばれてしまうのか。キスだけならともかく、そこまでしちゃったら流石さすがにその、男として、せ、責任とか、取らねば……なるまいぞ。

　……あー、でもなぁ……俺、陽子好きだしなあ……。

　もういい加減、覚悟を決めようか──。

　……そう思った、まさにその瞬間。

「はっはっはっ、見ぃつけましたぞー霧きり村むら殿!!　小生、霧村殿の幸せをぶち壊すために命をかける愛と正義の使者ウサギ仮面!!」

　バーンと家庭科教員室に繫つながる扉を蹴け破って、変態ウサギ男が姿を現した。その腕にはユウがお姫様だっこされており、ユウはシドの腕から降りると頰ほおをぷくーっと膨らませて陽子に詰め寄る。

「ヨウコ！　ひどいぞおいてけぼりにするなんてっ！」

「……ちっ……邪魔者どもめ……大人おとなしく寝ていればいいものを……」

　悪役丸出しの台詞せりふを言って舌打ちして、陽子は俺の上から離れた。どうやらピンチは脱したらしい。……ま、やっぱり雰囲気に流されて──っていうのは趣味じゃないし……。これはウサギ男に感謝するべきだろう。しねえけど。

　俺は無言で立ち上がる。そのとき、新たな人物が扉を開けて部屋に入ってきた。

　喫茶店の営業時間はもう終わったというのにまだメイド服を着ている、灰色の髪と瞳ひとみの本物のメイドさん──シズさんだった。

「あれ、シズさん……」

　シズさんはじとーっと俺を無表情で見つめ、

「……あれ、ではありません霧村殿。早く来てください」

「へ？　どこへ？」

「……相変わらず脳が半分溶けているご様子ですね貴方あなたは。九時からは屋上でスタッフの後夜祭をやるという話だったではありませんか」

　…………。

　…………あー……そういえばそんな話を聞いてたような……。

　ちらりと時計を見ると、既に時刻は九時十五分を回っていた。完全に遅刻だ。もうパーティーは始まっていることだろう。

「……ほら、行きますよ霧きり村むら殿」

　……喫茶店で働いてたけどこの人は別にスタッフじゃないんだよなあ……とか思いながら、俺おれはシズさんに手を引かれて走る。何な故ぜか陽よう子ことユウまで一緒についてきた。「あー、シズさんずるーい！」だの「シズめ……やっぱり油断ならない……！」などと後ろから文句を言いながら。……シドはいつの間にか消えていた。




　　　†　†　†




　屋上には、百人近くのスタッフをはじめとする学生達がいた。いくつものテーブルが並べられ、その上には寿司とか肉とかケーキとか果物とかジュースとか酒とか、大量の食べ物が置かれている。全すべて手つかずのまま、置かれている。

　……まだ始まってなかったのかな？

　そのとき、喫茶店で働いていた顔見知りのスタッフが数人近寄ってきた。

「もー、霧村君遅いよー。心配しちゃったじゃない」

　……え？

「おーしみんなー、霧村来たから始めようぜー！」

　……え？

「ほらほらグラスグラス。あ、霧村君ワインでいい？　いいよね、はい」

　……え？

「それでは皆様、赤あか月つき祭さいの成功を祝して────乾杯っ!!」

「「「「「「「「「「「かんぱ────いっ!!」」」」」」」」」」」

　……え？

　……頭が混乱したまま、俺はとりあえずみんなに合わせてグラスを掲げた。

　……パーティーが始まる。よほど腹が減っていたのか、スタッフ達はすぐにグラスを空けてしまったあと、凄すごい勢いでテーブルの上の料理をかっさらっていく。

「あの、霧村さん、早く食べないとなくなってしまいますよ。わ、私が取ってきてあげましょうか？」

「……え、あ、うん……」

　声をかけてきた女の子が、何故か妙に嬉うれしそうにはにかんで近くのテーブルに向かう。

「……あのさ」

　俺おれは近くにいた男子生徒に声をかけた。

「んんー？　あんあー？」

　口にいっぱいものを詰め込みながら彼が振り向く。

「……もしかして、俺が来るまで待ってたのか？」

　もぐもぐもぐもぐもぐもぐ……ごっくん。

「おいおいあたりめーだろー。お前が働きすぎでぶっ倒れてるかもしれねーってのに始められねえってばよー」

　すごく当たり前のように……心の底から当然のように……彼は答え、再び食べ物を確保しに走っていく。

「……霧きり村むら様」

　後ろからシズさんが声をかけてきた。




「──これが、この二週間であなたが手に入れた景色です」




　凄すさまじい勢いで飯を食らう生徒達、酒をガンガン飲みまくる生徒達、歌を歌い始める生徒達、何な故ぜか脱ぎ始める生徒達──。

　……そこで俺は気付いた。俺が、百人近くいる彼ら彼女らほとんどの顔に見覚えがあり、会話をした憶おぼえがあり、名前を知っているということに。

　二週間前には学園生活という日常を形成する背景の生徒ＡＢＣでしかなかった彼らに、それぞれに名前があって人格があって過去があって、それぞれが俺と一緒に仕事をしていたということに気付き──……痛いくらいに思い知り、俺は眩暈めまいがした。

　今も俺の知らないどこかで繰り広げられているのかもしれない世界を揺るがす陰謀だとか、想像もつかないような巨悪との戦いだとか、よくわからない超能力バトルだとか、そんな華々しい物語の主人公にはなれなくても──みんなそれぞれ、泣いたり、怒ったり、笑ったり、恋したり、自分の物語の主人公をしっかり演じている。

「あれ？　霧村泣いてる？」

　陽よう子こが後ろから俺の顔を覗のぞき込んできたので、慌てて顔を背ける。

「な、泣いてねーよ」

　……ほんとに、泣いてない、よな……？　泣く理由がない。

　と、そのとき。

「はい、霧村さん、どうぞっ！」

　さっきの女子生徒（名前は三み島しま智とも子こさん）が、皿に肉や寿司を山盛りにして帰ってきた。

「あ、あの……よかったらこれ……」

　また別の女子生徒（名前は谷たに口ぐち姫ひめ子こさん）が、ケーキを差し出してきた。

「……ありがと」

　なんとなく照れつつ二人から皿を受け取ると、何な故ぜか二人は「きゃー」とか言いながら走り去っていった。……なんなんだろう？

「……おーおー霧きり村むらどん、モテモテですのー」

　やたらと不機嫌そうに言って、陽よう子こが勝手に俺おれの皿から肉を強奪して貪むさぼり食う。

「ふんっ、セイジに食わす飯なんかないのだっ！」

　同じく不機嫌そうにユウがケーキを強奪し、ハムスターみたいに自分の口に押し込む。

「……死ねばいいのに」

　呪のろうように囁ささやき、シズさんが寿司（いくらとトロ）を強奪。あんたは鬼か……！

「なんなんだよもう……」

　とりあえず両手が塞ふさがっていては食えないので手近なテーブルに皿を置き、陽子達に奪われないようにガツガツと食う。昼はサンドイッチを一口つまんだだけだったので、腹はかなり減っていた。……美お味いしい。美味しいなこの寿司（ガリ）。

　あっという間に食べてしまったので、また次の食べ物を物色すべく皿を持って歩く。顔を合わせた生徒に「霧村おつかれー」「聖せい司じ君おつかれー」などと挨あい拶さつされながら。

　……なんか、照れるな。












　あり得ないほど蟹かにが入った炒飯チヤーハンを皿に盛って、俺は屋上のグラウンド側へ移動した。朱雀達のライブはまだ続いている。さっきのしんみりしたバラードが噓うそのように、なんか「さあファックの時間だ」とか「ぶっ殺せ」とかいう歌詞が飛び交うアホな歌でグラウンドはヒートアップしていて、その熱気が屋上まで伝わってくる。

「あははははは！　まだまだイけるよー！　燃えてきたよー！」「きゃあああ朱雀すざく！　ほんとに燃えてますっ！　腕から火が出てます！　ああっ、櫓やぐらに火が燃え移って……熱い！　は、早く、早く水ー！」「うふふふふふふステキ、ああなんてステキ！　もっと燃やして！　わたくしのカラダを骨まで焼き尽くしてぇっ！」「ふぁいやー」「ああっ、玄げん武ぶ、一人だけ逃げないでください！」「あはははははは！　燃やせー燃やしちゃえー！　炎で地球をファックしろーっ!!」「いいから朱雀も逃げなさい！」

　木造の櫓が、すごい勢いで炎上する。さながらキャンプファイヤーのごとく。四姉妹が、櫓から飛び降りて避難する。

　……まあ、グラウンドの真ん中だから燃え移るものは何もないし、放ほうっておいても大丈夫だろう。

　──と、不意に。

　演奏が途切れてしまったというのに、何な故ぜか音楽が聞こえてきた。校内放送だ。

　……陽気な曲調の音楽──その曲の名を、『オクラホマミキサー』と云いった。

『おい、勝手に放送を──って、誰だれだあんた!?』スピーカーから声が聞こえる。『はっはっは、まあまあ、見てご覧なさいあの炎を。なんとなくキャンプファイヤーのようではありませんか。小生の選曲、間違っておりますかな？』『いや、そういう問題じゃ……まあいいか』いいのかよ。『くくく、小生の情報ではフォークダンスにトラウマが……おっと──ぶつっ（マイクのスイッチが切れる音）』

　……あのウサギ野郎。どこまでも腐ってやがる……。

　グラウンドでは、既に何人もの人々が踊り出している。さすがに輪になってフォークダンスは無理らしく、思い思いに好きなように踊っている。とても楽しそうに。

「なー！　せっかくだから踊るかー！」

　屋上にいる誰かが叫んで、「そーだな」と誰かが賛成する。……それから先は凄すさまじく早かった。赤あか月つき祭さいの修羅場をくぐり抜けた猛者達は、僅わずか三十秒ほどで全すべてのテーブルを中央に寄せて、その中心に、スタッフの一人（名前は赤あか木ぎ麗れい子こさん）がタレントを使い、煌こう々こうと輝く光の球を置いた。本物の炎ほどの迫力はないが、これはこれで綺き麗れいだと思った。

　みんなが輪になり──スピーカーから流れる音楽に合わせて踊り出す。

「ほら霧きり村むら、早く来いよ！」「こっちこっちー」

　輪の中から近こん藤どう聡さとし君と雪ゆき村むら瑪め瑙のうさんが手招きしている。

　……ああ、やだなあ……。と、俺おれは思った。最後の最後に、ろくでもないイベントが待ち構えていた。あのウサギ、グラウンドで燃えてる櫓に飛び込んで死ねばいいのに。

「……ああ、わかったよ」

　俺おれは無理矢理に笑顔を作り、輪に入る。雪ゆき村むらさんと手を繫つなぎ──踊る。何度も夢に見ているからか、踊り方は完かん璧ぺきに覚えていた。まあ、それほど複雑な踊りでもないのだが……驚くほど自然に、俺は踊ることができた。

　そんな俺に、雪村さんは驚くべきことを言った。




「霧きり村むら君、笑ってた方がカッコいいね」




　……え？　………………笑って？

　何な故ぜか顔を赤らめて、雪村さんが離れていく。そして次の人（名前は沖おき田た優ゆう二じ先輩）が目の前に来る。男子相手でもきわめて自然に身体は動く。手を繫ぎ、回ったり、肩を組んだり、ステップを踏んだり──本当に不思議だった。もしも今後フォークダンスを踊るようなことがあったら、きっとあのときのことを思い出してゲロでもぶちまけるに違いないと本気で思っていたのに。

　坂さか本もと啓けい二じ君と三み嶋しま正ただし君と大おお路じ碧みどりさんと緋ひ山やま砂さ希きさんと藤ふじ林ばやし准じゆん君と木き崎ざき亜あ紀きさんと榎えの本もと五ご郎ろう君と神楽かぐら坂ざか神楽かぐらさんと中なか川がわ英えい太た君と白しら河かわ舞まいさんと岸きし田だ麻ま里りさんと榊さかき原ばら欅けやきさんと三み村むら小こ五ご郎ろう君と野の火び暇ひま子こさんと明あけ郷さとみゆさんの次に────三み日か月づき夕ゆう子こさんが俺の目の前に来た。

「ふ、ふんっ、この私が貴様と踊ってやるのだ！　感謝しろ！」

「へいへい、お姫様」

　尊大な態度の割に動きがめちゃくちゃなユウが面白くて、俺は思わず噴き出してしまった。……面白くて噴き出す？　俺が？　フォークダンスで？

「な、何を笑っているのだバカセイジ！　お、お前なんか嫌いなんだからなっ！」

「そっか。でもまあ、俺は結構好きだぞ、お前のこと」

「な、な……！」

　……顔を真っ赤にして離れていくユウの次に来たのは、シズさんだった。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　なんだかよく分からないが、お互い無言のまま踊り続ける。別れ際、

「……今のあなたは、それなりに悪くありませんね」

　意味不明な呟つぶやきとともに、シズさんは微かすかに微笑ほほえんだ。不気味だ。何を企たくらんでる。

　シズさんの次は陽よう子こだった。

「やっと霧きり村むらに巡り会えたー！　さー、さっそく再会のチュウよっ！」

「お断りだバーカ」

　俺おれが言うと、何な故ぜか陽よう子こはきょとんとした顔で俺を見つめてきた。

「……あ？」

「……あ、その……なんか嬉うれしそうだなーって。一つ上のオトコになっちゃった感じがするよ？　これはもう、ヤるしか！」

「やめろ離せーっ！」

　抱きついてくる陽子を引き剝はがすのに必死で、踊りにはならなかった。

「……今度こそ霧村とエッチしてやる……」

　ろくでもないことを言って離れていく陽子。次に来たのは…………




　──ウサギ頭の変態執事だった。




「はっはっは、どうですかな？　お楽しみいただいておりますかな？　小生は超楽しいですぞ。こうして霧村殿のトラウマをぐりぐりと……っと、はて？」

　シドは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「……むう……小生の目がおかしいのか……どういうわけか霧村殿が、ちっとも辛つらそうには見えませんぞ……！」

　そんな馬ば鹿かウサギに、俺は笑いながら言ってやる。

「当たり前だバーカ。俺は今楽しいんだからな」

　……!?

　…………自分で言って、気付いた。やっと……気がついた。

「……そうか……俺……今、楽しいんだ……」

　俺は今、楽しい。みんなと輪になってフォークダンスを踊るのが、楽しい。陽子やユウとドタバタしたりシズさんと軽く毒舌の応酬をしたり御厨みくりやや藤とう堂どうと遊んだり式神四姉妹を養ってやったりスタッフのみんなと赤あか月つき祭さいの準備のために学校中を駆け回ったりメイド服を着て目が回るほど忙しかったり──そんなみんなと、フォークダンスをしたり。

　それが、楽しいんだ。

　……なるほど……これが、楽しいのか。

　──これが、この二週間であなたが手に入れた景色です。

　シズさんの言葉が頭をよぎる。俺が手に入れた景色。憧あこがれてやまなかった、でもどう足あ搔がいても手に入らなかった──楽しい、日常。

　……なんだ……──こんな簡単に手に入るものだったんだ。

　ほしかったものは、すぐ近くにあったんだ。ちょっと向いてる方向を変えるだけで、手を伸ばせば届くところにあったんだ。

　前世からの恋も学園最強を決める戦いも演劇の主役も脇わき役やくも裏方も喫茶店のメイドも料理人もミスコンの勝者も敗者も開催者もテロも戦争も殺人も犯人も犠牲者もサッカー選手もサラリーマンも超能力者も吸血鬼も宇宙人もラブコメも、全すべては同じ平面上にある。

　日常と非日常の境界線なんてどこにもなくて、主要人物とその他ほか大勢の境界もまた、どこにもない。俺おれが勝手に線を引いていただけ。

　そんなことに──俺はようやく気がついた。

「……馬ば鹿かだな俺は……本当に」

「おや、気付いておられなかったのですか！　小生は驚きよう愕がくを禁じ得ませんぞ。しかし訂正です、霧きり村むら殿は馬鹿ではありません。スーパー馬鹿です」

「うるせえぞスーパーウルトラミラクルパーフェクト馬鹿ウサギ」

「スーパーウルトラミラクルパーフェクトウサギですと!?」

「都合よく馬鹿を消すな馬鹿」

　くだらない会話をしながら、ウサギ男と肩を組んで踊る。こいつは大嫌いだけど、それでもまあ、今はそこまで悪い気分じゃない。

　多分、俺は今…………幸せ、なんだろう。

　通り過ぎてきた過去を消すことはできない。これからもきっと、悪夢に魘うなされる夜は来るだろう。反へ吐どが出るような記憶に自分が厭いやになることもあるだろう。ささいなことで落ち込んで、自分はクズなヘタレだとぐだぐだ悩むこともあるだろう。不条理な現実に手て酷ひどく痛めつけられることもあるだろう。

　それでも俺は──この世界から目を背けることはしない。

　もう逃げない。正面から見据えて、ぶつかってやる。

　俺は弱いけど、ヘタレだけど、一人じゃない。大事な人達が大勢いる。自分でも気付かないうちに、いつの間にか、大勢いたんだ。……だからきっと、戦える。

　千年越しの運命の恋だとか、《原型アーキタイプ》の創つくり出した恐るべき超能力だとか、そんな大層なお話と関かかわるには分不相応にもほどがあるごく普通のボンクラな俺でも──主人公ではあるのだ。この場にいる百人以上の、世界に生きる何十億人の、決してその他大勢なんかじゃない全ての人達と同様に、自分自身の物語の中を全力で足あ搔がく主人公その一だ。

　俺はそれを、誇りに思う。

　逃げられない痛みを抱きしめて──俺は、前に進む。

　前に進んでもいいことに、気がついたから。


（終わり）










改行ありあとがき。







　こん

　にちは。

　作者の

　平ひら坂さか

　です

　。

　……すいません調子こきました。そろそろ「あとがきに改行がない」というのをネタにしてあとがきの文字数を稼ぐのも苦しくなってきたかな……と思って、思い切って最初から改行してみたのですが、やりすぎました。というわけで改めましてこんにちは、平坂です。３巻に引き続き恋だったり友情だったり戦いだったりおっぱいだったりファックだったり色々詰め込んで群像劇チックにお送りした赤あか月つき祭さい編、いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたら幸いです。個人的には初の上下巻、しかも二ヶ月連続刊行ということで燃え尽きました。ぶっちゃけあとがきを書く気力がもう残っていません。こんなどうでもいい作者の事情を書いて文字数を稼いでいることからも察してください。あ、どうでもいい裏話といえば、３巻ピンナップイラストの『男３人のメイド服姿』は最初「３巻の表紙はコレでどうですか！」と私が出した案だったのですが、「さすがにそれはどうか」ということでピンナップになりました。ピンナップになっただけでも十分とんでもないのですが、実現していれば恐らくＭＦ文庫Ｊ初どころかライトノベル史上初の快挙になったので少し残念です。どう考えても快挙というより暴挙ですけど。……さて、そろそろ紙面も少なくなってきたので（最初の数行は見えないフリをして）謝辞に移りたいと思います。今回は二ヶ月連続刊行ということで、イラストの湊みなとヒロム先生や担当さんにはこれまで以上に苦労をおかけしました。お疲れ様です＆ありがとうございました。その他ほか、この本に関かかわった全すべての方々に厚く御礼申し上げます。そして何より、ラブコメとは言いつつ結構暗かったり毒もあったりする、かなりアクの強いこのシリーズに４巻まで付き合ってくださった読者の皆様に、最大級の感謝を捧げます。ありがとう！　それではまた五巻でお会いしましょう──といきたいところですが、そこはやはり商業作品の宿命として、続きが出せるかは今後の売れ行きを見て判断……ということになりますので、多分次の本は新しい作品になると思います。見かけたら何卒宜しくお願いします。前作で登場したくおんやイリス（ついでにリカルド）が今作に出てきたように、ソラウサやホーンテッドのキャラが異なるプロフィールでひょっこり顔を出すかもしれませんので、それもご期待ください。


　　二〇〇六年十一月下旬　３巻の発売日
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